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～はじめに～ 

 本ワーキンググループでは、高次脳機能障がいの方々に関わる支援機関が連携し、ご本

人、ご家族の安心した地域生活に寄与できることを願い、様々なツールを作成してきまし

た。 

 平成２５年度には、「高次脳機能障がい支援ハンドブック」を作成し、高次脳機能障がい

についての基礎知識や当事者・家族会などの紹介を事例を含めて行っています。また平成

２７、２８年度には、高次脳機能障がいのある方々に関わる医療や福祉介護・就労、行政

の関係者が、支援に関して必要な情報を入手し、また、支援の工夫点等を共有するための

情報伝達手段として「使たらええで帳～高次脳機能障がいファイル～」を作成しました。 

 現在、多くの市町村では、支援に悩まれている支援者が集まって支援会議等を開催し、

どのような形で障がい者の方やそのご家族を支えていけるか検討されています。ただ、高

次脳機能障がいのように、障がいの個別性が高く支援方法も確立されていない分野、また、

福祉だけでなく医療面からのアプローチが必要な分野において、その障がい特性や必要と

すべき配慮をよく理解した上で検討できているかと言えば、十分ではない点もあるのでは

ないでしょうか。 

そこで、本ワーキンググループでは、今年度、「地域で高次脳機能障がいの方々を支える

ヒント集～支援会議や市町村地域自立支援協議会等を活用して～」を作成することを考え

ました。 

ヒント集では、高次脳機能障がいの特性を踏まえた支援会議や事例検討型研修の例や、

各市町村における社会資源の活用例などを取り上げています。 

ヒント集に掲載した取り組みは、1 人の高次脳機能障がいの方を支えるために、どの地

域にでもある点と点を繋ぎ合わせて実現させたことであったり、支援者のちょっとしたひ

らめきから始まっています。 

このヒント集に取り上げた実例等から、「もしかしたら私たちの地域でも、こんなことな

らできるかも」といった気付きにつなげていただき、また、「使たらええで帳～高次脳機能

障がいファイル～」等も併せて活用していただくことで、地域におられる高次脳機能障が

いの方やそのご家族の支援の充実に役立てていただけると幸いです。 

  

 

 

高次脳機能障がい相談支援体制連携調整部会 

高次脳機能障がい支援体制整備検討ワーキンググループ 
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第 1 章 支援にあたり必要な視点と地域づくり 

・基本的視点 

障がい者やそのご家族を支援する上で、一番大切なことは、ご本人・ご家族の思いやニ

ーズの聴き取りです。そして、それに寄り添い、こたえるためにはどのようにすればいい

かを、関わる支援者が共に知恵を出し合い、支援方法や時には新たな資源を開発すること

までを含み考えることが障がい者ケアマネジメントにおいて求められます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・個別の事例の積み上げから地域づくりへ 

  現在、多くの市町村では、支援が難しいケースについて支援会議を開催し、得られた

情報からご本人の言動の背景や障がいの状態を考え、より適切な支援方法について検討

しています。また、発達障がいや高次脳機能障がい等の個別の障がいに対する知識を深

めるため、市町村自立支援協議会の枠組み等を活用して事例検討型研修等を行っていま

す。 

  支援者は、これらの会議等に参加し、他の参加者から新たな視点についての気づきを

得たり、多くの事例に触れることで力量が向上していきます。 

  地域に力量のある支援者が増えることは、地域全体の支援力の底上げにつながります。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜参考＞ 
障がい者ケアマネジメントとは… 
「障害者の地域における生活を支援するために、ケアマネジメントを希望する者の意
向を踏まえて、福祉・保健・医療・教育・就労などの幅広いニーズと、様々な地域の
社会資源の間に立って、複数のサービスを適切に結びつけて調整を図るとともに、総
合的かつ継続的なサービスの供給を確保し、さらには社会資源の改善及び開発を推進
する援助方法である。」 
 
障がい者ケアマネジメントの実施主体 
 「障害者ケアマネジメントの実施主体は第一義的には市町村であり、市町村が自ら
実施するか、あるいは都道府県及び市町村が委託している市町村障害者生活支援事
業、障害児（者）地域療育等支援事業及び精神障害者地域生活支援センターにおける
相談支援において、障害者ケアマネジメントを実施する。」 
 

 出典：平成 14年 3 月 31日厚生労働省 「障害者ケアガイドライン」 

Ƥ ̝ ⁸ ǓʺσǞƲǉȒȯɶȷǲ ͜ǠȒ ƲǛ ˲ȋǛὤ Ǔ ȅȑƲ

ș ɵ ǞǦȑƲǤȓǥȓǓȉǫ ḸșВ ǞǦȑǠȒǚǯǮƲ˹♥ǵ ǵ ׄ

șר ȈȒ̝ ƳǤȓǥȓǵ Ǯ☻Ҋѝ ș ǲǠȒǚǯǮƲʝǫǵ Ǯ Ǐ ȅǡ

ș ǞǭǋǖǚǯǓǮǔȅǠƳ 

Ƥ˗͈ Ḍ ʹ ˗͈șȉǯǲƲ ș ǏȒ ǲẎўǲǞǱǘȓǷǱȐǱǋ ȋ ǵ

Ȇ ǭ ș ǏȒ ʹ̝Ƴȯɶȷǲ ȖȒ ǧǘǮǱǖƲ᷂Ḣǵ ƵǱѝ ǵ

ȉ֓қǠȒǚǯǮƲ ƵǱ ḹǒȐǵȠɕɫɶȿǲǫǋǭἶǽ ̝ǯȉǱȑȅǠƳ 
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 ・市町村もチームの一員です 

  市町村地域自立支援協議会の機能として、一般的に支援会議や事例検討の場等を活用

し、個別事例における支援課題を明らかにし、その課題解決が図れたのかどうか、同じ

ような課題がある事例があるのかどうかといったことから地域課題を見いだしたり、優

先度の高い課題の整理と共有を行い、多職種によるチームアプローチによるコミュニテ

ィワークを行うことなど解決に向けた仕組みづくりを行うことが求められます。 

  市町村は援護の実施者として、基幹相談支援センターや委託相談事業所等と連携しな

がら、地域自立支援協議会の機能を充実させる役割を担っています。また、地域の事業

所の力をいかに結集し、どのように支えていくのか考えるコーディネート機能を自らの

市町村でいかに持つべきか考え、実践していく大きな役割を担っています。 

 

・高次脳機能障がい支援における多職種・多機関連携の必要性 

  高次脳機能障がいは、事故や疾病等による中途障がいです。また、障がいの状態像の

個別性が高く、受傷・発症以前からあるご本人の強み等を活かすことに力点をおいた支

援をする必要があることから、多岐にわたるアセスメントが必要です。そのために、支

援に関わる医療及び福祉関係者の情報を繋ぎ、それぞれの知見を共有することで、その

方の現在の状態像が正しく把握でき、それをもとに支援方法が組み立てられるため、多

職種の協働の取り組みが不可欠です。 

  また、高次脳機能障がいは支援方法が確立されていないため、支援者間でどのような

支援が功を奏したのか、奏さなかったのかについて、積み上げていくことが必要です。

一つの事業所では高次脳機能障がいの方を支援したという経験がわずかという場合が多

い中、地域の事業所や支援機関が一堂に会し事例検討型研修等を行うことは、その地域

での支援方法の積み上げに繋がります。さらに、実際に顔を合わせることで、地域での

支援者の繋がりを作る機会にもなり、実際の支援の際に、より適切な支援機関と連携が

とりやすくなります。   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

高次脳機能障がいについて 
 「高次脳機能障がい」という用語は、学術用語としては、脳損傷に起因する認知障が
い全般を指し、この中にはいわゆる巣症状としての失語・失行・失認のほか、記憶障が
い、注意障がい、遂行機能障がい、社会的行動障がいなどが含まれます。 
 一方、平成 13年度に開始された高次脳機能障害支援モデル事業において集積された
脳損傷者のデータを慎重に分析した結果、 記憶障がい、注意障がい、遂行機能障がい、
社会的行動障がいなどの認知障がいを主たる要因として、日常生活及び社会生活への適
応に困難を有する方々がおられることが判明し、それらの方々も含み支援対策を推進す
る観点から、国において診断基準が定められました。 
 そのため、本ヒント集における「高次脳機能障がい」についても、国の診断基準に従
い、以下の主要症状等を示される方として定義しています。 
1. 脳の器質的病変の原因となる事故による受傷や疾病の発症の事実が確認されている。 
2. 現在、日常生活または社会生活に制約があり、その主たる原因が記憶障がい、注意障

がい、遂行機能障がい、社会的行動障がいなどの認知障がいである。 
 
 高次脳機能障がい診断基準に関しては、以下の URLをご覧ください。 
 ⇒ http://www.rehab.go.jp/brain_fukyu/rikai/  

http://www.rehab.go.jp/brain_fukyu/rikai/
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第２章 支援会議について  

 

 

 

 

 

1．支援会議の目的 

  支援会議は、以下の目的で開催します。 

  ①ご本人とご家族の状況把握、課題の整理とその解決に向けた支援のための会議です。 

  ②ご本人に関わる関係機関が集まり、それぞれが持つ情報を出し合って、その評価と

共有化を行います。 

  ③課題を整理・検討の上、支援方針を確立し、関わる機関それぞれの役割分担の下に

支援していきます。 

  ④ケースに複数の課題がある場合、それらを一度に解決することはできません。その

ため、必要とする支援と優先順位について共有し、短期・長期それぞれの支援目標

を決定します。 

 

２．支援会議のポイント 

（１）共通するポイント 

 ◆見立て( 仮説) の共有から始める 

個別支援について検討する際には、何か検討すべきことが起きている時なので、い

きなり対応を検討しがちですが、事例についてどう見立てているのか、という共通認

識からスタートしないと、それぞれのイメージがずれてしまうことになります。 

また、例えば医療に係る情報が専門的であれば、それを平易な言葉に置き換えるこ

とを求める等して、見立て（仮説）を多職種で共有するための工夫も必要です。 

 ◆強みをどう引き出していくかに力点を置く 

   その人が本来持っている強さ、健康面、得意なこと、潜在的な能力等、またその人

を支える社会資源等の環境面での強み（ストレングス）にも着目することが大切です。

難しいことや困っていることはもちろんのこと、当たり前にできていることの中にも

強みがあると理解しなおすことで、新たな気づきにつながることもあります。 

 ◆ご本人とご家族の困っていることだけでなく、今支援をしている人の困りごとも必ず

共有する 

支援する人の困り感（例えば、粗暴行為で困っている場合、そのことでどう困るの

かということ）まで掘り下げて共有することで、支援チームとしての意識醸成につな

がります。また、支援する人の心理的負担の軽減にもつながります。 

 ◆多機関・多職種連携を上手く進めるには、お互いの「現状」「限界」の相互理解と他者

を責めないことが大事 

参加する機関のお互いの役割を正しく理解し、どうすれば前に進めるかを共通の目

標にすることが必要です。 

Ƥ ̝ ⁸ ǓʺσǞƲǉȒȯɶȷǲ ͜ǠȒ ƲǛ ˲ȋǛὤ Ǔ ȅȑƲ ș ɵ

ǞǦȑƲǤȓǥȓǓȉǫ ḸșВ ǞǦȑǠȒǚǯǮƲ˹♥ǵ ǵ șרׄ ȈȒ̝ ƳǤȓǥȓ

ǵ Ǯ☻Ҋѝ ș ǲǠȒǚǯǮƲʝǫǵ Ǯ Ǐ ȅǡ ș ǞǭǋǖǚǯǓǮǔȅǠƳ 
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 ◆うまくいっている時にもヒントあり 

   困っていることにばかり目が行きがちですが、うまくいっている時の状況や背景を

探ることで、ヒントが得られる場合があります。 

 ◆会議のたびに、その時話し合うことをまず確認する必要あり 

論点を焦点化しないと結論が導き出せないため、緊急度や優先度を共有し、その時々

の会議で何を話し合うべきなのかを確認する必要があります。特に、何か大きなトラ

ブルがあった際など、真実を追求したくなりますが、支援会議の場は真実を追求する

場ではなく、支援を組み立てることを目的にしている場、問題解決の場であることを

理解することが大切です。 

 ◆現在把握している情報で最大限の工夫をする 

   会議を進める中で、必要な情報が提供されないこともあります。把握ができていな

い情報を明らかにすることも支援会議の役割の１つです。わからない情報が出てきた

ときには、関わりのある機関それぞれが連携し情報収集を行います。情報収集におい

てもそれぞれの得意分野を活かし、役割分担することが大切です。 

 ◆参加者全員で話し合う 

   支援会議は、誰か１人の意見を聞く場ではなく、参加した人全員が持っている情報

や意見を交換し、ご本人の支援を考える場です。他の参加者の話を聞くこと、自分の

知っていることや意見を言うことの両方が大切です。 

 ◆結論を確認する 

   支援会議の終了時には、参加者全員で会議の成果（取り組む内容や役割分担など）

を確認し、次の支援に活かすことが大切です。 

  

（２）高次脳機能障がい支援ならではの視点について 

 ◆ご本人・ご家族から聴き取りをするポイント 

 ・受傷・発症前後、障がいが固定した後、生活環境が変わるたびに、ご本人・ご家族が

感じる変化を聴き取りましょう。 

 ・ご本人やご家族の状態( 経済状況、社会活動への参加状況等) を確認しましょう。 

 ・受傷・発症前に得意だったこと、関心のあったことは、支援のきっかけにつなげやす

いので、そういう情報も収集しましょう。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ǜ ˲ǵ ș ǏȒ ǲƲǰǵȏǍǱ Ḹș ȈȒȀǔǒȏǖѝǒȐǱǋ ǵ ǲǶƲ

Ƽ̓ǦȐǏǏǮₓ ǓǋɓȟȢɩ ƽǵ ╛ȋɜɉɣȠɩǲɐɱɆǓǉȒǵǮ

ǞǭǖǧǜǋƳ ╛ǵ ș P. ǲ ǢǭǋȅǠ  

Ħ̓ǦȐǏǏǮₓǲǫǋǭǶƲẎ ↑ Ǔǋ ȹɱȽɶǵ HP ǒȐȾȤɱɫɶ

ɇǞǭǖǧǜǋƳ 

Ń http://www.pref.osaka.lg.jp/jiritsusodan/kojinou/index.html  

 

 

http://www.pref.osaka.lg.jp/jiritsusodan/kojinou/index.html
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◆ご本人・ご家族の思いに寄り添う 

・ご本人やご家族の人生観を大切にしましょう。高次脳機能障がいは中途障がいのため、

受傷・発症に至るまでに担っていた役割、社会的地位、描いていた将来像などが、あ

る日突然に奪われるという経験をされています。また、そのことでご本人・ご家族と

もに混乱していることもあります。そのことを踏まえ、その方の人生に寄り添う視点

が大切です。その上でご本人の今の状態像やニーズを含めた支援目標が設定できてい

るかの確認も必要です。 

・ご本人やご家族が支援について話し合うような場に参加する場合には、ご本人の突然

の受傷・発症により混乱されていたり、支援会議の場自体が初めてという可能性を踏

まえ、安心して思いを表現できるような雰囲気作りが大切です。 

 

◆早め早めに対応する 

 ・高次脳機能障がいは生活の中で様々な症状があらわれてくるため、課題が生じてから

会議をするよりも、困りごとが顕在化しないためにどうしたら良いかを事前に話し合

うことも大切です。 

 ・早め早めに対応することで、ご本人・ご家族や支援者が良好な関係性を継続でき、ご

本人の安定につながります。 

 

◆障がい受容や病識の獲得、その時々の障がいの状態像に応じた支援を考える 

・ご本人やご家族が、病識や障がい受容のどの段階にあるのかを確認しましょう。 

 ・できなくなったことに着目するより、今ある力、残った力を活かすという視点も必要

です。 

 ・障がい固定等の時期が過ぎた後でも、程度の差はあるものの長期的なスパンで改善し

ていくという視点が大切です。支援者は、日々の支援の中でふとした変化を見逃さな

いようにしましょう。 

 ・高次脳機能障がいの方が、怒りやすいポイントやきっかけは、ご本人からよくよく話

を聞くと、確かにそうだと思えるような内容であることが多いと言われます。（例：ゴ

ミ収集車との接触事故により高次脳機能障がいになられた方が、同じタイプのゴミ収

集車をみたら怒りをあらわにされる）。そのポイントやきっかけについて、ご家族を含

め関わる支援者全員で共有し、そのようなポイントやきっかけに、ご本人を可能な限

り近づけない等ご本人の状態に即した工夫について検討しましょう。 

 

 

 

 

  

Ħ ȋ Ǔǋ֞ὦǵ P. ƼǛ ˲ǵ ǲԀǞǦΉ˲ Ḹǵ֝ȑ ȋȳɶ

ɑȷǵ ǲǫǋǭƽș֓ ǖǧǜǋƳ 
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３．支援会議の進め方 

（１）開催決定 

    各機関をつなぐ役割を担う相談支援事業所や基幹相談支援センター、市町村等が

中心となり、支援会議を開くことを決定します。ご本人と関わりのある機関から支

援会議開催の提案を受けることもあります。 

 

 
 

 （２）参加機関の決定 

    相談支援専門員や基幹相談支援センター、市町村職員等、会議の主催者が参加機

関を決定します。参加機関の決定の際には、以下の点に留意しましょう。 

   ・ご本人と関わりのある事業所等には、必ず参加を呼びかけます。 

   ・障がい福祉の分野では、ご本人やご家族の参加が原則ですが、ケースバイケース

です。 

【支援会議開催の基準 （例）】 

・複数機関が関わる中で、機関ごとの本人理解やご本人の言動等の捉え方に違いが出てき

たとき 

 ・新たな課題が出てきたときやご本人やご家族の状況等に変化があったとき（良い変化も

悪い変化も含む） 

 ・支援が新しく始まるときや新たな支援機関が増えたとき 

 ・支援の方向性がずれていないか確認する必要性が生じたとき（関わる機関が多くなれば

なるほど、開催頻度は増やした方がよいこともある） 

 ・決めていた支援方針通りにできずご本人と支援者の関係が悪化した場合や、次のステッ

プに進もうとしている場合など、ご本人に変化が生じる可能性があるとき 

Ή˲ Ḹǵ֝ȑ ǋǲǫǋǭ 

 

Ή˲ Ḹͪ ǲȏȑƲΉ˲ ḸǶ ὑǜȓǦѫ ǵ ᶪș Ǐǭ֝ ǪǭǶǱȐǡ

Ẇѫ ǵ Ʋ ˲ǵֿ ǱǞǲ ˲̊Ẇǵ ʢ ǲ ͑ǠȒǚǯǓ ʢ ͑ǵ

ǜȓǭǋȅǠƳʝ ǮƲ ǓǋǶ ẼǯǋǍ ϑȋ Ǔǋ֞ὦǵ ↓ǲȏ

ȑƲ Ǯ ǞֻǍḹǮΉ˲ ḸșВ ǠȒǚǯǓⱳ ǱḹֻǮȉƲǛ ˲ǵ˓ Ǔ♬Ȑȓ

ǱǋǚǯȉǉȑȅǠƳǤǵ ǲ ǒǱȈ ☻ǯǱȒǵǓ ǮǠƳ 

Ƕֺ ʺ̱ǮΉ˲ Ḹͪ ͈șѰὑǞǭǋȅǠƳΉ˲ Ḹͪ ͈ǲǑǋǭǶƲ ˲

֛ ԍѸƲ Ẇѫ ɵ ͑ǵ ǓǉȑȅǠǓƲֺ ͈ǲǶ͈Ẇ ὑș ǘǭǑȑƲ

ǯǞǭⱳ ǮǉȓǷƲ ˲ǵֿ ș♬ǡǯȉ ˲̊Ẇǵ ǒȐ Ḹș֛ ǞǦȑƲ̀ ǵ ǲ

Ḹ ͑ǠȒǯǋǍǚǯș ȈǭǋȒḹֻǓǉȑȅǠƳֺ ⁸ ǮƲ Ȑǵ ̱ǵΉ˲ Ḹͪ

͈ș ǞƲ Ǔ ☻ǯǱȑƲ Ḹ֛ ȋ Ḹ ͑ǮǔȒ֯ ȉר ǞǭǖǧǜǋƳ 
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   ・すでにケースに関わっている機関に対しては、他に参加してもらう必要がある機

関についての意見を求めることも大切ですし、情報を収集する過程において、そ

のケースにどの機関が関わっているのかが分かる場合があります。 

   ・高次脳機能障がいは、関わる機関の中心が医療機関から市町村や地域の支援機関

にシフトしたり、支援機関が多岐にわたることがあります（資料編 P.４５、４６、

５３～６１参照）。福祉事業所が支援方法を組立てる際に、医療機関が持っている

情報が有用なことが多く、介護保険第 2 号被保険者の場合、退院時から支援され

ているケアマネージャーが退院時の医療情報を把握されている場合もあります。 

   ・高次脳機能障がいの方を支援する際、福祉サービスの利用にすぐに繋がらない場

合もあります。また場合によっては、ご家族全体の生活が成り立たなくなる可能

性があるなど、ご本人の支援だけに留まらない場合もあります。その場合は、ご

本人を支援する障がい福祉分野以外に、ご本人を取り巻くご家族の支援に関わる

支援者との連携も大切です。 

   ・必要に応じて、大阪府高次脳機能障がい相談支援センターも参加します。 

 

 （３）会議の開催時期及び開催時間の決定 

   ・相談支援事業所などを中心に、できるだけ速やかに開催時期を決定します。 

   ・会議に要する時間は、原則 1 時間～2 時間とします（１時間半が目安）。 

   

 （４）会議のプロセスと進行の流れ 

̝ ǵȷɄɁɕ   ȓ 

ȷɄɁɕ  

 

ǀᾚЊǁ 

ֶ̝ Ǔǉǋǜǫ 

 ɵ̝ σǲ ǪǦ Ʋ ǵ  

 ɵ ǵ  

 ɵ̝ ǵ ȓǯ ǵ  

їₐ ǵ ˺ 

 ɵ ι ǵ☻Ҋ ˺ȉ⸗ȓǡǲ Ǎ 

ȷɄɁɕ  

 

ǀ ḸǵВ ɵ ǵ 

ӓǁ 

˹ȅǮǵ ǲǫǋǭЋᴣǮВ  

 ɵ̝ σȅǮǲ♬ȐȓǦḨ Ḹǵ ǚȓǒȐ ǓỒȅȒ

ǯǔǱǰⱳ ǲꜘǟǭὕ  

 ɵֺ ǒȐ˹ȅǮǵ șḸף 

ș ӓǞƲ ǲǑǘȒ ș ǠȒ 

 ɵ Ǔ̲ǒș Ǟǭǋǖ 

ȷɄɁɕ  

 

ǀᾍꜘǯ☻Ҋѝ  

ǵ ǁ 

Ƞɕɫɶȿǵ  

 ɵǰǍǋǪǦǚǯǒȐ Ǔ ǮǔȒǵǒƳ 

 ɵ ȉὕ ǮǔǤǍǱȉǵǶ̲ǒ 

 ɵϮϼ ̬Ƕ Ʋ Ƕ̲ǒ 

ѫ ǮǔȒ ̝ ǲǫǋǭǵ  

ȷɄɁɕ  

 

ǀ˹♥ǵ ǵ ǁ 

˹♥ǵ ǵ ὑ 

☻Ҋѝ ǵ ὑ 

 ɵֺ ǵ☻Ҋǵ ὑ 

 ɵ Ḹ ǠȒ Ƕⱳǡ ȈȒ 

̝ ǵ ὑ˗ ǵ  

ᶥ̝ σ ǵ ὑ 

 



10 

 

（５）会議実施の際の工夫点 

◆参加者全員が話し合ったことを具体的に共有しましょう 

・新たに出てきた課題やまだ解決されていない課題、次回までに取り組む内容、役割分

担、次の開催時期は会議の最後に参加者全員で必ず確認しましょう。 

・様々な意見を１つに集約していくためにホワイトボードを活用したり、毎回の会議に

特定の記録様式を用いるなどの工夫も試みてください。（資料編 P. ４７に、支援会議の

様式例を掲載しています。） 

 

４．支援会議の実際 

※実際に会議をするうえで、使たらええで帳を活用できそうなことについては、「ヒント！」として、二重線

で囲んでいます。 

 ȯɶȷ  

 

 31 ǵ Ƴ25ר ƲɎȢȭ ʴǲ Ҳ ǯ ǞƲ ωƲẉ ǲȏȑ

ל ǜȓǦƳ˗ ♥ Ǔ ȐǱǒǪǦƳ ǵ ș ǭƲ˗ ǒȐ

₴♥Ʋ ὁǿ ǯǱǪǦƳ 

ADL ǶƲ ɵ ɵ ὦɵЊ Ƕʝ ˺ҞǓⱳ Ǳ ǮǉȒƳ Ǔǋ ǵ

ǓǋǓȆȐȓƲȱɝɣɉȯɶȵɥɱǶ ǞǋƳ 

ᶥⱥ ǲǭ Ǔǋǯ ǜȓƲӣ₉ǒȐƲǛ ˲ǵ ᶥⱥǲǶƲẆ

їǵ ̝șṔȋǞƲ ƵǱǚǯș ǜǢǭƲѴ șʦǏȒǚǯǓẎўǯ ȖȓǦǦȈƲ

ὁ ♥ƲǛʰ Ǔ ƵǱ ǲ ἶǲ ǖȉƲǛʰ ǵדǋǯ ͑ǮǔȒȳɶɑȷ

ǲȸɪǓǉǪǦȑƲǛ ˲Ǔѫ șἋǓǪǦȑǞǭǋǦƳ ᷀ǶƲ ˺ șѫ Ǟǭ

ǋȒƳ 

 

 ˹ᶥƲA ˗ ᾐ ᴣǓƲƼǛ ˲ǓẎṶșǉǙǦȑƲ ǓǋǱ

ǰǲȏȑƲ ǓǍȅǖǋǒǱǋƽǯǵ ˺ ˗ ǒȐǵ ǲᾍǞƲƼ ѝ

Ǔ Ǔǋǵ ǓǉȅȑǱǖǰǍǞǦȐȏǋǒȖǒȐǱǋƽǯƲḨ℅

ȹɱȽɶǲ șǞǦƳ 

ֿǟǚȔƲ ǒȐ⁸ Ǔǋ ► ǲ ǓǉȑƲƼ șǞǭǋȒǓƲ ᶥƲ Ǔ

șǞǭǋȒƳẎṶșǉǙǭ ǜȓȒǦȈǯǭȉǞȚǰǋƳǋǫȅǮȉ Ǔ ˲ș

ǏȒǚǯǶǮǔǱǋǒȐƲǚǵϼǰǍǱȒǵǒʥὄƽǯ ǔǱǓȐ ǓǉǪǦƳ 

⁸ Ǔǋ ► ǯḨ℅ ȹɱȽɶǓ ǞֻǋƲǛ ˲ǵדǋǲ ǪǦ

ǲǱǪǭǋȒǵǒ Ʋ ǲǫǋǭП↓ ǞǦȂǍǓ ǋǧȔǍǯǵǚǯǮƲ ̝

ǵ σǲ ǪǦƳ 

ȅǡǶ ḸВ Ǔⱳ ǱǦȈƲȫɶɏɶȻɱǮǉȒ Ʋ ᷀ ȖȑǵǉȒ ǲ

֓қșᴀǺǒǘǦƳ̿ǢǭƲǛ ˲ǵ Ǔǋ ȋǤǵר Ҳǵ ǲǶǰǍǋǍǚǯǓ

ǉȒǵǒǵ ș ȈȒǦȈƲ Ǔǋǵᾐ ǮǉȒẎ ↑

Ǔǋ ȹɱȽɶǲȉ֓қșᴀǺǒǘǦƳ 
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š 1 ᶥ ̝ Ţ 

σ  ȖȑǵǉȒ ֗ǺǛὤ ǒȐǵ ḸșЋᴣǮВ ǞƲ ș ǠȒ 

֓қ

☻Ҋ  

ȫɶɏɶȻɱ  

⁸ Ǔǋ ► ᴣ ǵὕ Ʋȳɶɑȷ ὑ  

Ḩ℅ ȹɱȽɶ ̝ ǵʺσ Ʋ᷂Ḣǵ ǵ  

A ˗  

B ˺ ˗ ᶥѫ  

Ẏ ↑ Ǔǋ ȹɱȽɶ Ǔǋᾐ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ǞֻǪǦ

Кὦ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ֺ˗ ƲǛὤ ǒȐƲǛ ˲ǵ ἧǲǫǋǭǵ ḸșВ  

＜A相談支援事業所＞ 

・生活介護事業所からサービス利用しているものの、支援が上手くいかないと

聞いている。 

・ご家族から、「本人に社会参加してほしい」と聞いている。 

・高次脳機能障がいのことについて詳しくわからず、ご本人の意向をどのよう

に確認したらいいか悩んでいる。 

 

＜B生活介護事業所＞ 

・事業所の送迎は利用されず、ご本人をなだめながら、母が何とか連れてこら

れている状態。 

・以前、生産活動に参加してもらおうとしたところ、大声を出すなど抵抗を示

されたため、今はレクリエーションが活動の中心になっている。 

・レクリエーションのトランプに楽しく参加していても、トイレなどでその場

を離れると、戻ってきたときに、どこまでやったのか、次に何をしたらよい

のかを覚えておられない。職員が横について促そうとすると、大声をあげる

ことがある。 

・ご本人がやろうとされているタイミングで「○○やりましょう」と声をかけ

ると怒ってしまわれることがある。 

・事業所に来る時に、怒ることがあると聞いているが、来ると積極的ではない

ものの活動に参加できる。笑顔が見られることも多いため、通所すること自

体は受けいれていただいていると思っているが、それでいいのだろうか。 

 

＜家族＞ 

・本人の「楽しい」という顔を見られたらうれしいし、少しでも社会の中に入

れる機会を増やしたい。そのためにサービス利用と思うが、無理に通所させ

ようとすると怒る。送迎も来てくれるが、結局時間に間に合わない。サービ

ス利用は必要と思っているし、色々してもらってありがたいけど、迷惑かけ

ていると思うと、それもしんどい。 

・私が、いつまで本人への対応ができるのかも心配。このままではいけないか

ら、繋がれるところとは繋がっておきたいと思うが、その繋がりを維持する

のは大変。本人のことを理解してくれる人を増やしたい。 
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ǞֻǪǦ

Кὦ 

 

 

・本人は記憶が難しいことも分かっていない様子。通所もなんで行くのかわか

っていない。 

・発症前は穏やかな性格で、魚が好きで釣りによく出かけていた。また、こつ

こつと作業に打ち込む職人気質だった。人と一緒に作業をしたりするのは苦

手かもしれない。 

 

＜市障がい福祉課＞ 

・ご本人のより良い生活を実現するため、みんなで一緒に考えられたら良いと

思っている。 

 

＜基幹相談支援センター＞ 

・サービス利用に消極的だったり、怒りをあらわにされる場面が多いのは、ご

本人の意向を十分にくみ取れていないことを態度で示されているのかもし

れない。もう少し深く聴き取る必要があるのではないかと助言。 

 

＜大阪府高次脳機能障がい相談支援センター＞ 

・高次脳機能障がいについて説明。また、以前されていたことは比較的取り組

みやすいこと、役割があることは大切であること。もともと就労していた方

なので、今できることに取り組んでいただく中で、ご自分の役割だと思える

ような作業があるか確認してみてもいいのではないかƳ 

・スケジュールを視覚的に提示するなど、見通しを持つことができると記憶の

補完にもなり、何をしたら良いのか分かりやすくなるのではないか。 

ǞǦȠ

ɕɫɶȿ 

ɵǛ ˲ǵדǋȋɉɶȸșǫǒȇǦȈƲǤȓǥȓǓ ȖȒʴǮƲ ș ǭ

ǞǭǋǖƳ 

ɵǛ ˲ǓẎṶșїǠ ǵ ҲǶƲƼǮǔȒǚǯƽǱǵǲƼǜǢǭȉȐǏǱǋƽƲ

Ƽ̲șǞǦȐ ǋǒȖǒȐǱǋƽǯǋǍǛ ˲Ǳȑǵ ǏǮǶǱǋǒƳ 

ɵ Ҳǲ ǞǓ ǭȒȏǍǲȷȯȶɣɶɩ ș ǲ ǞǭȆȒƳ 

 

 

 

 

 

 

 

ᶥȅǮǵ

☻Ҋѝ  

 

 

A ˗ ᾐ ᴣ 

ɵǛ ˲ƲǛὤ ǒȐ֞ωѼ♥ǮẀȖǪǦǚǯ ẺǔǱ˗ƲἋǋǱ˗ ǲǫ

ǋǭȉǍᾜǞ ǔ֝ȑșǠȒƳ 

B ˺ ˗  

ɵǛ ˲ǓflȒ ǵǔǪǒǘș ǠȒƳ ǠȒ ǶƲקᶪǵ ȉȖǒȒ

ȏǍǲƲǰǍǋǍ ṑǮƲ̲ǓǉǪǭƲǰǍǱǪǦǒș ǠȒƳ 

ɐɱɆ  

ƪ Ǔǋǵ ϑș ǠȒǦȈǲƲ̓ǦȐǏǏǮₓ ╛ Ƽ

Ǔǋ ɨȷɆƽƲǛ ˲ǵḨ Ǳ Ḹ ǲ Ѽ♥Ǯ ǲẀȖǪǦ

ǚǯƲ ȋᶩȑǛǯװ ș ȐǠǚǯǱǖ ǖǦȈǲƲ̓ ǦȐǏǏǮₓ ╛ Ƽ

˲ Ḹƽș ǠȒǯ͛ѫǮǠƳ 
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ᶥȅǮǵ

☻Ҋѝ  

ɵ Ǟș ǭȒȏǍǲ̸ Кὦș ȋ Ἤș ǋǭ ǲ ǠȒƳ 

ὤ  

ɵǛ ˲Ǔ Ǟș ǭȒȏǍƲ ȋ ἬǱǰǮ ș ǠȒƳ 

Ʀ ᶥƲ̝ σǶ ǒ ♥ǯǠȒƳ 

 

 

š2 ᶥ ̝ Ţ 

֓қ  

ȫɶɏɶȻɱ  

⁸ Ǔǋ ► ᴣ ǵὕ Ʋȳɶɑȷ ὑ  

Ḩ℅ ȹɱȽɶ ̝ ǵʺσ Ʋ᷂Ḣǵ ǵ  

A ˗  

B ˺ ˗ ᶥѫ  

σ  
1 ᶥ ̝ ǵ☻Ҋѝ ǲ ǪǭƲ֝ ȑ Țǧǚǯ șВ ǞƲ˹ ♥ǵᾍꜘș

ǠȒ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ǞֻǪǦ

Кὦ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ֺ˗ ǒȐ ǵḸף 

＜A相談支援事業所＞ 

・発症後も魚が好きなことに変わりないことを母から聞いた。今後、ご本人と

やり取りをする際に活かそうと思った。 

 

＜B生活介護事業所＞ 

・スケジュールを活用し、1 日の過ごし方の見通しを持てるようにした。初め

はこれをしたら次はこれというところからやってみた。場所と取り組む内容

は出来る限り一致させている。それを覚えてこられたようで、今では場所の

写真と文字を提示するとわかるようになってきている。 

・怒った時の状況等を記録したところ、やはり、できることなのに支援者が先

にやってしまった時に怒ることが多いことがわかった。できるだけご本人の

ペースにあわせ、プログラムの声掛けをすることで、怒ることが減ってきた。 

・1 回だけだが、生産活動（タオル折り）に取り組む機会があったので参加し

てもらった。その時も作業の見通しが持てるようにしたところ、ニコニコし

ながら取り組まれていた。「どうですか？」と尋ねると、たたみ終わったタ

オルを見て、満足そうにしていた。 

 

＜家族＞ 

・本人は日によってできることとできないことの波がある。 

・時計を使って、送迎時間を提示。生活介護事業所の職員から、他の人が使っ

ている、朝の準備の流れの手順書を頂いたので本人に見せてみたら、スムー

ズに準備ができた。 

ǞǦȠ

ɕɫɶȿ 

ɵ ѝǵɘɶȷǮ֝ȑ ȈȒ ҲǮǶ ǲ֝ȑ ȚǮǑȐȓȒƳ☻Ҋș

ǍǯǋǍǚǯǲᵗǺș ǟǭǑȐȓȒ ἧƳǮǔȒǚǯǵ₦șᾜǞǡǫⅎǙ

ǭǋǖȏǍǱ֝ȑ ȆșǞǭǶǰǍǒƳ 
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ᶥȅǮǵ

☻Ҋѝ  

A ˗  

ɵ˹♥ǵ ǵ֓ ǵǦȈƲǛὤ ȋ ˺ ˗ Ǔ ǪǭǋȒ ǵ›ẑ

ș ǔǦȈǭǑǖƳ 

B ˺ ˗  

ɵ╠ǔ ǔƲǛ ˲Ǔ ȚǮ֝ȑ ȅȓȒ Ҳǵ ͑ș ǍƳ Ǳǰ

ș ǞƲ Ǟș ǭȒȏǍǲ›ẑșǠȒƳ 

ɵǛ ˲ǲǯǪǭѝǒȑȋǠǋȷȯȶɣɶɩ ș ǞǭǑǖƳ 

 

ɵὤ Ǔ ǪǭǋȒ›ẑș ǲ̟ǏȒƳ 

Ʀ ᶥ̝ Ƕ 3 ǒ ♥ǲ σƳ 

 

 

 

 

 

 

 

 

š3 ᶥ ̝ Ţ 

֓қ  ᶥ ǯֿǟ  

σ  ᶥ ǵ☻Ҋѝ ș ȅǏƲǤȓǥȓǵ șḸף 

 

 

 

 

 

 

ǞֻǪǦ

Кὦ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ֺ ǒȐ ǵḸףƳ 

＜A相談支援事業所＞ 

・別件で B生活介護事業所に行った際、楽しそうに過ごしているご本人の様子

が見られた。 

・母から、最近の変化として、笑顔が増えてきてすごくうれしいと聞いている。 

 

＜B生活介護事業所＞ 

・見通しを持ってもらうように工夫することで、ご本人の安心感にも繋がった。 

・落ち着いて過ごしている。怒ることもなくなった。外出や日帰り旅行など、

様々な活動にも参加できるようになった。 

・魚が好きと聞いていた通り、日帰り旅行で行った水族館では楽しそうに過ご

されていた。 

・生産活動は以前より抵抗感なく取り組んでおられるように思う。 

 

＜家族＞ 

・本人の笑顔がよく見られるようになって、安心している。 

・みんなで何度か話し合うことで、本人の理解者が増えていったように思う。

これからも本人の理解者を増やしていきたいと思う。 

 

ɐɱɆ  

ƪ Ǔǋǵ ϑȋǛ ˲ɵǛὤ ǵ₁ ȋ ǞǭȂǞǋǯדȖȓ

ǭǋȒ șƲ ǦǲқȖȒ ǲ╠ǔ ǗǦȈƲ̓ǦȐǏǏǮₓ ╛ Ƽ

Ǔǋ ɨȷɆƽǯƲ̓ǦȐǏǏǮₓ ╛ Ƽ ǜȚǵ ǞǭȂǞǋ

ǚǯ ₡ ḹ Ǯǵ ˗ ƽș ǠȒǯ͛ѫǮǠƳ 
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ǞֻǪǦ

Кὦ 

 Ǜ ˲ǵ ǓὄὑǞǦǚǯǒȐƲὑ Ǳ̝ ǵ σǶ ˓Ƴ˹♥ǶƲA

˗ Ǔὕ ǠȒɠɉȽɨɱȮǵ ̝ ș ǞƲ ḸВ ǠȒǚǯ

ș ǞǦƳ 

˹♥ Ǔ

ⱳ ǱКὦ 

＜Ａ相談支援事業所＞ 

・通所が安定したことで、生活リズムの安定が図れた。生活リズムが安定して

きた中で、今後は生活の質の向上に目を向け、例えば余暇の充実や仲間作り

などについて、ご本人のニーズを確認し、検討していく必要がある。 

 

š˹♥ Ǔⱳ ǱǚǯŢ 

ƦȉǯȉǯǶ ȑǲȉ ǪǭǋǦǯ ǋǭǋȒƳ Ǯȉ ǞǤǍǲ Ǜ

ǞǭǋǦǯǵǚǯǮǉȑƲ ȑǲȉ ǔǦǋǯדǪǭǋȒǵǮǶǱǋǒƳ 

ƦֿǟȏǍǱ₴ ǉȒǋǶֿǟȏǍǱʴ Ǔǋǵ̎ ǯǵ˧ șǞǦǋǯ

 ǪǭǋȒǵǮǶǱǋǒƳד

ƦǋǡȓǲǞǭȉƲȅǡƲǛ ˲ǵ ׄș ǠȒⱳ ǓǉȒƳ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

̝ Ǯ ȋ☻Ҋѝ ș ὑǞƲǤȓǲḨǬǋǦ ș ǋȅǠǓƲǤǵ♥Ʋ˹ǠǗǮǶǱ

ǋȉǵǵ ș ǭ Ǔⱳ ǱǚǯƲǠǗǲǶ Ǔ Ǟǋǘȓǰ ș ȐǱǋǯǋǘǱǋǚǯ

ǱǰƲ╠ǔ ǔ ǠȀǔКὦǓ ǜȓȒḹֻǓǉȑȅǠ ǜȓǦ Ƴ 

ǤǚǒȐ᷂Ḣ ǵ їƲ ̝ ǵ ᵎɵ ǲǫǱǓȒǚǯǓǉȑȅǠ P. ȉ֓ Ƴ 
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第３章 事例発表、事例検討型研修について 

  

 

 

 

 

１．なぜ、事例検討型研修会をするのか 

    １つの事例について、参加者それぞれの視点から考えることや対応方法について意

見交換し、立場が違う他の支援者の意見を聞くことで、自分自身の関わっている事例

についてもより幅広い視野で見るという気づきを得ることができます。他の支援者が

実際に支援した経過や内容を知ることで、類似事例や状況への対応方法、新たな社会

資源活用の工夫のヒントを得ることができ、支援の幅を広げることに繋がります。 

   また、多機関の参加者（障がい福祉のみならず、医療や介護、児童等に関わる事業

者、生活困窮者支援等を担当する行政等）で意見交換をすることで、それぞれの機関

がどのような役割を果たしているかを把握することができるため、実際の対象者を支

援する際に、支援者間の連携がとりやすくなります。 

   例えば、障がい福祉の支援者だけで検討を行った場合には、エピソードから考えら

れるご本人の言動の背景を理解し、対応方法を検討することはできます。そこに医療

の専門職が入ることで、脳の損傷部位等から考えられる障がいの状況等に関する評価

の情報を得られたりするので、障がい福祉の支援者だけで考えるよりも幅広い視点を

得ることができるといったことです。 

   さらに事例提供者にとっては、現在進行形の事例の場合には支援を行うヒントを得

たり、取扱う課題への支援が終了している場合には、他のアプローチがなかったのか

等、支援の振り返りをする機会にもなります。 

 

２．事例検討型研修を行う際の工夫例 

 【グループワークを行う場合の工夫】 

  ・ねらいに応じてグループ分けを工夫する。 

例） 

さまざまな意見を共

有したい場合 

さまざまな職種の支援者が参加する場合には、多職種がな

るべく均等に配分されるようにグループ分けを行う。 

今後の連携につなげ

たい場合 

参加者の所属機関が地理的に近い者同士が同じグループ

になるようにグループ分けを行う。 

・グループワークのシートに、所属機関・氏名を記載する欄を作り、参加者それぞ

れの所属機関がどんな役割を担っているのか把握しやすいようにする。 

【議論が滞らないようにする工夫】 

・実際に支援したケースの経過に左右されずに検討を行うために、初めの段階では

一部の情報を提示し、ある程度検討が行われた後で、実際の支援経過の報告を

行い、さらに検討を進める。 

Ƥ˗͈ Ḍ ʹ ˗͈șȉǯǲƲ ș ǏȒ ǲẎўǲǞǱǘȓǷǱȐǱǋ ȋ ǵ Ȇ ǭ

ș ǏȒ ʹ̝Ƴȯɶȷǲ ȖȒ ǧǘǮǱǖƲ᷂Ḣǵ ƵǱѝ ǵ ȉ֓қǠȒǚǯǮƲ

ƵǱ ḹǒȐǵȠɕɫɶȿǲǫǋǭἶǽ ̝ǯȉǱȑȅǠƳ 
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 【参加者から広く様々な意見を引き出す工夫】 

・「どんな意見もＯＫ」というスタンスが重要。事例提供者の支援が適切だったの

かを判断する場ではなく、参加者全員で支援について深める場として活用する。

そのスタンスを最初に参加者で共有するというのも一つの方法。 

・まんべんなく、いろんな人の意見が出せるよう、特定の人に発言機会が偏らない

よう配慮することが大切。 

・多くの場合、事例提供者は発表することに緊張しているので、参加者が温かい雰

囲気をつくるようにすることも大切。 

 

３．事例発表、事例検討型研修の具体例 

大阪府では、平成 25年度から平成 29年度まで、「地域支援ネットワーク体制整備事

業」として、二次医療圏域（府内８圏域）毎に、身近な地域で医療や福祉サービス事

業所が連携できる体制づくりを行うため、各圏域の地域コーディネーター拠点機関に

委託し、各年度の事業内容の企画立案をする作業部会等の開催と、圏域内の医療・福

祉関係者等を対象とした研修会や事例報告等を実施してきました。 

平成 29年度は、各圏域において、高次脳機能障がいの事例を通して、医療・介護・

福祉の事業所が共に支援を考えるための事例発表、事例検討を行っていただきました。 

   以下に、いくつかの実施内容を紹介します。 
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取組① 事例検討  

事 例 検 討

に あ た っ

ての作業 

＜検討の枠組み＞ 

圏域の支援ネットワーク作業部会で、どのような事例検討を行うか話し合っ

た。 

作業部会のメンバーは、圏域内の医療機関( セラピスト) 、障がい福祉サービ

ス事業所、行政機関、社会福祉協議会、基幹相談支援センター、相談支援事業

所、ハローワーク、障害者就業・生活支援センター等。 

 

＜事例選定について＞ 

・作業部会のメンバーから支援について検討したい事例を募り、検討するこ

とにした。 

扱 っ た 事

例の概要 

・50代男性。脳出血により、失語症、歩行障がい、高次脳機能障がい（注意障

がい、社会的行動障がい）等がある。ご本人は意欲低下やご家族等身近な人

への暴言があり、ご家族の負担が大きいが、近隣に通えるサービス事業所が

ない。また、サービス事業所につながっても、意欲低下もあり活動にあまり

参加できず、長時間事業所で過ごせない。ご家族の思いと合わないこともあ

り、どのようにご本人、ご家族の生活を支えるのかが課題 

事 例 検 討

の内容 

事例の方には精神症状があったため、精神心理面の専門職の意見を得られる

のではないかと考え心理職に、また福祉サービス利用が課題でもあったので、

サービスをつないだり調整したりする立場の意見を得たいと考え相談支援事

業所職員にも事例検討に参加してもらった。 

当日は、中心となって関わっている基幹相談支援センターから事例の経過等

について報告の後、グループに分かれて意見交換を行った。 

（意見） 

・住んでいる地域のインフォーマルを含めたネットワークを知ることも重要。 

・キーパーソンである妻の負担軽減のため、まずは妻の話を聞くことが必要。

同じ境遇の人からの話も聞けたら良いのではないか。家族会の紹介はできな

いか？ 

・失語症がありご本人の意向が出てきにくいので、ご家族のニーズや支援者の

思いだけの支援とならないように留意する必要がある。ご本人のニーズを探

っていくことも重要。 

・ご家族を含めた支援者が、単独で支援してしまう状況を作らず、支援者自身

が支援される場も必要。そういう点でも、チームで支援すること、支援者同

士の横のつながりも大切になってくる。 
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取組② 事例検討 

事例検討に

あたっての

作業 

＜検討の枠組み＞ 

圏域の支援ネットワーク作業部会で、事例検討の内容について検討を行っ

た。作業部会のメンバーは、圏域内の医療機関（精神保健福祉士（ＰＳＷ）、

セラピスト）、障がい福祉サービス事業所、当事者会・家族会の代表、行政機

関、基幹相談支援センター。 

 作業部会のメンバーから、基本的な知識を伝えることも大切ではないか、と

いう意見があったため、事例検討会とは別に、基礎知識を得る勉強会も実施し

た。 

 

＜事例選定の意図＞ 

・以前から作業部会等で「引きこもっている若い当事者を何とかしたい」とい

う意見があり、社会参加につながりにくいケースを検討することにした。 

 

＜参加者について＞ 

・検討をできるだけ具体的なものにしたいため、ご家族にも参加してもらった。 

扱った事例

の概要 

・20 代男性。交通事故による頭部外傷により、失語症、右麻痺、高次脳機能障

がい（注意障がい、発動性の低下、易疲労性等）がある。発動性の低下の影響

もあり時間がかかったが、ようやく障がい福祉サービス利用につながった。他

者とのつながりを持ちつつ次の段階の支援をどう考えていけばいいかが課題。 

事例検討の

内容 

事例の経過と親としての思いを、母親から報告していただいた。その後、グル

ープに分かれて、事例の方が他者との交流を持つことのできる居場所をつくるた

めにどのような方法があるかを、５ピクチャーズ＊を活用しながら検討した。 

( 意見)  

・ご本人も母親と同じように、社会参加したいという思いを持っているのでは

ないか 

・ご本人が困りごとを困りごととして認識できることが大切ではないか 

・こうありたいと思う将来像を描くことができるよう、経験を積み重ねる関わ

りを行うと良いのではないか 

・ステップアップのために次の事業所に移ったとしても、現在利用している事

業所でできていることを継続できるような関わりが必要ではないか 

( 参加者の感想)  

 「ご家族の意見を聞くことができて、視野が広がった」との意見が多かった。

「具体的に事例を掘り下げるには時間が短かった」との意見もあった。  

 

 

 

   

 

 

*5 ɒȭȿɡɶȸǯǶɝȷɛȶȵɥɱ ǲḨǬǔƲƼǚǍǉȑǦǋ ѝƽǯ ǵȸɪǲ șǉ

ǭǭƲƼǚǍǉȑǦǋ ѝƽǲǱȒǦȈǲ̲șⱳ ǯǞǭǋȒǒșᾚǔїǠ ǮǠƳ5 ɒȭȿɡ

ɶȸǶ ˲ǵȷɆɪɱȮȷș ǒǞƲ ˲ǵדǋǲὫȑ ǪǦ ș ǏȒǦȈǵʝǫǵɂɶɩ

ǯǞǭ ǮǔȅǠƳ ǞǖǶƲẎ ↑ ɍɱɇɔɁȭș֓ ǞǭǖǧǜǋƳ 

Ҝhttp://www.pref.osaka.lg.jp/chiikiseikatsu/shogai - chiki/soudanshienhandbook.html  

http://www.pref.osaka.lg.jp/chiikiseikatsu/shogai-chiki/soudanshienhandbook.html
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取組③：事例検討 

事 例 検 討

に あ た っ

ての作業 

＜検討の枠組み＞ 

圏域の支援ネットワーク作業部会で、事例検討の内容について検討を行った。圏

域の中でも、医療と福祉の連携について地域差があると思われたため、今回の事例

検討会は、連携の例が少ない地域の事例を挙げ、その地域での連携を具体的にイメ

ージできるようにしたいと考えた。また、参加対象をその地域の医療、障がい福祉、

介護領域の支援者とした。事例選定は作業部会のその地域のメンバーである、基幹

相談支援センター、医療機関（セラピスト）が中心に行った。 

 

＜事例選定の意図＞ 

事例検討会で連携を具体的にイメージできるよう、医療と福祉の連携が必要な事

例を挙げた。 

扱 っ た 事

例の概要 

・10代男性。交通事故による頭部外傷により、右麻痺、高次脳機能障がい（遂行機

能障がい、易疲労性等）がある。就労移行支援事業所を利用するが、周囲の人の

目が気になり通所できなくなり、引きこもる時期を経て、再度通所できるように

なってきた。ご本人の意向をくみながら、今後どのように支援をしていくのか、

メンタルヘルスにどう配慮するのかが課題。 

事 例 検 討

の内容 

事例の経過を指定特定相談支援事業所から報告したのち、グループに分かれて意

見交換を行った。グループには医療機関と福祉支援者、行政などが含まれるように

工夫した。 

ご本人のメンタル面のケアのため医療機関につなぐ場合どのように支援してい

けばいいのか、若く可能性を秘めているご本人をどう支援していくのかを話し合っ

た。 

グループワークを通して、支援方法の検討だけでなく、医療と福祉が連携するに

あたっての問題点（時間的な点、制度面、支援者の意識のズレ等）を共有すること

もできた。また、参加機関の役割の共有や、顔の見える繋がりが構築できた。 

 

( 参加者の感想)  

・さまざまな職種の人から、また、障がいだけでなく介護分野の人からも、これま

で知らなかった支援内容や考え方を聞くことができ、とても勉強になった。 

・あまり知らない社会資源を知ることが出来た。支援に活かしたい。 

・地域の事業所との交流ができてよかった。 

・同じ障がいのある方を支援する者同士が、情報や悩みを共有できる場があればい

いと感じた。 
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取組④ 事例発表 

事 例 報 告

に あ た っ

ての作業 

＜検討の枠組み＞ 

圏域の支援ネットワーク作業部会で、どのように事例発表をするのか検討を行っ

た。 

作業部会のメンバーは、圏域内の医療機関（医療ソーシャルワーカー（以下ＭＳ

Ｗ）、セラピスト）、障がい福祉サービス事業所、行政機関、相談支援事業所。 

 

＜事例選定の意図＞ 

・多職種連携に焦点を当て、地域にどのような社会資源があり、どう活用できる

のか、どのタイミングでどのような支援があればよいのかなど、参加者がイメー

ジできるようにしたいと考えた。 

・自宅へ帰る準備段階から、地域生活の支援ができる相談支援専門員が並行して

関わった事例について取り上げることにした。 

 

＜発表の準備＞ 

①事前に発表者で集まり、事例と今回の発表のテーマ( 他職種連携) について共有。

発表内容について精査。 

②資料は発表者それぞれが作成したが、リレー形式での発表に合わせ、全体の支援

の流れがわかるよう、資料を追加。 

③完成したものを全員で共有し、話す内容が重複しないよう調整。 

扱 っ た 事

例の概要 

・30代男性。脳出血により、右麻痺と失語症、高次脳機能障がい（注意障がい）が

ある。退院後は自宅で生活する予定だが、退院後の生活をどう組み立てていくか

が課題。 

事 例 報 告

の内容 

関わった支援者（回復期病院ＭＳＷ・相談支援専門員・地域包括ケア病棟 ＭＳ

Ｗ）がリレー形式で講演した。その際には、それぞれの立場で〝スムーズな支援を

行うためには、他支援者にどのような準備や環境づくり〟を望むのかにも触れた。 

( 参加者の感想)  

・多職種連携の様子が具体的に話されたのでわかりやすかった 

・自分の専門外の具体的な支援が知れてよかった 

・介護保険対象外の方の地域連携支援の流れがわかった 

・多職種との連携の重要さを改めて感じた 

・各職種ごとに情報・目標の共有、退院後の生活を見据えた早期の連携が大切だと

思った。 

・ケースごとに、どこに相談したらよいのか、つなげたらよいのかわからない。社

会資源をどう活用するのか、どのような制度があるのか等を学べる機会が欲し

い。 
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A ⁸ ̝ Ӳ ̝ǲǑǘȒ ᴣǵȷȫɩȠɁɕǵǦȈǵ˗͈ ̝ǵ֝ȑ Ȇ 

 

̝ Ӳ ̝ǶƲ᷂Ḣ Ǯǵ ƵǱᶩȑǛǯǲǫǋǭ ș֞ǘǭǑȑƲᶩȑǛǯǲᾍ

ꜘǠȒ ǲǶƲѝ ǲȏǪǭѰ↓Ǔ ǱȒɓȧɶɜɩǱ ̝ ș ǕֻȖǢǦȑƲȢɱɓȧ

ɶɜɩǱ ̝ șǍȅǖ ȆֻȖǢǦȑƲǯ ƵǱ›ẑșǞǭǋȅǠƳ 

A ⁸ ̝ Ӳ ̝ǮǶƲǤǵȏǍǱ›ẑǲᾍꜘǮǔȒȏǍ ᴣǵȷȫɩȠɁɕșᶫȒǦȈ

ǲ ᴣ ʹǯǞǭ˗͈ ̝șὕ ǞȅǞǦƳ 

 

˗͈ ̝ǵὕ  

ɵȠɩɎȢɆȋ ₡ҽ ᴣȉדȈƲ ►ѝ șǚǏǦЋǭǵ ᴣǓ֓қǞƲ ǫǵ˗͈ǲǫǋ

ǭ 2 ᶥὕ Ƴ 

ɵ1 ᶥǲǫǔ 2 Ǯ ǏȒƳ 

ɵ1 ᶥ ˗͈ǲǫǋǭƲǤǵ˲ș ǠȒ Ʋ Ẏǵ ◐ǵ ǲǫǋǭƲȮɩɶɕǲѝ

ǒȓǭ ǞֻǍƳ 

Ƽ ǲ ǋǦ ƽș ǖǓƲǤǵ ǶǯǺǔȑ ǞǤǍǱװ ș ǖȏǍǲǞǦ  

ɵ2 ᶥ 1 ᶥ Ǯ ǞֻǪǦ ◐ǵ ǲǱȒȏǍƲ̲șǞǦȐȏǋǒƲǰǵȏǍǱѰ↓

ǵ Ʋ ȆֻȖǢǓ ǏȐȓȒǒș ǞֻǍƳ 

Ǥǵ ș̸ȒǦȈǲǰǍǞǦȐ ǋǒ ǏȒ  

 

›ẑǞǦǚǯ  

ɵ1 ᶥ Ƕ ◐ǵ ǲǫǋǭ ǞֻǍǦȈƲǮǔȒǒǰǍǒǯǋǪǦ ὕ Ǳ ǲǯȐ

ȖȓǡƲ Ǳ Ǯ ș ǏȒȏǍǲƲǯǋǍǚǯșⱲǓǘȒȏǍǲǞǦƳ 

ɵ2 ᶥ ǶǤȓșЕ ӓǠȒǦȈǲƲ ǲȋȓȒǚǯș ǏȒǦȈƲǉȒѰ↓ǯǉȒѰ↓

șǍȅǖ ȆֻȖǢȒƲ᷂ḢǵǨȎǪǯǞǦ ș ǠȒǯǋǪǦ ǮƲ ǠȒȏǍ

ǲǞǦƳ 

ɵȮɩɶɕѝǘǲǫǋǭǶƲ ǫǵȮɩɶɕǲǋȔǋȔǱ ǵ ᴣǓЊȒȏǍǲǞǦƳ 

 

ὕ ǞǭȆǭĢ  

ɵ ̝ Ӳ ̝ǲǑǋǭ ǠȒ ǲƲ Ǯ Ǳ Ǔⱳ ǮǉȒǦȈƲǠȀǭǵ ᴣ

ǲ֓қǞǭȉȐǪǦǓƲȠɩɎȢɆǵ ᴣ ǒȐדǋǓǘǱǋȏǍǱ ǒǱ ǓїǭǔǦ

ǚǯȉǉǪǦƳ 

ɵ1 ₴ Ʋὑ ǲǜȅǝȅǱ˗͈ǲǫǋǭ ǞǦǓƲ˗͈ ̝șǠȒʴǮƲ ► ș

Ǐǭ ǠȒƲǯǋǍ ᴣǵ ǲȉǫǱǓǪǦƳ 
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高次脳機能障がい当事者、家族の思い 

Ǔǋǵ►˗ ȋὤ ǵדǋș ȒǚǯǶƲ șǠȒʣǮ ₡ǲẎўǮǠƳ

˗ ȋ ǲǱȒȅǮ ǪǭǋǦ►ǦȑѼǵ ǵẀ ș̵ϡǱǖǜȓƲγ ẕ ȋ ǋƲ

ǞȆǯǋǪǦ Ǩș ǏǭǑȐȓƲקᶪǵȳɛɶɆǓⱳ Ǳ ǲǉȑȅǠƳȅǦ

Ǔǋǵ◙ ș֞ǘƲ ǵʴǮ ƵᶩȑǛǯș ǟǭǑȐȓȅǠƳ̈Ϭ ș

ǲǫǘǭǹǯǫї ȒǚǯǓṔǏǭȉƲȅǦ ǦǲᶩȑǛǯǓ ǟȒḹֻȉǉȑƲ̲₴

ǦǪǭȉ ҥǜȓǭǋȅǠƳ 

ǚǵ↓Ʋ↑Кǵ►˗ ̝Ʋὤ ̝ǲӲҘșǋǦǧǔƲǚȓȅǮǵ ȋ► ǵ ǨƲ

˹ǵדǋƲǰǵȏǍǲ♥ ǯׄǔֻǪǭǋȒǒǱǰș ǞǭǋǦǧǔȅǞǦƳǛ ˲Ʋ

Ǜὤ ǵדǋǱǰș ǪǭǋǦǧǖǯǯȉǲƲ►˗ ̝ȋὤ ̝ǶƼἴ ș Ǘ˿ Ȇƽ

ǯǞǭ ₡ǲ Ǳ ǮǉȒǚǯșǛ ǋǦǧǘȓǷǯדǋȅǠƳȅǦɒȠ Ҳǲǫ

ǋǭ ǓǉǪǦ ǲǶƲ ̝ Ӳ ̝ǯǵ Ǳǰ►˗ ɵὤ ̝ǵ ǨʣǙǵ

Ǳǰȉ ǪǭǋǦǧǘȓǷǯדǋȅǠ Е̱ Ǳ֝ȑ ȆǲǫǋǭǶ 4 Ǯ ˺Ǟ

ǭǋȅǠ Ƴ 

 

Ƥ►˗ ǵṶ 

 š ǜȚǵדǋŢ 

 ƥǚȓȅǮǵ Ʋ ᷀ǵ  

  ǜȚ ᷀ 36 Ƴ29 ǵ ƲїҽʴǲẎḌ ǲǶǴȐȓȒ˗ ǲ ǍƳ 

      Ǔǋ ͪβ ₓ 3 Ƴ 

  ɵ֞ω♥Ʋ Ǯǵɨɍɑɨǲǭ ǶᶥⱥǞƲϷǵ ḹǲⱥₒǞǦǓƲֿϖǵ

ȋ ḹǮǵ ѝǵɛȶȵɥɱș ǏǭȉȐǍǚǯǒȐỒȈǱǘȓǷǋǘǱǒǪǦƳ 

ɵ֝╠ϼǲǶƲ Ǔǋǲǫǋǭ̟Ǐǡǲ˿˗ș ǘǦƳ˿˗ǵȋȑ֝ȑǵ

ʴǮƲ ǓǋǓǉȒǚǯșѝǒȐǱǋȏǍǲǠȒǚǯǶƲǯǭȉҟҘǓ

ⱳ ǧǪǦƳ 

  ɵ ǓǋǓǉȑƲƼ̊ѼƲǉǱǦǓ̸ǪǦ ǧȏƽǯ ȖȓǭȉדǋїǢǱǋǞƲ

Ǯǵȋȑǯȑș ǠȒǵǓ ǞǖƲⱳ ǮǤȓș ὈǞȏǍǯ █ȑ ǘǦƳ 

   ȅǦƲ Ǔ ѝǵ Ǔǋǵǚǯș ǪǭǋȒǵǒדǋїǢǡƲ ǵ֚ꜘș ȑ

ȑ ǞǱǘȓǷǋǘǱǋǚǯȉƲǯǭȉ ȓǦƳ 

  ɵ ḹǵʣֶǒȐƲƼ˗ ḹș ǪǭȉƲѩǲ̲ȉ ǟǱǋǮǞȎƳȉǍẎʡẑǧȏ

ǴƳƽǯ ȖȓƲǚȓȅǮ █ǪǭǔǦ Ǩǵ ǓɕɂɱǯўȓƲ ș ǞǦƳ 

  ɵǤǵ♥ƲɍɫɶɭɶȭǮ ș ǞƲ Ǔǋ ǮǶǱǋᾦҥș̲↓ǒǠȒƳ ʴ

ǶƲẕ ►ș֞ Ƴ 

  ɵ4 ₴ѼǒȐὕὤǵ ǖǮʝ˲ ȐǞșǞǭǋȒƳ 

 

 ƥ˹ǵ ǋ 

  ɵ ǶƲ ̱ ǵ ǓǋǶȂǯȚǰ ȐǡƲ Ǔǋȉ ǋȂǍǧǯדǍƳ

ḹȋ ὁǮƲƼẎʡẑǱƽ ѝșʝ ᴁǲ ǢǭǋȒǓƲ ►ǵ ѝǶǰǚǱȚ

ǧȔǍǯדǍƳ 
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  ɵ֘ ǲȉƲ Ǔǋǵ˗ș ǞǬȐǖƲȖǡǒǱ֘˲ǲǞǒ ȐǢǭǋ

ǱǋƳǤǵ֘˲ǲȉƲ Ȇș Ǩ ǘȒǚǯǶǮǔǱǋƳ 

  ɵ ǔǵ ǲǶƲ Ǔ̂ǔ ǪǭǖȓȒǞƲ ȉⱲ șǞǭǖȓȒƳʰ ǵ

ǨǶǉȑǓǦǋǓƲh Ǔ ǏȒ ѝǯὕ ǵ ѝǯǵǡȓș ǟȒǚǯȉǉȑƲ

ș ǪǭǞȅǍƳʰ ǵⱲ ǲ ǏǦȑǠȒǚǯǓ ǞȚǰǋƳ֞ω♥Ʋ

ǲ ₡ǲ ǲǱȑƲɇȠșɎɱǯ ȈǦȑǜȓȒǯƲǯǭȉ ǱǵǮʝ˲ Ȑ

Ǟǵ Ǔ Ƴ 

  ɵ ѧǲ ˺ǜȓǦ►˗ ̝ǮǶƲʝ˲ ȐǞșǞǭϐǋǭǋȒǯǋǍǯ ⱲǜȓȒ

ǷǒȑǮƲ ѝǵ Ȇȋ ҥșВ ǮǔȒḹǮǶǱǋǯ ǟǦƳ ǲ ˺ǜȓǦ̝

ǮǶὤ ȉ˧ǏƲ ǲẺǔǱǚǯș ǞƲǤȓș֞ǘǯȈǭǖȓȒ ᶪ ǓǉȑƲ

ǯ ǓׄǋǭǋȒƳ̝ǮȋǪǭǋȒ ἧ ›ǶƲ̲ȉǒȉ⸗ȓǭ Ǩ ȈȒ

כǮǉȑƲֿװ ǔǵ ǮǉȒƳ 

  ɵ˹ǶƲ˿˗ȉ ǢǷ ǫǒȒǞƲ ǋǵǮ̲ǯǒҟҘǮ șḛȈǭǋȒǓƲǤ

ȓǓǋǫȅǮȉ ǘȐȓȒǒǶʥὄƳ 

 

Ƥὤ ǵṶ 

 š ǜȚǵדǋŢ 

 ƥǚȓȅǮǵ Ʋ ᷀ǵ  

  ǜȚ ẑǓ 7 ₴Ѽ ► Ʋ56 ǲ˿˗ʴǲǖȉ ʤї ǮΏȓƲᶥⱥ ǵ

ȉדȈ 8 ǒ Њ Ƴ Ǔǋȋ᷂ ► Ǔǋ ǲ Ǎ Ǔ Ǫǭ

ǋȒƳ ̱ Ǔǋ ₓ 2 Ʋ Ǔǋ ͪβ ₓ Ƴ 

      ɵẑǵ ḹǒȐǶƲЊ ʴȉὑ ǲ ǓǉǪǦƳ ♥Ƕ Кǵ̀

ǵ Ǯ Ǔǋ Ǯ 3 ҽҵƳὑ₴ȅǮϐǖǚǯǓǮǔǦƳ 

      ɵ ♥ǶƲ˺ ͪ șѫ ǞƲɅȢȳɶɑȷǲ ᶥ ǋǱǓȐƲ ὁǮ

ǞǭǋȒƳ 

 

 ƥ► ǵʥὄƲ˹ǵדǋ 

ɵẑǓЊ ʴǶƲ̲ǓǱȚǧǒȖǒȐǡƲǯǲǒǖǚȓǒȐǵ șǰǍǞǦȐǋǋǵ

ǒʥὄǞǒǱǒǪǦƳ 

ɵ Ʋ ǲ ǍǚǯǓ ǋǪǸǋǮƲӣ₉ȋ ǒȐ ǜȓǭȉǉȅȑ ǲ

ȐǡƲ ȖȓȒȏǍǲǞǒǮǔǱǒǪǦƳǤǵ ǶƲ Ѱ↓ȋȳɶɑȷǲ ǠȒ

ǓǱǖƲ ǜȓǭȉ ǮǔǱǒǪǦƳǤǵ ǲ ̱ Ǔǋ ₓș֝♬ǞǦ

ǓƲǉȅȑ ǲǱǋƳ 

ɵ ǲǉǦǪǭ Ǔǋǲǫǋǭ Ǟǋ ǶǱǖƲ᷂ ► ǓǋǓ

ǉȒǦȈƼїǭ Ǫǭ ǲ ǪǦȐǰǍǞȏǍ ƽƼ ǞǭȋǪǭǋǘȒǵǧȔǍǒƽ

ǯʥὄǲǱȑƲẋȉ ȓǱǒǪǦƳἧ͑ǦǨǲ șǒǘǦǖǱǋǵǮƲƼ ѝǮǱȚ

ǯǒǞǱǖǨȊǋǘǱǋƽǯדǍȉǵǵƲ ǔȒǯƲƼǉǉƲȅǦֿǟʝ ǓỒȅȒ

ǵǒƽǯ ǨǓ ȆƲ ǓǚȃȓǦƳ ȑ ȓǷƲ ᶭὑ♥ǶƲȍǪǖȑ₴Ӵ̬

Ǯ ǖǱǪǭǋǖǯדǏȒǓƲ► Ƕ̲ȉѝǒȐǡƲǚǵϼǰǍǱȒǵǒʥὄǧǪǦƳ 

ɵ Ǔǋǲ ǠȒ ǵʴǮƲὤ ̝Ǔ ˺ǜȓǭǑȑƲ ǲ ǖǵ►



25 

 

˗ ɵὤ ̝ǲǫǋǭ ǏǭȉȐǪǦƳ 

ɵẑǵⱥ ♥Ʋ ḹȅǮǵ ȑ ǏșǞǦƳẑș Ǫǭǋǔ►˗ ɵὤ ̝ǲ ǨὫȑƲ

ȅǦ Ǐǲ ǖǯǋǍ ș ȅǮ ǘǦƳ˹ ȑ ȓǷƲ̝ǲ ǔʥὄǱ Ǩ

ș ǪǦȑƲ̀ǵ ǵ̱ ș ǖǚǯǮƲ ǞǜșϿ ǮǔǦǯדǍƳ 

ɵ ǵ Ƕ Ƶǯ ǪǭǖȓȒǓƲ Ǯ ǶǮǔǱǋƳ►˗ ɵὤ ̝ǮǶƲ

ֿǟṑ ǧǒȐǚǤ ș ǢǦǞƲὤ ̝ǵϼ ǓЧ ș ǋǱǓȐ ǪǭǋȒ

ἧșȆǭƲƼǉǉƲ Ǫǭ ȐǞǭǋǘȒȚǧƽǯ₁ ǵϽș Ǧ ǓǞǦƳ 

 

šC ǜȚǵדǋŢ 

ƥǚȓȅǮǵ Ʋ ᷀ǵ  

 C ǜȚ ϸǓ 5 ₴Ѽ ► Ʋ34 ḹǒȐǵₒὁʴǲ˧ ˗ ǲ ǋƲ ↓ǵ♥

Ǔ ȒƳרל ȋᶥⱥ ș ƵǯǞƲ˗ ǲ Ǫǭ 1 ₴ 3 ǒ ♥

ǲȏǍȋǖὕὤǲ ǯǱǪǦƳ 

     ᷀ȉ 24 ὃȑǓⱳ ǮƲ șʴⱲǲὤ Ǯ ǞǭǋȒƳȅǦ

˺ ˗ Ʋ ᵂɨɍɑɨƲɖɩɏɶ șѫ ǞǭǋȒƳ 

     ȫɶɏɶȻɱǶ╥ǮǉȒ ѝƳȳɶɑȷѫ ǲ͜Ȓ ǔȋ ǵᶥȑǵǚǯ

ǓǞȋǠǋȏǍƲ˗ ♥Ʋὕὤ ǖǲ ᾱǞǦƳ 

 

ƥ► ǵדǋ 

ɵ˧ ˗ ǵ ὡ ǮǉȑƲ ǓǋǱǋǚǯǒȐ ǞșדȈƲὤ Ǯ ǪǦƳ

ϸǓ șǜȅȏǍʴƲ ό ǵ ͜ ǿǵ ǱȠɕɫɶȿǓⱳ ǧǪǦƳᵞẕ

ȋ ǞȆƲ ὡǲ ǪǦflȑ ș ǏǱǓȐᾍꜘǞǭǋǖǵǶǯǭȉẎẀǧǪǦƳ 

ɵ ǓǱǋ Ǔ ǖ ǋǭǋǦƳ Ƕ ǋǭǋǦǦȈƲϸǯᾛǜǋǚȔǲȏǖ Ț

ǮǋǦЏᶸǵ ș ǔ ǢǦǯǚȔƲǤȓȅǮЋǖ֚ꜘǵǱǒǪǦϸǵ ǓҲǋǦƳ

ǯǭȉἕǞǖƲὤ ЋᴣǮ ǋǭᵗȚǧƳǤȓșǔǪǒǘǲᾜǞǮȉѴ ǲǱȓǷƲ

ǯϸǓẺǔǧǪǦ ș ǒǢǦȑƲ ș ǢǦȑǠȒ֝ȑ Ȇșὤ ǮỒȈǦƳ 

ɵ ᶥǵ Ʋ̲↓ȉ ȑ ǜȓǦ ǵῇșˆȑ ǏƲᶥⱥ ǿ ǯǱǪǦ

ǶἕǞǒǪǦƳᶥⱥ ǶƲὤ ǒȐǋǍǯ₁ ǮǉȒƳȏǍȋǖᶥⱥǲׄǘǦѧȈ

ǵ ǲ ǦƳǧǒȐὤ ǯǞǭǶƲᶥⱥ ǲǶ 1 ǮȉƲ1 Ǯȉ ǖǋǭɨɍ

ɑɨșǞǭȂǞǋǯדǪǦƳ 

ɵϸǶ̲↓ȉ ǞǦǓƲӣ Ѱ↓ʣЊ Ǔ ȅǪǭǑȑƲ ǖ șƲǯ Ȑȓ

ȒǦȈƲ ǵ ρǲẦ ǞǱǋǯǋǘǱǒǪǦƳ ǲ ǖǦǺǲ ǿǵ ǓǉȑƲ

ǲ ǋ ȅȓǦƳ 

ɵ ǵǦȈ 10 ȩ Ȃǰ ǓǱǋ ǧǪǦǵǧǓƲϸǶǤǵ ǵ ș ǔ

ȒƲ Ώ˗ ǱǰȉǉȑƲ ̱ șǜȓǦƳὤ ǯǞǭǶ ǜȓǦỡș Ȓǵ

ȉǫȐǖƲ ̱ șǜȓǡǲϸǓὄЋǲ ǛǢȒȏǍƲʝ ȉ ǒǜǡ˧ Ǯ

ǲ ǔƲ ș ǔ ȔǍǯǞǭǋȒϸǲẺǔǱȉǵș ǠȒ Ǯ șǤȐǢȒȏ

ǍǲǞǦƳ 

ɵὤ Ƕ ǞȚǮǋȒ ȉǱǋǖȐǋƲ ƵǱ ǔȋѰ↓ǲ ȖȓǭǋȒƳǚǵẎẀ

Ǳ ș̲ǯǒǞǦǖǭ ǲ ǲ ǪǭǋȒƳ ˲Ʋὤ Ƕלǲ ₡șẴȖȓƲ
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Ẇ Ʋἴ ș ǟǭǋȒƳǤǵǚǯș ǞǭƲ ǉȒᾍꜘșǞǭȂǞǋƳ 

ɵϸǵЊ ʴƲ⁸ǵⅎḸǮ Ǔǋǵὤ ̝ș ǪǦƳϸǵǚǯǮ ╗ǞǔǪ

ǭǋǦ ǓϷ ǲǱȓǷǯדǋƲ ș ȓǭὤ ̝ǲ֓қǞǦƳǤǚǮǶƲֿǟὤ

ǵ ḹǯǞǭǵדǋș ǘǦǚǯƲǤǞǭ ƵǱ ǔșǠȒǦȈǲƲ͈ǏǷ ș

ǞǪǒȑ֝ǪǭǑǖǱǰǵ›ẑǞǭǋȒ Ǳǰș ǘǦǚǯǓǯǭȉẎǔǒǪǦƳ 

ɵϸǓ 1 ₴ 3 ȩ ǵЊ ș ǭƲȏǍȋǖὤ ǵȉǯǿₒǪǭǔǭǖȓǦ ǶƲǯǭȉ

⃰ǢǧǪǦƳǤǵ ǲ ǵ ȉǉǪǦǓƲ ȉϸȉƼ ǔǭǋǭǖȓǦƽǚǯǲⱲ

ǒȐ ǞǦƳǚȓȅǮǵ˲ Ǯ►ǦȑѼǵǚǯǲ ǬǘǭǋǱǒǪǦǧǘǮƲǚȚ

Ǳ ǵὤ ǲȉ⃰ ǶǉȒǵǧǯדǪǦƳ 

 

ƥǚȓȅǮǵ ș ǒǞǭƲὤ ̝ Ҳǿ 

ɵϸǵ˗ ǒȐ 1 ₴♥Ʋ ǓⱲ ǮΏȓǦƳ Ǔ ǷȓǦ ǮƲἧǰȉǓ˗

ǲ ǪǦǹǯȑ ὤ↨ǵ ǓƼ ʝ˲ǮƲǰǍǞǭȏǋǵǒȖǒȐǱǋĢƽǯ

ǲ ȓǭǋȒỡșθ ǒǘǦƳǤǵ Ʋϸǵ˗ ǶẎẀǧǓƲ ѝǲǶʝ ǲ Ǐ

ֻǋƲ☻Ҋѝ ǓǮǔȒὤ ǓǋȒǯ ǬǋǦƳǤǵї ˗ǓǔǪǒǘǯǱȑƲֿǟ

ὤ ǵ ḹǯǞǭƲֿǟṑ ǵ˲ǵǦȈǲὫȑ ǋǦǋǯדǍȏǍǲǱǪǦƳ 

ɵ ȳɶɑȷșѫ ǠȒǯƲ ᾐ ᴣǱǰǵᾐ ὤǲѧᶥ ǓǮǔȒȏǍǲ

ǱȒƳǞǒǞǤǚȅǮǲǶƲʝὑǵ Ǔⱳ Ƴὤ Ǔ˗ ǲ ǋƲƼ˹ǠǗƽ ǒǲ

ҞǘǭȂǞǋǯדǪǭǋȒ ǲǯǪǭ♅ Ƕ ǖƲ ǖʥὄǱ ǨșҹȐǢǭ

ǞȅǍƳǤǵǚǯșѝǒǪǭȂǞǋǞƲ ǒǓὫȑ ǍǚǯǓⱳ ǧǯ ǟǭǋȒƳ 

ɵϸǵ˧ ˗ ǒȐ 5 ₴Ǔ ǪǦƳ ↓ǵ♥ ǓǉȒǓƲ ̱Ƕ Ǩ ǋǭǋȒƳ

Ʋ˗ ǲ ǍѼǵϸșדǋїǞƲǼǯ ǖǱȒ ǓǉȒƳϸǶƼɒɱȿǚǤǓ

Ẏǵȿɡɱȷƽǯȏǖ֥ǲǞǭǋǦƳ ǶǤǵ șԍҲҘǯǞǭƲᵂ Ǔ ǟǦ

ǲ̲ǯǒɕɧȷǲẀǏǭǋǘȒȏǍǲ֝ȑ ȚǮǔǦƳǤȓǶƲὤ ̝ǵ ҲȋϸǓ

ѫ ǞǭǋȒ ˗ Ʋ ǿǵϐǔǒǘǲȉ ǓǪǭǋȒƳ 

ɵὤ ̝ǲǶֿǟṑ ǵ ǨșѝǒǨֻǏȒ̎ ǓǋȒƳⱲǵ֞ǘ ǯǞǭȉƲ

ǱȐǮǶǵ ḸǵВ ǯǋǍ ǲǑǋǭȉƲὤ ̝ǵἭ᷀ ǓǉȑƲὤ ̝ǵ☻

Ҋǵ șר Ƶ ǟǭǋȒƳ 

ɵǹǯȑǵ˲ Ǔ̀ǵ˲ș ǍǚǯǱȚǭƲǮǔǱǋǒȉǞȓǱǋƳǱǣǱȐǰȚǱǲ

ǪǭȉƲ Ƕ Ǟǭ ȐǱǋǞƲ ǞȆǓ Ǐ֒ȒǚǯǶǱǋǒȐƳǤȓǮȉƲ

ⱲǵωǓᾜǞǮȉⅎǓȐǱǋȏǍƲֿ ǟṑ ǲǋȒ ǒǓ șǞ̤ȀǭƲὫȑ ǍƳ

ǤǵǹǯǫǹǯǫǵדǋȋȑǓƼ ǵɎɆɱƽǯǱǪǭƲ ǵ˲ǿǯ ǓǪǭǋǖƳ

ǵɎɆɱșǹǯǫǮȉẉǖ ǋǮƲǹǯȑȃǪǨǮ Ǟȇ˲ș ǏȒǚǯș

ǲ ҲǞǭǋǔǦǋƳ 

 

 

 

ƺ ǵǫǽȋǔƻ 

ǓǋǶƲ ǏǱǋ ǓǋǯǶ ǋǭǋǦǓƲ ǵʴǮǤȓǥȓ ҥǜȓ

ǭǋȒǚǯș⸗ȓǭǶǋǘǱǋǱǈĢƳ 

ǯǞǭї ȒǚǯǓǉȒǯדǍǘǰƲǛ ˲ȋǛὤ ǵדǋșǠǪǒȑȖǒȒǚ

ǯǶ ǞǋƳדǋșѝǒǨֻǏȒḹ ǮǉȒ►˗ ̝ȋὤ ̝ǶƲǛ ˲ȋǛὤ ǲǯǪ

ǭẎўǱḹǧǱǈƳ 

Ǜ ˲ȋǛὤ ǵדǋƲ ǏǭǋȒ ȆǲВ ǮǔȒ ǮǉȑǦǋǱƳ 

http://3.bp.blogspot.com/-5YD5rp_LMF0/VWmAs65-tFI/AAAAAAAAtzk/eyi6uvsWLjA/s800/job_hokenshi_man.png
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各市町村の社会資源はさまざまありますが、ご本人やご家族の望む生活や地域生活の充

実に繋がることを念頭に置いて、地域をアセスメントする必要があります。特に「必要だ

が現状ではすぐに活用できる資源が地域にない」という状況、あるいは、支援会議で明ら

かになった残された課題（今すぐ解決できないこと）の中で多くの事例に共通する内容は、

その地域の課題であり、多くの知恵を結集して協議する場（地域自立支援協議会）を活用

して共有したり検討したりすることが大切です。 

また課題の解決のためには、インフォーマルな資源も含めた地域の資源を、柔軟な発想

で存分に活用しましょう。そのために、まずは、地域にある資源をできるだけ多く知って

ください。 

地域課題の抽出や地域資源・課題を共有するために、府内の市町村等では以下のような

取り組みを行っているところがありますので、参考にしてください。 

どの地域においても、自分たちの地域の現状を踏まえ、目指すべき姿を描き、そのため

に何をすべきか考えていっていただければと思います。 

地域の社会資源を再度見直し、地域課題の抽出や解決のために、「社会資源を発見してみ

ようシート」や「地域課題分析シート」のツールも活用してください。 

※具体的な取り組みや工夫については、第５章、第６章で紹介しています。 

 

◆「社会資源を発見してみようシート」（資料編 P. ４８ ）◆ 

ご本人の望む生活（ニーズ）を実現するための課題について、今ある社会資源をどう活

用するかとどこがそれに対応するか、及び、今後、どのような社会資源があったらいいか

検討するためのシートです。参加者それぞれが持つ情報を出し合うことで、新たな発見に

つながることもありますし、「今後あったらいい資源」を検討することで、今まで社会資源

とは思っていなかったものが、実は支援に役立つ社会資源となる発見に繋がります。 

次ページでは、第２章の事例において、継続的な支援会議が終結した後に、今後検討が

必要とされた内容（P. １５）について、別の機会にて検討を行ったことを想定し、「社会資

源を発見してみよう」シートの記載例を作成しましたので、事例と合わせてご覧ください。 

第４章 個別課題・地域課題解決に向け、社会資源の新たな活用方法を 
考えるために 

■地域資源を把握するために 
 ・障がい福祉サービス提供事業所を中心とした資源の紹介冊子等の作成 
 ・会社や店舗など、障がい福祉サービス提供事業所以外の情報をまとめた一覧の作成 
■地域課題の抽出のために 
 地域自立支援協議会で事例検討型研修をし、出された意見の中で共通する課題を整理

する。 
■課題を共有するために 
 地域自立支援協議会で、①定例会で日々の支援において課題に感じていることを出し

合うグループワークを実施。②出てきた課題を協議会事務局メンバーで整理、一覧に
して見える化する。③その後、期間限定の課題調整ワーキンググループ（メンバー：

相談支援事業所、市）を設置し、課題ごとに対応・実践できそうな部会やネットワー
クに繋ぐ。又は、期間限定の検討チームを作って解決策をまとめる。 



 

 

̝ ș ǞǭȆȏǍ ͈  

ѫ ̝        ƦƦ   ƦƦ  ׀                                 ׀

Ʀ ˲ǵ ȇ  

 

Ʀὕ ǠȒǦȈǲ ǠȒǚǯ ֗Ǻ ̝ ǵ  

ὕ ǠȒǦȈǲ ǠȒǚǯ    

ǜȓǦ  

᷀ǉȒ ̝ ǵ  

Ȣɱɓȧɶɜɩȉ ǋǭȆȏǍ  

ὕ ǮǔȒ˗ ɵᶧ̱      

ǮǔȒǧǘǦǖǜȚ  
˹♥ǉǪǦȐǋǋ  

Ẇїǵ  ɵ Ҳ șѫ ǠȒ 

ɵ֞ωѼƲ ȑǲʝ ǲ ǪǭǋǦ♫

ϸǓ ǖǲǋȒ 

ɵֿʫ̈ǵɖɩɏɶǓǋȒרֿ

˗ 2 ǒ  

ƨɖɩɏɶ˗ Ʋƪ˗  

ɵ ǲ Ǟǋɖɩɏɶ 

ɵ ȑǵ̎  

˧ ǵѫ  ɵὤǵ ǖǲɎȷαǓǉȒ 

ɵɎȷǵ ǶϮǞǋ˲Ǔẉǋ 

ɵ̭⅛ɎȷǓ ǪǭǋȒ 

ɵ Ὣ ǲǶȦɪɗɶȽɶǓǉȒ 

ɵICȩɶɇǓ̓ǏȒ 

ơơɎȷ̝  

Ƥ  

ɵ ǵɎȷα КǵѝǒȑȋǠǋ

ș ǞֻǍḹ ѼǵɎȷˆȑḹ

ǶƲ ǉȑѝǒȑǲǖǋ  

ǰǚǮ ȑșǠȒǵǒ  

ǵ◙ ǲȏȑ Ǔ

ǓȑǲǖǋǦȈƲ ḹǵ ǋ

ȋ′ǲ ǘȒǒʥὄ  

ɵǛǶȚᾶǜȚǮ ȑǓǮǔȒↄǓǉ

Ȓ 

ɵ Ὣ ǒȐƲ̂ ȑ ǏșǢǡǲ Ḫǵ

ǉȒ ȅǮ ǘȒƳǤǵ ḪǶȱɱȭɨ

ɶɆǮᶭȈȐȓǭǋȒƳ 

ɵ ḪǲǶ₡ ǵ˲Ǔ ǋǭƲǯǭȉ׀

ϮǞǋ˲ǦǨ 

ƨƥƨɪȷɆɧɱ 

ƞƟ ḪȹɱȽɶ ᾜǞ ǋ  

ɵ ǖǮ ȑǓǮǔȒǯǚȔ 

ɵȉǯȉǯ ȑǓẺǔƳ Ǯ ḹ

ǓὄὑǞǭǋȒ ȑǓǮǔȒǯǚ

Ȕ 

ɵǰǵ ↓ ǘȒǵǒ ͔Ǟǭǖȓ

Ȓ  

   

  

ɵ˧ ǵѫ ǲ ȓǭǋȒ  ɵǚǫǚǫǯ֝ȑ ȈȒ  ɵẺǔǱǚǯǶ ʴǠȒ 

ɵ ǓǋȒ  ɵ ˲ǵǚǯșẎўǲדǪǭǋȒὤ ǓǋȒ  ɵ₴ ǵ ǋ♫ϸǓǋȒ 

ɵ ǖǲЏᶸǓǉȒ  ɵᾛǜǋǚȔǒȐ ˲ș ǪǭǋȒ ǵ˲ǓǋȒ  ɵ℗ ǓǋȒ  ɵ ȑЕᾶǓ ˲ș ǒȐ ǪǭǋȒ 

ɵ ˲Ǔȏǖ ǪǭǋǦȷɶɏɶǓὤǵǤǷǲǉȒ    ɵ ǱǓȐǵᵀↄ ǓǉȒ     ɵᶫ ǲ ǵ ǵȱɶɈɶǓǉȑƲ ȉẉǋƳ      

   
ה ה ─☻♩꜠fi◓☻ β ─ ⅜ ™ ⅛┌⌂™≤⅝ ⇔≡╖╕⇔╞℮ 
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・「地域課題分析シート」（資料編 P.４９） 

「地域課題分析シート」は 5 ピクチャーズ（P.１９参照）をもとに、地域の課題につ

いて検討するシートです。 

（使い方） 

①まず、「社会資源」に関して、フォーマルなもの、インフォーマルなもの、人のネッ

トワークなど様々な地域のストレングス（例 ターミナル駅がある、昔ながらの商

店街がある、頼りになる往診医がいる 等）について話し合います。研修でこのシー

トを活用する場合には、地域のストレングスを話し合うことに時間をかけるように

しています。 

②次に、地域の将来像、こうなってほしいこと（例 認知症サロンのようなものがあ

ってご本人、ご家族が相談できる 等）を話し合います。 

 ③そして、今の地域の現状（例 地区によってある資源とない資源がある 等）につ

いて話し合い、そこから地域課題（例 当事者・家族会が少ない 等）を導き出し

ます。 

 ④その上で、②で議論した地域の将来像に近づけるために、どんなアクションが必要

なのか、「すでに試していること」（例 障がい特性についての研修会に参加する 

等）、「まだ試していないアイデア」（例 地域自立支援協議会で研修会を企画する 

等）を考えます。 

  

  

 

 

 

 

 

次ページでは、第５章の取組３（P.３５）をもとに、「地域課題分析シート」の記載例を

作成しましたので、取組とともにご覧ください。 

 

 

 ƤƼ᷂Ḣ ѝ ȵɶɆƽș ǞǦ ʹǵ֓қ ǵṶ 

Ƽ ȐȓǦ ǵʴǮƲǤȓǥȓǵ ș ǠȒǚǯǶ ǞǒǪǦǵǮǠǓƲǤȓǮ

ȉֿǟᶷḢǮ ҲǞǭǋȒ ♫˗ ǓƲᶷḢКǵ ̝ ǲǫǋǭВ ǞǦȑƲ

ǠȒ ǵ ȆșВ ǞǦȑƲ ǵ ǏȒ ͜ǓǮǔǦǚǯǶƲǯǭȉ ǧǪǦƽǯ

ǵ ǓẉǖὫǢȐȓȅǞǦƳ 



 

 

 

地域課題分析シート 

【地域課題】 

・家族が高次脳機能障がいについて学ぶ場があるといいなぁ。 

・家族が困りごとを話し合えるような場があればいいなぁ。 

・疲れ切った家族が安らげるところがあったらなぁ。 

【将来像】地域 

・高次脳機能障がいがあっても、仲間や相談できるところがあり、本人も

家族も孤立せずに生活できる地域 

【現状】地域 

・高次脳機能障がいの家族が孤立している。 

・相談先がわからず、家族で抱え込んでいる。 

・介護に心身ともに疲れ切っている家族がいる。 

 

【解決のためのアクション】地域と相談支援専門員 

すでに試したこと 

・市役所や医療機関、日中事業所に、

同じように家族が孤立して疲弊し

ているケースがあるのか聞いてみ

る。 

まだ試していないアイデア 

・高次脳機能障がいに関わるそれぞ

れの機関の強みを活かして、実行委

員会を立ち上げ、「家族交流会と学

習会」を立ち上げる。 

【地域のストレングス（社会資源）】 

・高次脳機能障がいの方を多く支援している日中事業所がある    ・認知症家族の会がある 

・急性期・回復期の機能をもつ病院が市内に４つある        ・認知症家族の会の事務局を担っている社協がある 

・社協が車いす貸出事業を行っている               ・ＣＳＷの声かけで医療や福祉の関係機関が集まれる雰囲気がある   

・ひとつの事例から地域の困りごとを想像できるＣＳＷがいる  

・高次脳機能障がいの家族が置かれている状況を理解してくれ、場所の確保に協力してくれる市役所職員がいる                

 

  

3
0
 

₈  P. ⅜ ╩ ™ ↕

╣√ ⌐≈™≡ ─ ₉─ ╩ ⌐⁸ ⁹ 
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１．市町村内の各相談窓口との連携について 

  高次脳機能障がいは、中途障がいであるゆえに、これまでの生活が一変することによ

る今後の生活への不安の方が大きいです。そのため、医師等からの高次脳機能障がいの

症状や制度についての説明を十分に理解し、退院後の生活に備えるといったことを考え

る余裕がなかったり、また、幸いにも身体に障がいが残らなければ、高次脳機能障がい

に気づかないまま退院することもあります。 

そのような場合でも、退院後早い時期に、生活に困り、市町村の相談窓口にこられる

ことがあります。市町村は、地域に戻られた際の最初の相談窓口として、大きな役割を

担っています。 

相談にこられる際には、生活保護や生活困窮に係る相談窓口など、市町村の障がい福

祉担当以外の相談窓口や市町村社会福祉協議会等の担当窓口に来られることも想定され

ますので、地域に戻られた後、適切な支援につなぐ重要なタイミングを逃さぬよう、常

日頃からの情報交換が大きなポイントです。 

 

２．市町村にある社会資源の活用について 

中途障がいゆえの課題として、ご本人はもちろんのこと、ご家族も障がいを受容する

までに時間がかかることがあります。また、高次脳機能障がいの症状の１つである病識

の欠如により、ご本人が支援の必要性の理解が難しい場合には、最大の支援者であるご

家族も疲弊してしまいます。そのような場合は、すぐに障がい福祉サービス等に繋ぐと

いうことが難しいことがあり、まずはインフォーマルサービスを活用しての見守りや居

場所づくりによって、支援者との信頼関係を構築し、ご本人が支援者の助言を受け入れ

る準備が整うまで寄り添い、気持ちの準備ができてから障がい福祉サービス等に繋ぐこ

とが、結果として適切な支援に繋がります。 

そのようなインフォーマルサービスはニーズに合うものがすぐに見つかるわけではな

いかもしれませんが、市町村社会福祉協議会や基幹相談支援センター等、地域の関係機

関が持っている事業や機能を組み合わせることで、生まれてくる可能性があります。市

町村は、日ごろからそれらの関係機関と協力し、新たな社会資源活用の工夫や開発を地

域の支援者と考えられるよう、調整役・先導役となることが期待されています。 

社会資源の中で一番力を発揮してくれるものが、P.２３の「高次脳機能障がい当事者、

家族の思い」にあるように、当事者・家族会といったピアサポーターの力です。貴重な

地域資源としての当事者・家族会の活動を支えることも、市町村の大きな役割です。 

  

第５章 各市町村内における取組の紹介 
～窓口対応の工夫と社会資源活用の工夫～ 
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市町村や市町村社会福祉協議会における以下の取組を紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

֝ ⁸ Ǯǵ ᾍꜘ Ǔǋǵ ̱ѰϹὕǲׄǘǭ ǲǫǋǭ 

Ū A ⁸ǮǶƲ⁸☻ ǵ Ǔǋ ǵ ֥ǲẉǖǵ Ǔ ǲ ȐȓȅǠƳ Ǔǋǵ

ǲ ȖȐǡƲ ǓǋǵǉȒ ǵ ǲȽȢɞɨɶǲᾍꜘǠȒǦȈǲƲ₳ 28 ₴↓ǒȐḨ℅

ȹɱȽɶǲ Ʋ⁸☻ ǲї█ ǲ ǭǋǦǧǋǭǋȅǠƳ 

˹♥ƲǤǍǋǍᾍꜘșǞǭǋȒǚǯșӣ ǲȉ̟ǏǭƲ ǋ Ǯ șᶫȒǚǯȉǮ

ǔȒǵǮǶƲǯ ǏǭǋȅǠƳ 

A ⁸ǵ ᴣǶƼǤȓǥȓǵȳɶɑȷ˗ ǓƲ ḹǮǛ ˲ȋǛὤ șǔǨȚǯ Ǐǭǋǖ

ǦȈǲǶƲ Ǔ⁸ ș ǏȒ ̑ǓǉȒǚǯƲ⁸ ǵ ѫ șᶫȒ ҵǓǉȒǚǯș

ǞǭǋǒǱǋǯǋǘǱǋƽǯ ǏǭƲǚǵḨ℅ ȹɱȽɶǲȏȒї█ ǯǵ

ș ǏȐȓȅǞǦƳ 

 

 

 

 

 

ū B ⁸ǶƲͪβ ֻȹɱȽɶǵǱǒǲ ►ǵ ֥ǓǉȑȅǠƳǤǨȐǮǶ⁸ Ҳǵ

ǵǦȈǲ ᾶǵ їșǞǭǋǦȑƲɫɑɶǱǰǶ ǲ̓ǏǭƲл ȉҧǋǭǋȒǦȈƲ

ǯ ȋ Ǔǋ ȉדȈǦ⁸ ǵ ǋǵḹǯȉǱǪǭǋȅǠƳ 

ǲȠȭȹȷǮǔȒ ǜǒȐƲ Ǔǋ ǵ ֥ǲǼȐǪǯ ǭ├Ƶǯ șǜȓȒ ȉ

ǑȐȓƲ ș ǋǭǋȒǯƲƼ Ǔǋǵ ǧȏǴƽǯ ᴣ Ǯ ǠȒȏǍǱ ȉ

ǑȐȓȅǠƳǚȓȅǮǵȋȑ֝ȑǵʴǮƲǤǵ ǵ˹ǵ ǒȐѨ ǞƲǰǵȏǍǲȠɕɫɶ

ȿǞǭƲǰǵȏǍǱȳɶɑȷǲ ǙȒǒƲ ᴣǓ ǠȒǚǯȉǉȑȅǠƳ 

 

 

 

 

 

 

 

取組例 

１．市町村での相談対応（高次脳機能障がいの相談体制充実に向けて）について 

２．基幹相談支援センターでの取組（適切な支援に繋ぐための情報提供）について 

３．市町村社会福祉協議会が事務局を担い設立された家族会について～社会資源の活

用～ 

４．市町村社会福祉協議会と障がい福祉サービス事業所との連携で始まった野球交流

会について～社会資源の活用～ 

ɛȢɱɆ  

 ⁸ ǲǑǘȒ ̱ѰϹὕǵǦȈƲ ֻ ș ǫḨ℅ ȹɱȽɶǯ Ǟ

ǭǋȒ˗͈ǮǠƳ 

ɛȢɱɆ  

 ͪβ ֻȹɱȽɶǓƲƼᾱḹ ƽǲǱǪǭǋǭƲ ǲʫ șǞǲ ȐȓȒʴǮƲ

Ǳ◐Ǯǵ ὃȑ Ὣȑ ǋ ǓǮǔȒ֯ șר ȈǭǋȒ˗͈ǮǠƳ 

 ǚǵȏǍǱ ȉƲʝǫǵ Ǳ ̝ ǱǵǮƲǤǵɟɨɁɆș ǒǠǚǯș Ǐǭǋ

ǦǧǘȓǷǯדǋȅǠƳ 
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Ŭ Ǔǋǵ ǵʴǲǶƲ ̱ ǓǋȉǉȒ ȉǑȐȓȅǠƳC ⁸ǮǶƲ ̱ Ǔǋ

ₓȋ Ǔǋ ȳɶɑȷǵѫ ǵ ǲƲƼ ǒȐ ȖȓǭǔǦƽǯǒƼǱȚǒ

ǓĢƽǯǋǍȏǍǱ ǓǉǪǦḹֻǲǶƲ Ǔǋǵ֯ șר ǏƲ ₓ ► ǒ

Ȑᾐ ǵ ᴣǲǫǱǙȒ˿ ȆǓǉȑȅǠƳǤǵḹֻƲᾐ ǵ ᴣǶỖ ȋ ὑ

ὑ ˗ ǯʝ ǲ ȖǪǭƲ ὑ ὑ ˗ ǲ╠ǔ ǋǮǋǖǯǋǍ◐ș

ǯǪǭǋȅǠƳ 

ǒȐ ♥ǵ ǲǫǋǭ Ǔǋ ► ǲ ♥ǵ Ǔǋ ȳɶɑȷ ǵѫ

ǓǉǪǦ ǲǶƲⱳ ǲꜘǟЊ ʴǵ Ǯǵ Ǔǋ Ӣѝǵ ὑ șƲ⁸☻ ǵ

ᴣǓὕ ǞƲ ˗ ǲȉֿ ǵӲҘș ȈǭƲЊ ʴǵ ǵ ȋ ♥ǵ ǲ

ǠȒ₁ ș ǔ֝ȑƲ˹♥ǵ șʝ ǲ ǏǭǋǖǯǋǍȏǍǲǞǭǋȅǠƳȅǦƲ Ǔ

ǋ ȳɶɑȷǯ˺ ͪ ȳɶɑȷǵʰ ș ȅǏǦʣǮ ǵ Ȇ ǭș ǏȒǚǯǓ

ὑǜȓȒḹֻǲǶƲ˗ ǲ ǙȒ ǒȐ˺ ͪ ȳɶɑȷǮȉ Ǔǋ ȳɶɑȷǮȉᾍ

ꜘ֯ Ǳ˗ ș ȚǮǑǔƲǛ ˲ȋǛὤ ǵ ׄƲ ș ȅǏƲȏȑ ўǱ ǓǮ

ǔȒȏǍ›ẑșǠȒǚǯȉǉȑȅǠƳ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  ɛȢɱɆ  

 ⁸ ǲ ₓ ǵ ǔǲ ȐȓǦ ƲǤǵ ǔ֝ȑǵʴǮƲ Ǔǋǵ֯ ר

ǓǉȒḹֻǲƲᾐ ǲ ǕƲᾐ Ǔ ˗ ȋӣ ǵ ǯƲ

Ʋ֕ ǶƲ᷂ Ḣǲ ȐȓǭǒȐǵ șǰǍǠȒǒẉ Ǯ Ǟǭ ǜȓǭǋȒ˗͈Ǯ

ǠƳӣ ǵ Ǯ Ǔǋǵ ș ǠȒǚǯǮƲǤǵ♥ǵЛ Ǳ ǲ

ǺǫǘȒǚǯǓ֯ ǲǱȑȅǠƳ 

Ǔǋǵ ǵṶǯǞǭƲӣ ǒȐǶ ǲ ǵ ǕϼǓǱǖᶩǪ

ǭǋȒƲ᷂ Ḣǵ ǒȐǶ Ǳ Ǔǋǵ ǵӣ ḸǓЊ ǮǔǱǋǯǋǍṶșȏ

ǖ ǔȅǠƳǤǵȏǍǱḹֻǲƲӣ ɵ˺ ǵ ǵ Ǟ☻ǓǉȒǚǯǓ ₡ǲẎǔǱҘ

ǲǱȑȅǠƳ 
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֝ Ḩ℅ ȹɱȽɶǮǵ֝ ўǱ ǲ ǗǦȈǵ Ḹ ͑ ǲǫǋǭ 

Ḩ℅ ȹɱȽɶǵ  

Ḩ℅ ȹɱȽɶ ̊ʤƲḨ℅ȹɱȽɶ ǲǑǋǭƲ Ǔǋǲ͜Ȓ ǶƲ

Ǜὤ ǓʴⱲǮǠƳȅǦḨ℅ȹɱȽɶǵǚǯǶ⁸ǵ Ǔǋ ► ǒȐ ǋǭ ȐȓȒ Ǔẉ

ǋǮǠƳ⁸ǵ Ǔǋ ► ǮǶƲǛ ˲ɵǛὤ ǒȐ ǓǉǪǦ ǲƲ ϼǓ ǉȒ

ǯ ǪǭǞȅǍǦȈƲȅǡѧȈǲ ֻ ș ǫḨ℅ȹɱȽɶș ˺ǞƲ ǲ ǓȑȋǠ

ǖǠȒǯǋǍ›ẑș ǪǭǋȅǠƳ 

ȅǦƲ Ǔǋǵ ǲ ǞǭǶƲ ᶩ ǵ ֥ȋȱɝɣɉɄȡȻɶȵɡɩɭɶ

ȩɶ ̊ʤ Ʋ ǵ ὃȑȋᾱḹ ǯǱǪǭǋȒǯǚȔǮᶩǪǭǋȒ ș ǋǦ˲

Ǔ⁸☻ ǿǵ șҿȈƲḨ℅ȹɱȽɶǲ ǓȒḹֻȉǉȑȅǠƳ 

 

Ḩ℅ ȹɱȽɶǮⱲǓǘǭǋȒǚǯ  

Ḩ℅ȹɱȽɶǿ ǲ Ȓ Ƕ ƵǮǠǓƲ Ǟǭ ǯ ǓǪǭȉȐǍǦȈǲǶƲƼ

Ǟǭ ǒǪǦƽȋƼ̲ǒǉǪǦȐ ǮǔȒḹ ǧƽǯ ǲ ǟǭȉȐǍǚǯǓẎўǮǠƳ

ǤǵǦȈƲ Ǔ˹ʝ ǞǓǪǭǋȒ Ḹș̟ǏȒ ₓѰ↓Ʋ Ǔǋ ȳɶɑȷǵѫ

ǵ˿ ǯǋǪǦ Ḹș ȈȐȓȒǚǯǓẉǋ ǚǯșǞǱǓȐƲͬ ͜ș ǠȒǚǯșẎў

ǲǞǭǋȅǠƳǤǵʣǮǛ ˲ȋǛὤ ǵɉɶȸȋ ǵȠȹȷɟɱɆșὕ ǞƲ ǵ ǲ

ǙǭǋȅǠƳǛ ˲ǯǶǱǒǱǒ̝ǏǱǋǚǯȉǉȒǦȈƲὤ↨ ᵂ ƲǛ ˲ȋǛὤ ǲǯ

Ǫǭ ǵǱǋ◐Ǯ̝ǍȏǍǲǞǭǋȅǠƳǦǧǞƲḨ℅ȹɱȽɶǶƲ ѫ ǵ̀ǵ ȉ

ǞǭǋȒǦȈƲ ˗ ǯǵ☻Ҋѝ ǯǞǭƲȠȹȷɟɱɆșὕ ♥Ƕ ǵʴⱲ

ǯǱȒ̀ǵ ǲ ǕƲὑ ǲӲ ǞǦȑƲⱳ ǲꜘǟǭПȠȹȷɟɱɆǠȒǯǋǍ◐Ǯ

șὕ ǞǭǋȅǠƳ 

 

ўǱ Ḹ ͑ǵǦȈǲ  

 Ḩ℅ȹɱȽɶǓʴⱲǯǱȑƲ⁸Кǵ Ǔǋ ȳɶɑȷǵ ḸșȅǯȈǦНἧș̸ ǞƲ

ʴ ҲǵḹǶƲ˗ ǵ ᷂᷀Ʋ ϼǧǘǮǱǖƲ˗ ǒȐǵȱɟɱɆǯǞǭǰǵȏǍǱ

Ҳș ǪǭǋȒǵǒș ƲȅǦẆ ȋ̸ ǵШ ȉ ǞƲЕ̱ Ǳ˗ ǵ К

ὦșȏȑ ǲ̟ǏȒ›ẑșǞǭǋȅǠƳ 

 ȅǦḨ℅ȹɱȽɶǓ˗ҵᾯș ǪǭǋȒ᷂Ḣ Ӳ ̝ǲǑǋǭƲ Ǔǋ ȳɶɑȷș

ѫ ǠȒ ǵ ǔǯǞǭⱳ Ǳȳɶɑȷ ѫ ȋɠɉȽɨɱȮ ǲǫǋǭ ǠȒНἧ

ș̸ ǞƲ Ǔǋ ȳɶɑȷǲ ȆǵǱǋǛ ˲ɵǛὤ ǲȉȖǒȑȋǠǋ Ḹ ͑ǓǮǔ

ȒȏǍ›ẑǞǭǋȅǠƳ 

 

  ɛȢɱɆ  

 ǓǋǶƲʴ ǓǋǮǉȒǦȈƲǛ ˲ȋǛὤ ǶƲǰǵȏǍǱѰ↓ȋȳ

ɶɑȷǓǉȒǵǒЋǖȖǒȐǡƲ ǲȉǠǓȒ ǋǮ ֥ǲᵂǋֻȖǢǜȓȒǚǯǓȂǯ

ȚǰǮǠƳ ǵ֞ωɵ Ǯ ₡ǲ ˍǞǭǋȒ ʤǮǵ ǔǯǱȒǦȈƲǤǵȏ

ǍǱ ǲȉ ǞǦʞᾁǱ Ǔⱳ ǮǠƳ 

ǤǵǦȈƲǛ ˲ƲǛὤ ǵ ȋȽȢɝɱȮǲꜘǟǭƲǤǵ ƵǲꜘǟǦ Ḹ ͑ș

ⱲǓǘȒǚǯǓẎўǮǠƳ 
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֝ ⁸ ̝ Ӳ ̝Ǔ˗ҵᾯș ǋ ǜȓǦὤ ˧ ̝ǲǫǋǭ 

̝ ǵ  

⁸ ̝ Ӳ ̝ǮǶƲ⁸Кǵʴ Ǔǋ ǵ ʴ Ҳ˗ Ʋӣ Ʋ⁸ǵ Ǔǋ

► ǯǯȉǲ₳ 28 ₴ ǒȐƲ Ǔǋ ǵὤ ˧ ̝ș σǞǭǋȅǠƳ 

 

ǔǪǒǘǯǱǪǦ˗͈  

ǔǪǒǘǶƲѼ₴ǲ ǋǠ ї˗ ǵѫ Ǔ ӲǲǉǪǦǚǯǮǞǦƳ ᴣǓ їǵ

ș ǖǯƼⱲα ǲȏȒ̭ ǓԍᶦǮ♥ ǓǉȒẑș ὁǮ˺ ǞǭǋȒƳẑǶ ș

רǖǱǰƲ̊ѼǯǶ׃ ǓẀȖǪǭǞȅǪǦƳǰǚǲ ǞǦȐ ǋǵǒȉȖǒȐǱǋƽǯǵǚ

ǯƳǠǗǜȅƲ Ǔ ǠȒǚǯǲǱȑȅǞǦƳ ► Ǔ˗ șǦǡǴȒǯƲẑǶ

Ǔǋǵ ș֞ǘǭǋȒǚǯƲ Ǔ ǏƲȳɶɑȷȉѫ ǞǭǑȐǡƲẑǵ˺ ǲ

Ⱳ ǯȉǲ ȓǭǋȒǚǯǓȖǒȑȅǞǦƳǤǚǮ⁸ǵ Ǔǋ ► ǯ ǞƲẑǵ ș

П Ʋ Ǔǋ ȳɶɑȷǵѫ ǲȉǫǱǙȅǞǦƳ 

 

ǲׄǘǭ  

Ƽ̀ǲȉֿǟȏǍǱȯɶȷǓǉȒǒȉǞȓǱǋƳὤ ǵἴ ș Ǘ˿ ȆǓⱳ ƽǯ ǏǦ

CSW ǶƲʣֶȋ⁸ǵ ► ǯ ǞƲȅǡǶ ͜ ǯǵ ḸВ ǵḹș ǘȒǚǯǲǞȅǞ

ǦƳ ⁸КǮʴ Ǔǋ ș ǠȒ ʴ Ҳ˗ șǶǟȈƲרל ɵᶥⱥ ǵ ș Ǎ

ǵ ǲᴀǺǒǘ Ḹ˧ ̝ș σǞǦǯǚȔƲƼὤ ǵ Ǔǋ֞ὦǓ ǞǖƲ Ǔǋǵ

ȋ►˗ ֿṲǮǵ Ǐǉǋǵ˿ ȆǓⱳ ƽǯ Ǔʝ Ƴֺ ǵ▌Ȇș ǒǞǭὤ ˧

̝ǵ σǲׄǘǦ ρǓỒȅȑȅǞǦƳ⁸ǶⅎḸȋḹ ǵ ͪƲ ʴ Ҳ˗ ǮǶɛȷȽɶ

ǵ̸ ȋὤ ǿǵק Ʋ Ƕᾍ ὤ ǿǵ Ḹ ͑Ǳǰș ǋȅǠƳ 

ӲǶƲ ὤ ǵ̝ǵ˗ҵᾯș ǪǭǑȑƲ˹ᶥȉὤ ˧ ̝ǵ˗ҵᾯǯǞǭȳɛɶɆș

ǍǚǯǲǱȑȅǞǦƳCSW ǶƼ ǯ ǓǋǶƲ ǲ ᶦǠȒ Ǯ ǲВ

ǠȒ ѝȉẉǋƳȅǦ ὤ ǵ̝ Ʋ ǵ ↓ȉ̭ǖƲᾜǱǋ ḸǵʴǮὤ Ƕ

ᶩ ɵ ╗ǞǭǋǦƽǯǤǵВ ș ȑȅǠƳ 

 

ὕ ǞǭǵṶ  

₳ 28 ₴ Ʋ ᶥ ǵƼὤ ˧ ̝ǯἶ ̝ƽș σǞƲǛ ˲ȋǛὤ Ʋ Ʋ⁸

Ǳǰ 90 ˲ǵ֓қǓǉȑȅǞǦƳ֓қ ǒȐǶƼ̔ ǲ ǋǪǸǋƽƼǣǹ ǘǭ Ǟǋƽ

ǯǵṶǓẉǖ ǒȓƲɉɶȸǵ▌ǜșὕ ǞǦǤǍǮǠƳ₳ 29 ₴ ǲ σǞǦ ᶥ ǵὤ

˧ ̝ǮȉƼֿǟ ḹǵὤ ǯ ǓǮǔǭⱲǓ ȖȓǦƽƼ ȚǮǋȒǵǶ ѝǧǘǮǱǋǯ

ҤȅǜȓǦƽƼ ѝȉǓȚǷȔǍǯǋǍ ǨǲǱȓǦƽǱǰƲ ȆșВ ǞǉǍʴǮѼׄǔǲ

ǓǋǯׄǔֻǑǍǯǠȒǛὤ ǵỡǓǉȑȅǞǦƳ 
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B ⁸ǵ CSW Ǔ Ȓ ǲǯǪǭǵὤ ̝ǵ ǜ  

ֿǟȏǍǱ֝ȑ Ȇș ₴ȂǰѼǒȐ ǪǭǋȒ ⁸ ̝ Ӳ ̝ǵ ǶƲB ⁸ǲǑ

ǘȒὤ ̝ǲǫǋǭƲ͈ǏǷƼ ǲȏȒʝὑǵ Ǔ ȖȑƲ ȖȑǵʴⱲǓѩǵ ǯǱ

ǪǦǛ ˲ƲǛὤ ǵǤǵ♥ǵ ǵ ἧș ȒǚǯǓǮǔȒǚǯƽƲƼ̀ǵ►˗ Ʋὤ ǵ

ǵ ǵ֓ ǲǱȒǚǯȉẉǋǚǯƽƲƼὑ ǲ șֻȖǢȒ ̝ǓǉȒǚǯǮƲ ǵʴǮїǭ

ǔǦˠ ǱᶩȑǛǯș ȈǲȫɡɁȿǠȒǚǯǓǮǔƲ ǵ ǲ ǙȐȓȒ ̝ǲȉǱǪǭ

ǋȒǚǯƽƲƼ ǦǱ Ǔǋǵ ǵ ǵ ǲֿǟ ḹǵ˲ǵ ǓǔǘȒḹǯǞǭ ˺

ǮǔȒǚǯƽǱǰƲǤǵɟɨɁɆǶ ₡ǲẎǔǖƲ►˗ Ʋὤ ǧǘǮǱǖƲ ǲǯǪǭȉ

₡ǲ Ǳ ̝ ǯǱǪǭǋȒǯ ǞǭǋȅǠƳ 

 

►˗ Ʋὤ ǒȐȆǦƼ►˗ ɵὤ ̝ƽǵ ǜǲǫǋǭǶƲP. Ƽ Ǔǋ►

˗ Ʋὤ ǵדǋƽșǛ ǖǧǜǋƳ 

 

 

  

ɛȢɱɆ  

 Ǳ Ǔǋǲ ǠȒ ̊Ẇǵ ǵʴǮƲǤǵ ǲǉȒᶩȑ˗ș ǔ

֝ȑƲ̀ ǲȉֿ ǵ˗͈Ǯ ȚǮǑȐȓȒǛὤ ǓǑȐȓȒǵǮǶǱǋǒǯ ǏǭƲ⁸Кǲ

ǉȒ˗ ȋӣ ǵ ǲȉṶǓǘǜȓƲƼὤ ǵἴ ș Ǘ˿ ȆƽǯǞǭǵὤ

̝ș ʣǙȐȓǦ˗͈ǮǠƳ 

 Ήѩǵ˗͈ǒȐ᷂Ḣǵ ș ǏƲǤȓș ǠȒǦȈǵ˿ Ȇș ǏȒǯǋǍǚǯǶƲ

᷂ḢǬǖȑǲǑǋǭ ₡ǲ ǮǠƳ 
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֝ ⁸ ̝ Ӳ ̝ǯ Ǔǋ ȳɶɑȷ˗ ǵ ǮỒȅǪǦ 

˧ ̝ǲǫǋǭ    ̝ ǵ  

⁸ ̝ Ӳ ̝ǮǶƲCSW ș ǞƲѰ↓ǵ ǵᵂ ǱǰΉѩǵ ǲᾍꜘǞƲ᷂Ḣ

ǵ ǯǞǭВ ǠȒḹș ǘƲ ǞƲ ǦǱ ᾍ ș ǠȒ֝ ș ǪǭǋȅǠƳ

ȅǦƲ̊ѼǒȐƼ ǵↄƽǵ ᵣǲǫǋǭƲ ̝ Ӳ ̝ǯ⁸Кǵ Ǔǋ ȳɶɑȷ˗

Ǔὑ ǲ ǞֻǍḹǓǉǪǦǦȈƲ ǲ ǵ ǏȒ ͜ș ǞǭǔȅǞǦƳ 

CSW Ǔ ȖǪǭǋǦǉȒ Ǔǋǵ ǜȚǓƲ⁸Кǵ D Ǔǋ ȳɶɑȷ˗

ǲ ǋỒȈȅǞǦƳ֞ωѼǶ ș ₡ǲ ⱲǲǜȓǭǋǦ ǜȚǶƲ֞ω♥ǵ ǦǱ ǵʴ

Ǯʝ ᴁȋȑǓǋș ǤǍǯǞǭǑȐȓȅǞǦƳɄɪɑǵ ʴ ș ǭǋȒ ǲǶƲ șẎ

ǔǖǞǭ Ⱳș ǪǭǋȒ ἧǓǍǒǓǏǦǵǮƲƼȉǍʝ↓ɜȤɱɇǲ ǪǭȉȐǍǚǯǶǮ

ǔǱǋǒƽǯ CSW ǯ D Ǔǋ ȳɶɑȷ˗ ǵ Ǔ șǞǦǚǯǓǔǪǒǘǯǱȑƲ

˧ ̝ǵ Ǔ ǨʣǓȑȅǞǦƳ 

˧ ̝ǶƲCSW ǓḧǪǭǔǦ᷂Ḣǵ˲ǦǨǯǵǫǱǓȑǮƲ ̝Ǔ ǞǭǋȒȮɧ

ɱɇșΕȑȒǚǯǓǮǔǦȑƲ ǵᾃѨșǜȓǭǋȒ ǲƲ ǋǠǵ˲ȉ֓қǮǔȒɩɶɩǵ

Ҟ ȋᾃѨșǞǭǋǦǧǋǦȑƲǚȓȅǮ ҲǞǭǋǦ ȿɶɞǓ ǞǦǵǮ̓ȖǱǋ Е

ǓǉȒǯ ЕșὫ̂ǞǭǖǧǜȒ ǓǑȐȓǦȑƲǯ᷂Ḣǵ ǵẉǖǵӲҘǲȏȑƲὕ ǞȅǞ

ǦƳ 

ǚǵ ˧ ̝ǶƲD Ǔǋ ȳɶɑȷ˗ ǵѫ 20 ˲ǗȐǋǯƲ ⁸ ̝ Ӳ

̝ǵ Ǔǋ ȋ╠ǔǚȉȑǓǨǱ˲ ǵᾱḹ Ҳǲ֓қǞǭǋȒɟɱɎɶǯǵᾍ ǮƲ˹

ǮǶ₴ 2 ᶥὕ ǠȒּ͈ט ˗ǯǱȑƲǚȓȅǮ 10 ᶥȉ σǜȓǭǋȅǠƳ 

ǜȚșדȈ D Ǔǋ ȳɶɑȷ˗ ǵѫ ǓƲ ˧ ̝ǲȇǘ ǲҤȅȓǭǋȒ

ǵǶȉǨȔȚǵǚǯƲ Ƕẕ ǱǰǮǱǒǱǒ ǓїǱǋ ȉƲ ˧ ̝ǵḹǮǶƲƼ

█ȓƽȆǦǋǱṶǓїǦȑǞȅǠƳ˗ ǵ ҲǵʴǮǶƲ ǵẀӓȋ ǓᾜǱǋ ǮȉƲ

ǤǵȏǍǱǋǫȉǯ ǍѴ ǵǱǒǮ ȋ ǓїǦȑƲ Ǔ ǖǱȒǯǋǍǵǓƲǚ

ǵȏǍǱ ̝ǮȖǒȑƲѫ ǵ ǦǱ֯ șר ȒǚǯǓǮǔȒḹǯȉǱȑȅǞǦƳ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ɛȢɱɆ  

 ᷂ḢǬǖȑǵẎǔǱ ǋ ǮǉȒ⁸ Ӳǯ Ǔǋǵ ș ǠȒ˗ ǯǵ

ǓᶽṦǯǱȑƲʝ˲ǵ►˗ ǵדǋșǔǪǒǘǲƲ ǦǱ ̝ ǯǞǭǵƼ ˧

̝ƽșὕ ǞǦ˗͈ǮǠƳ 

 ȅǧƲ֓ қ ǶƲ ˗ ǵѫ ǵȆǮǠǓƲ Ǔǋ ȳɶɑȷǲǶȅǧ ǓȒǵǓ

Ǟǋ Ǯǵ ǲǯǪǭƲȷɛɶɂș˺ǞǦǫǱǓȑǶƲǯǭȉ Ǳᾱḹ ǯǱȑ♬Ȓ

ȢɱɓȧɶɜɩȳɶɑȷǮǠƳ 

᷂Ḣ ǵ ǲǶƲ˹ ǉȒ ǯ ș Ǻ̂ǘǭ ǲǠȒǯǋǍǵǓ ǮǠƳȆǱǜȚ

ǵ᷂ḢǮȉƲ ǦǱ ̝ ǲǱȒƼ ƽǓǋǪǸǋǉȒǒȉǞȓȅǢȚƳȆǱǜȚǵҍ

›ẑƲ ҘǮƲ ǦǱ ̝ Ǔ ȅȓȒǚǯǓ ♅ǮǔȅǠƳ 
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第６章 高次脳機能障がいの理解を深めるための取組の紹介 

Ｈ29年度に大阪府が実施した相談支援従事者専門コース別研修「高次脳機能障がい支援

コース」に参加した相談支援専門員やケアマネージャーから、高次脳機能障がい者を支援

する上での悩みとして、以下のような声が寄せられました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  支援方法が確立されていない高次脳機能障がいにおいて、それぞれの支援者が高次脳

機能障がいについて深く知り、支援についてのトライ＆エラーを共有できる枠組みの構

築が重要です。特に支援が難しい事例においては、個別支援に関し、支援者間で情報を

共有し、支援方策について共に考える仕組みの構築が望まれています。 

  そのため、市町村は、高次脳機能障がいについて、支援者の理解を促す取り組みや、

支援者が悩んでいる事例について共有して検討できるような取り組みが必要です。 

〔平成 29年度相談支援従事者専門コース別研修「高次脳機能障がい支援コース」アンケート

結果〕 

◆「高次脳機能障がい者を支援するにあたり支援に悩むなどの事案」の有無 

⇒「困っている」が全体の５４％。 

 

◆「高次脳機能障がい者を支援する上で、困る内容」（抜粋） 

・病識の欠如により様々な配慮をしているが、意欲の低下も著しい 

・社会資源の乏しさ 

・家族の理解不足、家族の焦り 

・もともとの性格がどう影響しているのかわからない 

・社会的行動障がい（セクハラ行為など） 

・他の障がいとの重複障がいがある場合 

・高次脳機能障がいとわかっていない状況で支援がスタートしてしまい、その後どのように

支援してよいかわからない。 
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地域の活動例として、以下の取組を紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取組例 

１．泉州圏域で実施されている高次脳機能障がい者等支援に対する医療・介護連携に

ついて 

２．地域自立支援協議会での高次脳機能障がいに関する勉強会について 

３．事業所の連携で実施している事例検討会（勉強会）の取組について 
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֝ ″᷂ḢǮὕ ǜȓǭǋȒ Ǔǋ ǲᾍǠȒӣ ɵ˺ ǲǫǋǭ 

Ū ″ᶷḢǲǑǘȒ Ǔǋǲ ǠȒ ʹ̝ 

 ₳ 25 ₴↓ƲẎ ↑ Ǔǋ ֗˗ ǵ ″ᶷḢ᷂ḢȱɶɅȡɋɶɆ ǲ

Ḝ ǓỖ ǜȓȅǞǦƳǤǵ Ҳș ỒǠȒ Ʋ ″᷂Ḣɨɍ ̝ Ħ ǵ ǵ ǯǱǪǦ

ʴ ̸ȑǓ Ȉǭ ǯ ǏȐȓȅǞǦǵǮƲʊ ḢǵӔƲɹ Ʋӳǵ 3 ᷂Ḣǵᶥⱥ ɨɍ 4 Ʋ

1 Ʋ ὡ ᾦ ȹɱȽɶ 3 Ʋ᷂Ḣ Ҳ ȹɱȽɶ 2 ǵ ֿș♬ǭƲ

᷂Ḣ ɋɁɆɭɶȭ̝ ș ǞȅǞǦƳǤȓǲȏȑ᷂Ḣ ǲⱳ Ǳ˗ ș ǞƲ

Ǔǋǵ ǵǉȒӣ₉Ǔӣ ǒȐȆǦ Ǔǋǵ șƲӣ ȷȽɁɓǓ ͔ȋ

ǵ˿ șƲᾦҥ ͜ ǓǤǵ ȋ ͜ ǯǵ ǲǫǋǭƲӣ ♫˗ ǵȆǱȐǡ

͜ ȉᾍ ǯǞǭ șǞǭǋȅǠƳ 

 ₳ 25 ₴↓ǒȐ 29 ₴↓ȅǮƲ ǓǋǵḨ Ʋ ͜ ǲȏȒ Ʋᾦҥ

Ʋ ȳɶɑȷƲ►˗ ǒȐǵ Ǳǰ 8 ᶥ 16 ǵ ʹ̝ș ǪǭǋȅǠƳ 

 ʺǱ֓қ ǶƲӣ ǵȹɧɒȷɆƲMSW ȋ˺ ͪ ǵȯȠɜɋɶȶɡɶƲ ȋ Ǔǋǵȳ

ɶɑȷ˗ ᴣƲ ǵ ► ǮǉȑƲǤȓǥȓǵ ǵ Ǯ ᵂǲדǪǭǋȒǚǯǲǫǋǭ

᷂Ḣ ɋɁɆɭɶȭ̝ ɟɱɎɶǒȐҞ ș♬Ȓ ̝ǯǱǪǭǋȅǠƳ 

 ᶷḢǲ Ǔǋǲ ǠȒ᷂Ḣ ɋɁɆɭɶȭ̝ ǓἭ᷀ǠȒǚǯǶƲ ″᷂Ḣɨɍ

̝ǲȉḸףǜȓǭǑȑƲרל Ʋͪβ Ʋ̀ǵ ǒȐ᷂ḢȱɶɅȡɋɶɆ ǲƲ

Ǔǋǵ ǵ ˺Ǔẉ ǜȓǭǋȅǠƳ 

Ħ ″᷂Ḣɨɍ ̝ǯǶĢẎ ↑ǲǑǘȒͪβɵӣ ɵ ȳɶɑȷșҧ ǲ ͑ǠȒ᷂Ḣɨ

ɍɵȵȷɄɞǵ ș ǯǞǭƲ˘ ӣ ᶷḢ ǲ ǒ ǵӣ șƼ᷂ḢɨɍɑɨɄɶȵɥ

ɱ᷂Ḣ ȹɱȽɶƽǯǞǭ ὑƳ ″ᶷḢǮǶ↑ʴ Ǔ H12 ₴ 7 ǲ ὑș֞ǘƲȹɱȽɶ

ǓʴⱲǯǱȑƲ̠ КὦǲǫǋǭǶ ″᷂ḢɨɍɑɨɄɶȵɥɱ Ӳ ̝ ᶷКͪβ ⁸

͜ Ʋ ǵ̈ Ǯ ǲǑǋǭ ǞƲӣἶ ɨɍɑɨɄɶȵɥɱǵϹὕƲ⁸ ǵ

ɨɍɑɨɄɶȵɥɱȳɶɑȷǵ ɵ ș ǪǭǔǦƳH25 ₴↓ ǵẎ ↑᷂ḢɨɍɑɨɄɶ

ȵɥɱ ˗ ǵ∕ ♥ȉƲ ʺ Ǳ֝ȑ ȆșȹɱȽɶșʴⱲǲ ǞƲ̮ ǵӣ ɨɍɑɨ

Ʉɶȵɥɱșדȇ ȋ˺ Ʋ ǲ ǠȒ ș֞ǘǦȑƲ12 ⁸ ǵ ǯ ș֝ȑƲ

″ᶷḢЋ̱ǵ᷂Ḣɨɍȋ᷂ḢӋ ȯȠǵ ǵǦȈǲ ҲƳ 
 

ūᴇ ɵῚᴇ ɵ ̯ ͪβ КǲǑǘȒӣ ɵ˺  

″᷂Ḣɨɍ ̝ǵʤ ǯǞǭƲֺͪβ КѩǲƲӣ ǓʴⱲǯǱȑƲ˺ ͜ ǯ

ǵ ǲӣ ɵ˺ ǵ̝ ș ǞǭǑȑƲǤȓǥȓǵ᷂ḢǮⱳ Ǳ˗ ǲ Ǟǭ̝ Ǔ σǜȓ

ǭǋȅǠƳᶷḢЋ̱ǵᵂ ǯǞǭǉǙȐȓǦ˗ ǲǫǋǭǶƲ ″᷂Ḣɨɍ ̝ǲǭ ǠȒǚǯ

ǲǱǪǭǋȅǠƳ 

ǚǵȏǍǲӣ ɵ˺ ǵ˿ ȆǬǖȑǵⱳ Ǔר ȅȑƲ˺ ᾐ ᴣǓ ᵂǲדǪǦǚǯ

Ǳǰșӣ ǯǵ Ǯ FAX ǲǭȋȑ֝ȑǓǮǔȒ˿ Ȇǵ ǲ ǪǦ᷂ḢȉǉȑȅǠƳЕ̱

ǲǶƲ˺ ᾐ ᴣǓ ( . )șӣ ǲ FAX ̂ǞƲᶥ ș♬ǭǋȅǠƳ 

 

 

 

 

 

 

ɛȢɱɆ  

ӣ ǯ˺ ǵ ǵⱳ Ǔ֫ǷȓǭʿǞǋǮǠǓƲר ǲ ǓǋǲǑǋǭ

ǶƲӦѝǯǶǋǏǱǋ ǮǠƳǞǒǞƲᶷḢǵʴǮ Ǔ ȚǮǋȒ ǲǑǋǭȉƲѧȈǶƲ

ɵѫ ֗ǺǤǵǛὤ ǵᶩȑ˗ș ǠȒǦȈǲֿǟ ǯǞǭВǲӲҘǠȒǯǋǍǚ

ǯǒȐỒȅȑƲͬ ͜ǵ ǒȐƲ ǠȒ ɵ ȉⅎǙǭǚȐȓȅǞǦƳȅǡǶƲֿǟ

►˗ șВǲ ǏȒ̎ ǬǖȑǒȐǮǠƳ 
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֝ ᷂Ḣ Ӳ ̝Ǯǵ Ǔǋǲ ǠȒү▌̝ǲǫǋǭ 

A ⁸ǮǶƲ Ǔǋ ᷂Ḣ Ӳ ̝ǵȯȠɜɋȶɟɱɆ ̸ ̝ 29 ₴↓

̝ǲ׀ Ẁ Ƴ̊ʤƼȯȠɜɋ ̝ƽ ǲǑǋǭƲ Ǔǋǵ˗͈Ḹףș˧ǏǦү▌̝ș

σǞǭǋȅǠƳ 

A ⁸ Ǔǋ ᷂Ḣ Ӳ ̝ǲǫǋǭ  

A ⁸ǵӲ ̝ǮǶƲ ѩǲ ̝ș ǞǭǑȑƲȯȠɜɋ ̝ǶƼ Ǔǋ ƽǵ ș

ȈȒ Ǯ ǞǭǋȅǠƳ⁸КǵЋ ˗ ǯḨ℅ ȹɱȽɶƲ⁸ Ǔǋ ►

Ǔ ȅȑƲ˗͈ ȋ ̝ ǵ Ḹ˧ Ʋ Ǔǋ ǲǫǋǭר ș ȈȒ ǵү▌̝ǱǰƲ

Ʉɶɜș Ȉǭ σǞǭǋȅǠƳ̔ ǯ ᵣǶƲỖ ˗ ǵ ► ǯḨ℅ ȹɱȽ

ɶǓӲҘǞǭ ǱǪǭǋȅǠƳᾟƲA ⁸ǵḨ℅ ȹɱȽɶǶƲ⁸ ᵣǮǠǓƲ ѝ ǲ Ǟ

ǭǶƲ Ǔǋ ǵ ǲ ǠȒ Ǔ ὰǱỖ ˗ Ǔ ǪǭǋȅǠƳ 

ү▌̝ǲ Ȓ  

ȯȠɜɋ ̝ǲǑǋǭǶƲ₴↓►ѧǲ֓қ ǵ ș ǔǱǓȐƲ₴ ǵ֝ȑ ȆКὦș Ȉǭǋ

ȅǠƳǤǵʴǮ ♫˗ Ǔẉ ǵ ☻ǯǱȒǦȈƼ Ǔǋƽǵ ș ȈǦ

ǋǯǵṶǓƲ ǵ ˗ ǒȐ ǓǪǭǋȅǞǦƳ 

ǲǶƲǛ ˲ǵ Ǔǋȋ șǰǍ ǏǭȏǋǒѝǒȐǡƲ ȱɱɆɫɶɩǵ̭ʤȋȢɧȢ

ɧƲ ǵ̭ʤǱǰǲ ǍǱǰǛ ˲ȉǛὤ ȉȳɶɑȷ ͑ ȉᶩȑƲ ˗ ǯǞǭȉ

ȇ˗͈ǓǉȑȅǞǦƳ ᴣ Ǔ Ǔǋǲ ǠȒ șȉǪǯ ȈƲǛ ˲ǵǚǯș

ȑƲǛ ˲ǵɉɶȸșȉǪǯὕ ǲ ǙȒǦȈǵ ȋ Кὦș ǏȒǦȈǵɐɱɆǓ Ǟ

ǋǯǋǍǚǯǮƲ ǲǫǋǭӦѝǲ ǮǔǦȑƲ ǲ ḸșВ ǮǔȒ ̝Ǔⱳ ǱǦȈƲ

ὑ ǲ ǍȯȠɜɋ ̝Ǯǵү▌̝ǯǞȅǞǦƳ 

ү▌̝ǵЕ̱ ǱКὦ  

Е̱ ǲǶƲ 28 ₴↓ǲ 2 ᶥȵɨɶȸǮ► ᶷḢǵ᷂ḢȱɶɅȡɋɶȽɶ ȏȑ ₉ș

ǋǭǵү▌̝ș σǞȅǞǦƳ1 ᶥ ǲƼ ǓǋǯǶƽǯǋǪǦḨ Ƴ2 ᶥ ǲƼ

Ǔǋ˗͈ ƽǯǋǪǦὕ ǵ ˗͈ǵḸףșʴⱲǯǞǦꜘ șὕ ǞȅǞǦƳ 

˗͈ ǮǶƲ ˗ Ǔ Ǔǋǵ ș♬ ǯǠȒȳɶɑȷ ͑˗ ǯӲҘǞ

Ǧ˗͈șḸףƳȠȹȷɟɱɆКὦƲ ǲ ǪǦ ǵὕ ƲɠɉȽɨɱȮȋПȠȹȷɟɱ

Ɇș ǘǱǓȐ ȋ Кὦș ǞǭǋǪǦ ș ǟƲ ᾐ ᴣǯǞǭ ș

ǭȒʣǮǵɛȢɱɆȋ ὕ ǯǵ ǵ›ẑǲǫǋǭἶǺȅǞǦƳ 

֓қǞǦ ˗ ǒȐȉǤȓǥȓǵ șḸףǞǉǪǦȑƲ ᷀ ȖǪǭǋȒ ǿǵ ǲ

ǫǋǭǵ ᵂȋ Ǔ˧ȖǜȓƲ Ḹȋ șВ ǮǔȒ ̝ǯǱȑȅǞǦƳ 

᷂Ḣ Ӳ ̝ǵḹș ǠȒǚǯǲǫǋǭ  

Ήѩǵ ḹǲǑǋǭƲ ș ȈǭǛ ˲ǵǚǯșȏǖ ȒǚǯǧǘǮǱǖƲ ș ǒǠǚ

ǯǓⱳ ǧǪǦȑƲ ǦǱ ̝ ȋɋɁɆɭɶȭ̸ȑǓⱳ ǱǚǯȉǉȑȅǠƳǤǵǦȈǲȉ Ǧ

Ǳ ̝ ǵ ȋ˲ ǵ ǲǫǱǓȒ Ӳ ̝ǯǋǍḹș ǞǭǋǔǦǋǯ Ǐǭǋ

ȅǠƳ 

 

 

 

 

   ɛȢɱɆ  
Ǔǋǲ ǞǭǶƲǤǵ ϑǲ ǞƲӣ ǒȐǵ ȉ♬ȒǚǯǓƲ ˗

ǲǑǘȒ ș Ȇ ǭȒʣǮƲ ₡ǲ ǮǠƳȅǦƲʝǫǵ˗ Ǯ Ǎ˗͈ǓᾜǱǋḹ
ֻǲǶƲǰǵȏǍǲ ǞǦȐǋǋǒ ȚǮǑȐȓȒ ȉẉǋǯדǋȅǠƳ 
 ǤǵǦȈƲ᷂Ḣ Ӳ ̝ǵḹș ǞǦƲ Ǔǋǲ ǠȒү▌̝ȋƲ˗͈Ḹ
͈˗ɵף ǶƲ ҘǵׄʣșᶫȒǦȈǲƲẎǔǱҘǲǱȒǯדǋȅǠƳ 
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֝ 3 ˗ ǵ Ǯὕ ǞǭǋȒ˗͈ ̝ ү▌̝ ǵ֝ ǲǫǋǭ 

ү▌̝ σǲ ǪǦ  

Ǔǋǵᾦҥ Ǔ ᷀ȂǰɟȶɡɶǮǱǖƲǰǵ ȉ ϼȋǫǱǕϼǲᶩǪ

ǭǋǦ 23 ₴► Ʋ Ǔǋǵ ǵ ǲǫǋǭ ǞǭǋǦ˗

ǯᾦҥ ˗ ǵ ǮƲ ѝ ǮǫǱǓȑșṔȋǠ Ȇǵʝ ǯǞǭƲǤȓȐǵ˗

ǯ ǓȑǵǉǪǦӣ ȋ ὡ ɵ ȹɱȽɶȉדȈǭ ɴ Ǔ˗ҵᾯǯǱȑƲǤ

ǵ₴ǵ 3 ǒȐү▌̝șǠȒǚǯǲǱȑȅǞǦƳ 

ὕ Кὦ  

˗ҵᾯșדȈ᷂Ḣǵ ǯǞǭǶƲƼὕ ǲǰǵȏǍǲ ǵ᾽ ș ǍǒƽǓʝ ȑǦ

ǋǯ ǏƲү▌̝ǮǶḨ ǲ˗͈ șὕ ǠȒǚǯǯǞȅǞǦƳ˗͈ș ǋǭƼǤǍǋǍ◐

ǱȐ ѝǦǨǵ˗ ǮȉǮǔȒƽǯדǪǭȉȐǋƲ ǮǔȒϼǓṔǏȒǚǯȉ ♅ǞȅǞǦƳ

ȅǦƲ ǲǯǪǭȉƲὕ ǲᶩǪǭǋȒȯɶȷș ǞǦȑƲ ȑ ǪǦȑǠȒǚǯǓ

ǮƲḨ ȋ șἶǽǵǶ̀ǵ ʹ̝ǱǰǮǠǮǲ ȖȓǭǋǦǚǯȉǉȑƲ˗͈ șʴ

ⱲǯǞǦү▌̝ǯǞȅǞǦƳ 

˗͈ ǵ Ȉ  

Ȉ ǯǞǭǶƲŪ ǵ ιǠȒ˗ ǵ Ńū˗͈ ŃŬȮɩɶɕɭɶȭǯǋǍ

ȓǮὕ Ƴ̀ ǯ Ǡ ș̸ȑƲ̀ ǲ̀ѝ Ʋӣ ǱȐ Ʋ ǱȐӣ ǵǚ

ǯș ǪǦȑƲǫǱǓȑș̸ǪǦȑǠȒǚǯǓʝ ǵ ǯ ǏǭǋȒǦȈƲ ǲȮɩɶɕɭɶ

ȭǲҘșЊȓǭ֝ȑ ȚǮǋȅǠƳ˗͈ǶƲ ֻǋǵǔǪǒǘș̸ȒȉǵǮǉȑƲȅǦƲⱳǡ̀

ǯ ǞǭǋȒ˗͈ș֝ȑʣǙȒȏǍǲǞǭǋȅǠƳ 

Ȯɩɶɕǵѝǘ  

Ȯɩɶɕѝǘǵ›ẑǯǞǭǶƲ̀ Ʋ̀ѝ ǯ Ǔї ȒȏǍǲ ѝǞƲ˗ҵᾯɟɱɎɶǓ

ֺȮɩɶɕǲ ˲ǶЊȒȏǍǲǞǭǋȅǠƳ᷂ Ḣǲ ǞǭǶƲѝǘȐȓȒȂǰẉ ǮǶǱǋǦȈƲ

ǲ ǞǭǋȅǢȚƳ 

ȮɩɶɕɭɶȭǮǵ Кὦǲǫǋǭ  

Ʉɶɜǲ ǞǭǶƲ˗Ѽǲ ǯ˗ҵᾯǓ ֻǢǞǭ ὑǞƲ˗͈ Ǔ ♥Ʋ ֻǋ

ǵɄɶɜș ǞȅǠƳƼ ѝǵ˗ ǲֿǟȏǍǱȯɶȷǓ ǦȐǰǵȏǍǲᾍꜘǠȒǵǒƽ

ǓḨ ǮȉǍᾜǞЕ̱ ǱȠɇɎȢȷș ȈȒȏǍǱɄɶɜș ὑǠȒǚǯȉǉȑȅǠƳ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

   ɛȢɱɆ  

 Ǔѝ ș Ǐǭ Ǔǋǲ Ǟǭ˗͈Ḹףɵ˗͈ ș ǍǚǯǶƲ Ҙ

ǵׄʣșᶫȒǦȈǲƲẎǔǱҘǲǱȑȅǠƳ 

 ֺ⁸ ǵ ǮƲǚǵȏǍǱ˗͈Ḹףɵ ǓǮǔȒȏǍƲ Ӳ ̝ȋ˗

̝ Ʋ Ἥǵ ǵ Ȇș ǞƲӣ ɵ˺ ǲ ȖȒ ǵ Ḹ˧ Ʋ ǲ͜

Ȓ›ẑǵВ ǓǮǔȒȏǍƲ⁸ ǶǤǵ ☻ǯǱȒǚǯǓ ♅ǜȓǭǋȅǠƳ 

 ǚǵү▌̝ǶƲẎ ↑ǵ ǯǵВσǯǋǍ◐șǯȑƲ↑ǵ Ƕ̝ḹǵ Ǟ

їǞșǞǭǋȅǠƳ˗ ǵ Ǯү▌̝șǞǦǋǯדǪǭǋǭȉƲ̝ḹ ͪǲ ҥǠȒǯ

ǋǍǚǯș ǲǞȅǠƳ̝ḹ ͪǿǵ⁸ ǵӲҘǓǉȒǯƲ ǲǯǪǭ Ǳ᷂ḢǮǵ

ʹǵ ̝ǓṔǏȒǚǯǲ ǓȑƲǤȓǲȏȑ ǵ ǵׄʣǲȉǱȑȅǠƳ 
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おわりに～高次脳機能障がいの方を支える地域づくりをすすめるために～ 

第 5 章、第 6 章で掲載した市町村での取組例や地域資源の活用例は、どの取り組みも、

第 2 章で扱っている支援会議や第 3 章でふれている事例検討型研修などを通して浮かび上

がった、地域での困りごと( 地域課題) に対して、今、地域にある社会資源や支援機関等の

機能を組み合わせて解決できないかということで考えた連携や支援者のちょっとしたひら

めきから始まったものです。 

ヒント集に掲載した取組例や活用例、さまざまなツールを参考に、自分たちの市町村で

はどのような取り組みや工夫ができるかを地域の支援者同士で考えてみてください。 

「自分たちの地域ではそのようなものはないから」とあきらめるのではなく、「自分たち

の地域ではこんな風に加工したらできるかも？」という新たなひらめきが生まれることを

期待しています。 
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資料編 

◆受傷・発症から社会参加までに関連するサービス 

( 国立障害者リハビリテーションセンター 高次脳機能障害・支援センター 

ホームページ「高次脳機能障がいを理解する」をもとに作成)  …本編 P.９参照 

 

◆福祉・介護サービスのフローチャート             …本編 P.９参照 

 

◆支援会議における様式例                   …本編 P.１０参照 

 

◆社会資源を発見してみようシート               …本編 P.２７参照 

 

◆地域課題分析シート                     …本編 P. ２９参照 

 

◆医療と介護の連携連絡票                   …本編 P.４０参照 

 

◆使たらええで帳～高次脳機能障がいファイル～の活用マニュアルから 

                               …本編第２章参照 
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ӣ ͪ ȳɶɑȷ 

外傷性脳損傷や脳血管疾患などにより高次脳機能障がいが残った場合に、地域生活に戻るまでには下の図のようなサービスがあります。 

Ǔǋ  

ȳɶɑȷ 

˺ ͪ  

ȳɶɑȷ 

原因： 
外傷性脳損傷 
脳血管疾患 

など 

地域自立支援協議会 
（保健、医療、福祉、教育、
就労等支援関係者の連携） 

市町村福祉事務所 
（相談、サービス紹介） 

 

  

 

 

  

  

  

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

ɨɍɑɨɄɶȵɥɱ 

ȳɶɑȷ 

 

  

 

 

 

1

 

 

19

NPO
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ה ₈כ♃fi☿fiꜛ◦כ♥ꜞⱢⱦꜞ ♩כꜗ♅כ꜡ⱦ☻─ⱨכ◘ ─ ≤ ─√╘⌐₉
2008╟╡   

 

 Ǔǋ ȋ˺ ͪ ǵȳɶɑȷș ǠȒḹֻƲǛ ˲ǵ₴ ȋԍᶦ ǲȏǪǭƲ

ѫ ǮǔȒѰ↓ȋȳɶɑȷǓ ǱȑȅǠƳ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 65 ̊ʣǵ Ʋ40 ̊ʣǮ Ǔ ᶦǵ ǶƲԍѸǯǞǭ˺ ͪ ǲȏȒȳ

ɶɑȷǓϮϼǲǱȑȅǠƳǞǒǞƲԌ ҥϐ ǒȐǵƼ ὡ ǵ ₡ ֗Ǻ ̝ ș

ֻ ǲ ǠȒǦȈǵ ♣ǲḨǬǖ ̂ǯ˺ ͪ Ѱ↓ǯǵ ͜ ǲǫǋ

ǭƽ ₳ 19 ₴ 28 ̔ 0328002 ֵɵ 0328002 ֵԌ ҥϐ

̝ɵ ᾯ ὡͪβ ̔ ɵ ὡ ׀ ǵ ǲȏȑƲΉѩ

ǵȯɶȷǲꜘǟǭƲ► Ǔǋ ȳɶɑȷǲ ►ǠȒ˺ ͪ ȳɶɑȷǲȏȑ ўǱ

ș֞ǘȒǚǯǓ֯ ǒבǒ ǲǫǋǭƲ ǲ͜Ȓ Ǔǋ ȳɶɑȷǵѫ ǲ ǠȒ

Е̱ ǱКὦ ѫ ׄ ș ǔ֝ȑǲȏȑ ǞǦʣǮƲ ўǲѨ ǠȒǚǯǯǜȓǭ

ǋȅǠƳȅǦƲ Ǔǋǵ ǵ᷂Ḣ ș ǏȒǦȈǲǶƲ Ǔǋ ȋ˺ ͪ

ȳɶɑȷǯǋǪǦƲǋȖȍȒɓȧɶɜɩǱѰ↓ǧǘǮǱǖƲȢɱɓȧɶɜɩȉדȈǦ᷂

ḢǲǉȒ ș ǠȒǚǯǓẎўǮǠƳ 

 ǋǡȓǲǞȔƲ Ǔǋᾐ ǵѰ↓ ǶǱǋǦȈƲǛ ˲ȋǛὤ ǵɉɶȸș

ȅǏƲΉѩǲ ǠȒǚǯǓẎўǮǠƳ 

 ≤⇔≡ ⅜

⁹ ☻ⱦכ◘™⌂⌐

│ ⁹ ─

│ ⁹ 

2 ≤⇔≡ ⅜

⁹ ─ │ ⁹ 
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̝ ǲǑǘȒ ╛͈ 

ѫ  ׀
 

̝ ḹ  
 

 
 

̝  ₳    ₴                    ѝ           ѝ 

̝ їₐ  

ιɵ ׀  

 

⁹  
 

σ  
 

ǞֻǪǦ 

Кὦ 

 

ǞǦ 

Ƞɕɫɶȿ 

 
 

˹♥ Ǔ 

ⱳ ǱКὦ 

ǮǔȓǷ 

 ȉ  

 

          
ᶥ̝ ˔ὑ ₳   ₴          ѝ   ḹ  

 



 

 

̝ ș ǞǭȆȏǍ 

ѫ ̝              ׀                                    ׀

Ʀ ˲ǵ ȇ  

 

 

Ʀὕ ǠȒǦȈǲ ǠȒǚǯ ֗Ǻ ̝ ǵ  

ὕ ǠȒǦȈǲ ǠȒǚǯ 

ǜȓǦ  

᷀ǉȒ ̝ ǵ  

Ȣɱɓȧɶɜɩȉ ǋǭȆȏǍ  

ὕ ǮǔȒ˗ ɵᶧ̱      

ǮǔȒǧǘǦǖǜȚ  
˹♥ǉǪǦȐǋǋ  

    

    

    

   

  

  

 

 

 

    

ה ה ─☻♩꜠fi◓☻ β ─ ⅜ ™ ⅛┌⌂™≤⅝ ⇔≡╖╕⇔╞℮ 

 

4
8
 



 

 

地域課題分析シート 

【地域課題】 【将来像】地域 

【現状】地域 【解決のためのアクション】地域と相談支援専門員 

すでに試したこと まだ試していないアイデア 

【地域のストレングス（社会資源）】 

4
9

4
9
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ᴇ ⁸ǲǑǘȒ˺ ᾐ ᴣǯǒǒȑǫǘӣ₉Ʋ ӣ₉Ʋ ҃₉ ǯǵ ǲ

ǑǋǭƲҧ ɵҧ ǲⱳ Ǳ ḸșВ ǠȒǚǯș ǯǞǦȵɶɆ ᴇ ⁸əɶɞ

ɘɶȶǒȐƳʤ Ƕǒǒȑǫǘӣ₉ǯǵ  

 

 

  

Ɵ ₴

Ɵ

₳׀ ₴

ƱǛ ˲ǵⱲ ǒȐֿ Ƕ♬ȐȓǭǑȑȅǢȚǓƲǛ ˲ǵǦȈǲⱳ ǓǉȑȅǠǵǮǛ ǋǦǞȅǠƳ

˲ǵֿ ǲǫǋǭƱ

ֿ ǞǦƱǛ ˲ǵֿ ș♬ǭǋȅǠƳ

和泉市医療と介護の連携推進審議会β↓─ ≤ ─ ≢─ ≢│⁸ ─ │≢⅝╕∑╪⁹

₳
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ɘɶȶ̊ ǶƲƼ̓ǦȐǏǏǮₓ ǓǋɓȟȢɩ ƽǵ ɜɉɣȠɩǒ

Ȑ ǞǦȉǵǮǠƳ 

 

Ƽ̓ǦȐǏǏǮₓ ǓǋɓȟȢɩ ƽǵ  

  ̓ǦȐǏǏǮₓǵǤȓǥȓǵ ╛ǲǫǋǭƲКὦșʝ ǲȅǯȈǦȉǵǮǠƳ 

 

 

ƼǛ ˲ǵ ǲԀǞǦΉ˲ Ḹǵ֝ȑ ȋȳɶɑȷǵ ǲǫǋǭƽ 

  2 Ǯȉ ȓǦȏǍǲƲ Ǔǋǵ ș ǠȒǍǏǮǶƲǛ ˲

ȋǛὤ ǓƲ ȋ Ǔǋ֞ὦǵǰǵ ǲǉȒǒș ǠȒǚǯǶ ǮǠƳǚǵ

ǶƲǛ ˲ǵ Ǔǰǵ ǲǉȒǒǮƲ ǏȐȓȒΉ˲ Ḹǵֿ ǵ֝ȑ ȋȳ

ɶɑȷǵ ǵ ὄș ǞǦȉǵǮǠƳ 

ǒȐ 4 ǿʝ ׄǲ ȇǯǶ ȐǡƲ ǲꜘǟǭ ǔǫ ȑǫǞ

ǱǓȐƲ♦Ƶǲ Ǔ ȆȅǠƳὕ ǲ ǠȒ ǲƲǹǯǫǵ ὄǯǞǭ ǪǭǑ

ǋǭǋǦǧǘȓǷǯדǋȅǠƳ 

 

 

Ƽ֞ωɵ ǒȐ ̝ ǵὄὑǲ ȒȅǮǵ˗͈ǲǫǋǭƽ 

̓ǦȐǏǏǮₓ ǓǋɓȟȢɩ ǵ ͈ǯǞǭƲɜɉɣȠɩǲ

ǞǭǋȒ ǫǵ˗͈șǤǵȅȅ ǞǭǋȅǠƳ 

̓ǦȐǏǏǮₓș ǞǭǰǍ ǞǦǵǒǯǋǍ˗͈ǮǠǓƲ Ǔǋ

ǵ Ǔ֞ωɵ ǜȓǭǒȐ ̝ ǵὄὑǲ ȒȅǮƲǰǵȏǍǱ ǓǉǪǦǵ

ǒƲǰǵȏǍǱ Ǔ ȖǪǭ ȐȓǦǵǒǲǫǋǭȉȖǒȒȉǵǲǱǪǭǋȅǠƳ 

Ǔǋǵ Ǔӣ ș ǜȓǭǒȐƲ ̝ ǵὄὑǲ ȒȅǮǵ

ȓǶƲǤǵ ǵ Ǔǋ ǧǘǮǱǖƲǛὤ ȋ ǵ Ʋ ȔǍǯǞǭǋȒ

̝ ǵ Ʋẉǖǵ ᶦǲȏǪǭ ǱȑȅǠƳǤǵǦȈƲʝ ǲǶ ǏȅǢȚ

ǓƲ ̝ ǵὄὑǲ ȒȅǮǵ ȓǵ͈ǯǞǭƲ ș ǏȒ ǵ֓ ǲǞǭǋǦ

ǧǘȓǷǯדǋȅǠƳ 

 

 

֓  

Ƽ̓ǦȐǏǏǮₓ ǓǋɓȟȢɩƽǶ Ǔǋ ̱Ѱ ρ

ɭɶȫɱȮȮɩɶɕǲǑǋǭƲ₳ Ʋ28 ₴↓ǲ ǞǦƲ Ḹ ǵǦȈǵɂɶɩ

ǮǠƳ 

Ẏ ↑ Ǔǋ ȹɱȽɶǵ HP ǒȐȾȤɱɫɶɇǮǔȅǠƳ 

Ń http://www.pref.osaka.lg.jp/jiritsusodan/kojinou/index.html  
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ƤƼ̓ǦȐǏǏǮₓ ǓǋɓȟȢɩ ƽǵ  

̓ǦȐǏǏǮₓǶƲǀЋ̱ ǁǀ ˲ Ḹǁǀӣ Ḹ ͑͒ ǁǀᾦҥ Ḹǁǀ

Ǔǋ ɨȷɆǁ֗Ǻǀ ǜȚǵ ǞǭȂǞǋǚǯǁǒȐ ǜȓǭǑȑƲǤȓǥȓǵК

ὦǶ̊ʤǵǯǑȑǮǠƳ 

 

  

╛  

ǀЋ̱ ǁ 

ǒȐ ᷀ȅǮǵ ș ѦǮ ǮǔƲǛ ˲ɵ

Ǜὤ ǵ ǲǫǋǭȉ ǮǔȒȏǍƲ ȋὤ ͜

ᶫǯ ǒȐǵ ș ǠȒ ǮǠƳ 

╛ 2  

ǀ ˲ Ḹǁ 

Ǜ ˲ǵ ᷀ǵ ǵ ȋ ǒȓǭǋȒ ṑƲӣ ǵ

ḸȋǛ ˲ɵǛὤ ǵɉɶȸș ǠȒ ╛ǮǠƳ 

╛  

ǀӣ Ḹ ͑͒ ǁ 

ȉדȈ Ǔǋǵ ǵ ǯǱȒ

ǵ ϑȋǤǵ♥ǵɨɍɑɨ Ʋ ᷀ǵ ̱ ƲǛ ˲

ǵӣ ǲ ǠȒ Ḹșӣ ǒȐ֝♬ǠȒǦȈƲǛ ˲ǒȐ

ֺӣ ǲ Ḹ ͑ș ȈȒ ǵ ╛ǮǠƳ 

╛  

ǀᾦҥ Ḹǁ 

ǓƲᾦҥǲׄǘǦ ρ ǲǉȒ ǵᾦҥɉɶȸȋᾦ

ҥǲ ǠȒ₁ șǛ ˲ǒȐ ǔ֝ȑ ǞǦȑƲᾦҥ

ȋᾦҥ₁ ϼ֕Ƕὕ ϼ̔ ǲᾍǞǭ ǞǭǑǋǭǋǦǧ

ǔǦǋǚǯ Ʋⱳ Ǳ Ḹș ͑ǠȒǦȈǵ ╛ǮǠƳ 

╛  

ǀ Ǔǋ

ɨȷɆǁ 

ǓƲǛ ˲ǵ Ǔǋǵ ϑș ǠȒǦȈƲ

Ǔǋǵ Ʋ Ʋ Ʋ ̝ Ҳɵ ǵ Ǔ

ǋ֗Ǻ ₡ Ҳ̸ǵ șƲǛ ˲ɵǛὤ ǒȐ ǔ֝Ǫ

ǦȑƲ Ǔ Ҳ όǞǭ ǠȒǦȈǵ ╛ǮǠƳ 

Ǔ ǵ ǭȋȷɄɁɕȠɁɕș Ǐǭǋǖ ǲ

ǋǦǧǖǚǯș ὑǞǭǋȅǠƳ 

╛  

ǀ ǜȚǵ Ǟ

ǭȂǞǋǚǯǁ ₡

ḹ Ǯǵ ˗  

Ǔ ǪǭǋȒ ǲǑǘȒ›ẑȋ ș ǞǦȑƲ

Ǜ ˲ɵǛὤ Ǔ ȇ ș ǔ֝ǪǦȑǠȒǦȈǵ ╛ǮǠƳ

Ǜ ˲Ǔ ǞȋǠǋȏǍƲ ᷀ ǞǭǋȒ̀ǵ ǯВ

ǞǦȑƲ ș╠ǔ Ǘ ǲ̟ ǠȒǚǯș ὑǞǭǋȅǠƳ 

֓  

ǀ ǵẎẀǜ ǁ 

ʣ ǀ Ǔǋ ɨȷɆǁǯֿǟ ǮƲ ǵ

ⱳ șƼᵂר ǱǞƽǒȐ ș Ǫǭ ӓǞƲǤȓǥȓǰ

ȚǱ Ǔⱳ ǒș ǞǦȉǵǮǠƳ 

 ȳɶɑȷ˗ ǲǑǋǭ ș ǜȓȒ ǵɐɱ

ɆǯǞǭ ǋǦǧǖ̀Ʋ⁸ ǲǑǘȒΉѩǵ˗͈ ǲǑ

ǋǭƲֺ˗͈șǚǵ ǲǉǭǶȈǭǋǦǧǔƲЋ̱ǵϊׄǯ

ǰǵȏǍǱ ǓҚșẢǞǦǒבǒș ɵѝ ǋǦǧǖ

ǚǯǮƲ ɌȤɍȤǵ șǞǭǋǦǧǔǦǋǯ Ǐǭǋȅ

ǠƳ 
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Ǜ ˲

ǵ  

Ƥ  
ǬǔǱǞ

[ ǓǋǲЋ
ǖ Ǭǋǭǋ
Ǳǋ]  

Ǭ
ǔ[ ȋ
ș ǯ
Ǟǭ Ǫǭ
ǋȒ]  

̱ Ǭǔ 
[̱ ǯ Ǔ Ǻǫǔ
Ǔǋșὕ Ǯǔǭǋ
Ȓ]  

˔ Ǭǔ 
[ Ǔǋș ǞƲ
˔ Ǟǭ ҲǮǔ
ǭǋȒ]  

 

Ƥ Ǔǋ֞ὦ 
ȵɥɁȭ 
[ Ǔǋǲǫǋ
ǭ˲ǒȐ Ȗ
ȓǭȉבὑǠ
ȒƲ Ǔǋǲȏ
ȒʥЕ ɵֻ
ș ѝ̊Ẇǵ
˲ ǵǢǋǲ
ǠȒ]   

ᶥⱥǿǵ
♅ 

[ȅǧȅǧᶥ
ⱥǠȒǯד
ǍǦȈ Ǔ
ǋǲ șׄ
ǘȏǍǯǞ
Ǳǋ]   

ˍǯ  
[ ѝș ȈȒƲ ǓǋǓ
ǉȒ(ǉȑǤǍ)ǯדǍ
ǨǯƲǱǋǯדǋǦǋ
ǨǯǓ ǔǫ ȑǫ

ǞǭǋȒ]   

ꜘǿǵҟҘ 
[ ǓǋǲȏȒẀ
ӓșᾜǞǧǓ֞Њ
ȓỒȈƲ˹ǵ ѝ
ǵ Ǯї Ȓǚ
ǯș ǞỒȈǭǋ
ȒƳ̈Ϭ ɵ
ȳɶɑȷ ǵѫ
ș ƵǧǓ֞Њ
ȐȓȒ]   

ꜘ 
[ ǓǋǲȏȒẀ
ӓș֞ЊȓƲ˹ǵ
ѝǵ Ǯ
ǔ ǔǯ ǛǞ
ǭǋȒƳ̈Ϭ
ɵ ȳɶɑȷ
ǵѫ șѼׄ
ǔǲ ȚǮ֞ǘ
ЊȓȐȓȒ]   

1 4 ǿʝ ׄǲ ȇǯǶ ȐǡƲ ǲꜘǟ ǔǫ ȑǫǞǱǓȐƲ♦Ƶǲ Ǔ ȆȅǠƳ 

Ή˲

Ḹǲ͜

Ȓֿ  

Ǜ ˲ǵֿ Ȉǡ ̀ ǿǵ ͑ǲ
ǞƲѫ Ấ ǲ
ֿ ș  

ֿ‼ ֿ‼ 

Ή˲

Ḹֿ

ǵ֝ȑ

 

 [Ή˲ Ḹǲ͜Ȓֿ ]  
 Ǜ ˲ǵ Ǔǋ֞ὦ Ǔ
ȅǧӦѝǮǱǋǦȈƲ
Ǔ ǲ Ḹ ͑ǠȒ
ǯǱȑƲֺƵǵ ǵ
Ή˲ Ḹͪ ͈ǵ ˲֛
֗Ǻ Ẇ ͑ǵ͈Ẇ
ǵ ᶪКǮᾍꜘƳ 

 [Ή˲ Ḹǲ͜Ȓֿ
]  
ѫ Ấ ǲ Ǟֿ
ș֝Ȓ 

 [Ή˲ Ḹǲ͜
Ȓֿ ]  
ֿ‼ 

[Ή˲ Ḹǲ͜
Ȓֿ ]  
ֿ‼ 

     

ȳɶɑ

ȷ

 

ȳɶɑȷ ὃȑ ǵȢɱ
ɓȧɶɜɩדȇ ǲ ǓȐ
ǡƲǛὤ Ǔ˺ ǲ ǔ
ȅȑў ȅǪǦ
ǮƲǛ ˲ǿǵ͝ǞǯƲǰ
ǵȏǍǱȳɶɑȷǮǉȓǷ
ׄǲ ǍǒƲ֕ǤȓǲǼ
ǜȖǞǋȳɶɑȷǯ֞Њȓ
˗ ǓǉȒǒ ǠȒǦ
Ȉǵ Ǔⱳ  

Ǜὤ ǵ șȆ
ǭƲǛ ˲ȉȳɶɑȷ
ș֞ǘȒǚǯǲֿ Ǡ
ȒǓƲȅǧƲ Ȑȳɶ
ɑȷș ǞǦǯǋǍ
ǮǶǱǋƳ 

Ǔǋǲǫǋǭ
ᾜǞǧǓ ǏȐ
ȓȒȏǍǲǱ
ȑƲǛ ˲ǵ˹
ǵ Ǯǰǵȏ
ǍǱȳɶɑȷǱ
Ȑ֞ǘȐȓȒǒ
Ȑ ǏȐȓȒ
ȏǍǲǱȒ  

Ǔǋǲǫǋǭ
ʝὑ֞ǘЊȓȐ
ȓƲ ǵᾓ
ș Ǐ ǿǵ
ȷɄɁɕȠɁɕ
șǞȏǍǯѼׄ
ǔǲȳɶɑȷѫ
ș ǏȐȓȒ

 

Ћ̱ǵ

☻ 

Ƥ [⁸ : ˗ҵ Ʋ
Ḩ℅ C,Ỗ
˗ Ʋ↑: Ǔǋ

C]  

Ƥ  
Ƥ ᾐ ᴣ 
ƤȯȠɜɋɶȶɡɶ 

ֿ‼ ֿ‼ 

 

 

 

 

 

 

Ǜ ˲ǵ ǲԀǞǦΉ˲ Ḹǵ֝ȑ ȋȳɶɑȷǵ ǲǫǋǭ 

1     

ǀ֓ ǁẎ ↑Ή˲ Ḹͪ ͈ǲǑǘȒ Ǐ  
˲֛ ԍѸǵ͈Ẇ Ūὤ Ʋ ˗ҵ ǒȐ֞ǘȒ►˗ ǵ ǲ͜Ȓ Ʋū ǲ

Ǟӣ ȋὤ ǒȐ►˗ ǵӣ ḸșЊ ǠȒⱳ ǓǉȒḹֻǮǉǪǭƲ ˲ֿ Ǔ֝
ȑǓǦǋḹֻŃ ͈ ֵș ǞƲ ˲ֿ ǱǞǮ Ḹ֛ ֯  

Ẇѫ ɵ ͑ǵ ►˗ ǲ ǠȒΉ˲ ḸșƲ ˗ҵ ǲ Ḹ ͑ǠȒⱳ Ǔ
ǉȒḹֻǮǉǪǭƲ ˲ֿ Ǔ֝ȑǓǦǋḹֻŃ Ǔǋ ֻ ǵ ͜ ̉ǵ ὑǲ
ȏȑƲ ↑ Ǔ Ǎ ǲǑǋǭ ͜ ǲΉ˲ Ḹș ͑ǠȒǚǯǶƲΉ˲ Ḹǵ
Кѫ ɵ ͑ǲ►ǦȒǦȈƲ ͈ ֵș ǞƲ ˲ֿ ǱǞǮ Ḹ ͑

֯  
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ǓǱǋǦȈȳɶɑȷș ȇ ǲᾍǞƲӣ ǯḨ℅ C ǯǓ Ǟǭ Ǔǋ֞ὦ

ǲὫȑ ǋƲ Ǔǋ ȳɶɑȷǲ ǋǧ˗͈ 

 

 

˗͈ǵ  ǵ ǲ˧ ˗ ǲȏȑ ẆωǞǦ Ƴ‼ӭר ǵ ǓǉȑƲ

ǶʥὄὑƳ ̱ Ǔǋ ₓ 2 Ƴ Ǔǋȋ ̭ʤǲȏȑҲ̸

Ǔ ȅǪǭǞȅǍǦȈƲ ˗ǲ 2 ↓ ǠȒǱǰƲ ʣǵҲ̸Ћ ǲ

ǓǒǒȒǚǯȉǉȑƲ ₡ Ћ ǲƲṶǒǘɵ˺ҞǓⱳ ǮǉȒƳȅ

Ǧ ǲ ǠǚǯǓᾜǱǖƲꜘ ǲ ș ǠȒ ẕ ǵ Ƕ ǲǱ

Ǟ Ƴϸ╥ǲᾍǞǭǵ ȋƲЏВǵḹǮ̀ ǵἋǓȒ șǠȒǚǯȉǉȒƳ

ᶥⱥ ǲǭ Ǔǋǵ ș֞ǘǭǋȒǓƲ Ǔǋ ͪβ

ₓǶǛ ˲ǵ ǲȏȑב ǶǞǭǋǱǋƳ 

 ᶥⱥ ǮǶƲǛ ˲ǵɨɍɑɨ Ǔ˃ǞǖƲƼ ♥ǵ ɨɍɑɨ

ǶԝǞǋƽǯѨ ǜȓȒƳ Ǟǭ ὁǲ Ȓǵǲ Ǟ ♥ 1 ₴ Ʋ

ʴʝ˲ǲǱȒǚǯǒȐᶥⱥ MSW ǒȐḨ℅ ȹɱȽɶǲ ♥

ǵ ǵ͒ ǓǉǪǦƳ 

֗

ǺЕ̱ Ǳ

ɵ̓Ǧ

ȐǏǏǮₓ

ǵ Кὦ 

 Ḩ℅ ȹɱȽɶǵ ᾐ ᴣǓǛ ˲ƲǛὤ ǵɉɶȸȋ

șȠȹȷɟɱɆ ŪƼЋ̱ ƽƲƼ ˲ Ḹƽș ᾐ ᴣǓ

ЊƳƼ Ǔǋ ɨȷɆƽƼ ǞǭȂǞǋǚǯƽșᶥⱥ Ǔ

Њ Ƴ 

Ǜ ˲ǶƲȉǯȉǯǉȑ̵ȒϷ ǮקᶪǓ ș ǋǭǑȑƲ֘˲ǯ Ǻȅ

ȖǪǭǋǦ ǵ˗ ǮǉǪǦǚǯƲ Ǔǋǵ ǓǮǔǭǋǱǋǚǯǒȐƲ

˹ǠǗǲ ʴ ҲǱǰǵ Ǔǋ ȳɶɑȷǵѫ Ƕ ǞǋǯѨ ƳǛ ˲

ǲƲẎǔǱ˗ ǲ ǪǭЊ ǲȏȒɨɍɑɨǶ Ǐ ǞǦǓƲ ₡ ș

ȒǦȈǲȉ╠ǔ ǔɨɍɑɨș֞ǘǦ Ǔ ǋǚǯș̟ǏȒƳǛ ˲ȉ̱

ǓדǍȏǍǲҲǒǢǱǋǚǯǶȖǒǪǭǑȑƲƼɨɍɑɨǶ֞ǘǦǋƽǯǵ

ׄș ǞǦǦȈƲ ǖǵӣ ǲ ǲȏȒɨɍɑɨș Ƴ 2 ᶥɨɍ

ɑɨǵѫ șỒȈǦƳ ♥ 1 ₴ӭ Ƴ 

ᾐ ᴣǓƲ ǵ̂ǔ ǋǓǮǔǱǋǯǋǍǛὤ ǵ ș ȅ

ǏƲ ֿ ǵȳɶɑȷѫ șҿȈƲѫ ỒƳ 

 ᾐ ᴣǶƲ ϼӣ₉ȋȹɧɒȷɆƲ ֿ ǵ˗ ɖɩɏɶ

ǯ ș֝ȑֻǋƲǛ ˲ǵ ș Ƴʱ ǞǭƲǛ ˲ǵ ǲȏȒ

Ǜὤ ǵ ș ǠȒǦȈƲ ǯ 1 ᶥ ǲ șὕ Ƴ ϼǒ

Ȑ♬Ǧᾍꜘ ǵɐɱɆșɖɩɏɶǲ̟ǏȒǚǯȉ̿Ǣǭ ǪǦ ūȹɧɒ

ȷɆǓ ЊǞǦƼ Ǔǋ ɨȷɆƽƼ ǞǭȂǞǋǚǯƽș

Ƴ 

Ǜ ˲ 
 

♥ 1 ₴ 
Ʋ

ὁǿ 

♥ 5 ₴ 

ʴ Ҳ  
[ ˺ ǿ]  

♥ 1 ₴ӭ 

Ǯɨɍ ỒƳ
[ ֿ S]  

♥ 3 ₴ 
̵  

[ Ǔǋ C ǿ]  

Ḩ℅ C 

MSW  ȹɧɒȷɆ 

Ḩ℅ C 

S ˗  ὑ ὑ S ˗  

ȹɧɒȷɆ 

Ḩ℅ C 

S ˗  
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 Ǜ ˲Ƕɨɍɑɨș֞ǘȒʴǮƲ̱șҲǒǠǚǯǲᾍǞǭ ǲ֝ȑ

ȇ ἧș ǢǭǋȒǯǵ ḸșȹɧɒȷɆǒȐ♬Ǧ ᾐ ᴣǶƲ̵

ǵȳɶɑȷѫ ș ǠȒƳ ♥ 3 ₴ ŬƼЋ̱ ƽƼ

˲ ḸƽƼ Ǔǋ ɨȷɆƽƼ ǞǭȂǞǋǚǯƽș ǞƲ

1 ᶥ ǯǵ ǲֻȖǢǭ ᾐ ᴣǓʴⱲǲǱǪǭ Ḹ֛ Ǟ

В Ƴ Ƴ 

ѧǶ ḹǵ ǱǰǒȐǶǟȈǭƲ♦Ƶǲ ǔϼȉṔȋǞǭǋǔƲǋȅ

ǮǶ Ǔǋ ȷɛɶɂȹɱȽɶǱǰƲẆїș ǞȈȏǍǲǱǪǭǔǦƳȅǧ

˗ǲ ǖǒǒǪǦȑƲǋȔǋȔǯǚǧȖȑǓǉǪǦȑǠȒȉǵǵƲ

ὑ ǲ Ǟǭȳɶɑȷșѫ ǞǭǋǖʴǮƲɖɩɏɶǯǵ ȉ♦Ƶר͜

ǲ ȆʣǓǪǭǔǭǋȒƳ 

ȅǦƲ Ǔǋ ȷɛɶɂȹɱȽɶǮǶƲ Ǔǋǵ˲Ǔ ȅȑƲ

ʝ ǲ ҲșǠȒ ǓǉȑƲǤǵ ₑǲѫ ǠȒǚǯǮƲǛ ˲Ǔ̀ǵ

Ǔǋǵ˲ǯ˧ ǠȒ ̝ș ǘǦƳǤǵ˧ ș ǞǭƲǛ ˲

ǯֿǟȏǍǱ ǵֿʫ̈ǵ̎ ǓǮǔƲǛ ˲ǵ Ǔǋ Ǔ ȅȑƲ˹

ǵ ș֞ǘЊȓỒȈǦƳǤǵ Ʋɨɍɑɨǲȉ ǲ֝ȑ ȇǚǯǓ

ṔǏƲȅǦ ȋ̀˲ǓἋǓȒ șǠȒǚǯǱǰǓᾜǱǖǱȑƲ ₡Ҳ̸

ǲ ǶǒǒȒȉǵǵƲṶǒǘǮўȑ ǏǓǮǔȒȏǍǲǱǪǭǔǭǑȑƲ

Ǜὤ ǵ ȉ ǪǭǔǦƳ ŭ ɨɍ ƲǛ ˲ǯȹɧɒȷɆǮƼ

Ǔǋ ɨȷɆƽƼ ǞǭȂǞǋǚǯƽș ǞƲ Ǔǋ ș

Ƴ 

ǒȐ 5 ₴♥ƲǛ ˲ǵ Ǔǋ Ǔ ȅǪǦǚǯș֞ǘƲ ʴ Ҳ

ǵḹș Ƴ ὑ ὑ ˗ Ǔȳɶɑȷ ѫ ș̸ ǞƲ

˺ ˗ ǵѫ ș ỒǠȒƳ ᷀Ƕ ˺ ș 4 Ʋ Ҳ ș 1

ǯǋǍɘɶȷǮƲ ǲ ȳɶɑȷѫ șǠȒȅǮǲ ǪǭǋȒ ŮƼЋ

̱ ƽƼ ˲ ḸƽƼ Ǔǋ ɨȷɆƽƼ ǞǭȂǞǋ

ǚǯƽș Ǟ ḸВ Ƴ 

˺ ˗ ǮǶƲᾍ˲ ǮǶǉȅȑѴ șṔȋǜǱǋȏǍᾜ˲ Ǯǵ

Ҳǵḹș ὑǞǦȑƲ ₡Ҳ̸ǵṶǒǘșǠȒ ǵ ș ᴣ ǮƲ

ḸВ ǞƲ ǲǉǦǪǦ ůƼ ǞǭȂǞǋǚǯƽș֓ ǲ ș

ǞƲ ᴣ Ǯ ḸВ Ƴ 

ȅǦƲ ỒǒȐ ǒ ǵ Ҳș όǞƲǛ ˲ǵ˗ КǮǵ

șȠȹȷɟɱɆǞǦ ŰƼ Ǔǋ ɨȷɆƽƼ ǵẎẀǜ ƽ

ș ƳǤǵ♥Ʋ˗ ǮǶƲǛ ˲ɵǛὤ ǵ₁ ǯǠȑǉȖǢǭΉѩ

ș ǭǦƳȅǦƲǛ ˲ǓẺǔǱ̱șҲǒǠɪȭɨȦɶȵɥɱș֝

ȑЊȓǱǓȐ ș╠ǔїǞƲὄὑǞǭ ǮǔȒȏǍ ǞǭǋȒƳ 

♦Ƶǲ̀ǵ˲ǓȋǪǭǋȒ ̸ ȋҍ̸ Ҳǲȉ șװ ǞƲȅǧ ǲȏ

Ǫǭ ǶǉȒǓƲʝὑ ʴǞǭ֝ȑ ȇǚǯǓ֯ ǲǱǪǭǔǭǋȒƳ 

˗ ǒȐǛὤ ǲȉὑ ǲ ș֝ȑƲὤ↨Ǯǵ ἧǵ ǔ֝ȑș

ǍǯǯȉǲƲ˗ Ǯǵ ἧșǛὤ ǲ̟ǏȒǱǰ ḸșВ ǞƲ ǲ☻

ǭǭǋȒ űƼ Ǔǋ ɨȷɆƽƼ ǞǭȂǞǋǚǯƽș

Ƴ 
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Ǔǋ֞ὦǓʥӦѝǱ ǲᾍǞƲ⁸ ǯḨ℅ C ǓᾦҥɉɶȸǲᾍǞǭᾐ ǯ

ǠȒǯǯȉǲ Ǔǋ֞ὦǲὫȑ ǋƲ Ǔǋ ȳɶɑȷǲ ǋǧ˗͈ 

 

˗͈ǵ  23 ǵ ǲ˧ ˗ ǲȏȑ ǞǦ Ƴɩר ⱥ ǲǭɨɍɑɨșὕ

Ƴ ǒȐ♥ ǲǫǋǭ ǞǦȉǵǵƲ֝ ȑ ȓǭǋǭǛ ˲ȉǛὤ

ȉ ǞǭǋǱǋƳ‼ʣ ǶǉȒȉǵǵ ̱ ǵ Ǔ ǴᶥⱥǞǦ

ǦȈƲ ♥ 3 ǒ Ǯ ǯǱǪǦƳ 

ǒȐ 6 ǒ ♥Ʋ Ǔ ₓǵ ǲ⁸☻ ǲ ǪǦ Ʋ Ǔǋ

ᴣǓ ԍᶦș Ƴ˧ ˗ ǲȏȒ ẆωǮǉȒǚǯș ǔ֝Ǫ

ǦǦȈƲ Ǯ Ѽǯǵ ǋșǛὤ ǲ ǠȒǯƲ ѝѼǲǞǦ̝

ȉ⸗ȓǭǋȒǚǯǓǉȒǯǵȦɒȻɶɇǓ ǒȓǦǦȈƲ Ǔ

ǋǵ֯ șר ǞƲ ǮǔȒӣ ș ˺Ƴ Ǔǋǯ

ǜȓȒƳ 2 ᶥ Ǯǵɨɍɑɨș֞ǘȒǚǯǲǱȒƳ ₓ 5 ֝♬Ƴ

ǓǋǯǞǭǶƲ Ǔǋȋ ǓǋǓ ǮǉȒǓƲ fl

ǓǉȑǛὤר ǿǵ ȋ șṥǞǦȑǠȒ ἧȉǉǪǦƳ 

֗

ǺЕ̱ Ǳ

ɵ̓Ǧ

ȐǏǏǮₓ

ǵ Кὦ 

ǶǛ ˲ǵ Ǔǋș֞ǘЊȓȐȓǡƲƼǚǵἧǶƲȋȓǷǮǔȒἧǱȚ

ǮƲϐǖǚǯǧǪǭǮǔȒƽǯ ǋ ǘȒƳǛ ˲ȉ Ǔǋǵ Ƕ ǞǖƲ

ȠɩɎȢɆǱǰǮϐǖȉǍȅǖǋǒǡƲ ș ȑ ǞǭǋǦƳǤǵ ș

ǋǦ Ǔǋ ᴣǓɍɫɶɭɶȭǲ ǠȒȏǍҿȈȒƳ ș֞ǘ

Ǧɍɫɶɭɶȭǵ ᴣǓ ὡ ȹɱȽɶǮǵ ͔șҿȈƲѨὑș

֞ǘȒƳǤǵ ș֞ǘƲǛ ˲Ʋɍɫɶɭɶȭ ᴣƲ Ǔǋ ᴣ

ǮƲƼ˹Ƕᾦҥǵ ǮǶǱǋǵǮǶƽǯ ǞֻǪǦƳ 

Ǥǵ♥Ʋ ǒȐǵᾦҥǿǵɕɪɁȵɡɶǱǰǒȐȢɧȢɧǠȒǚǯǓẉǖ

ǱȑƲ ǲᾍǞǭ ș ǙȒǯǋǪǦǚǯǓǉȒƳ ǲᾍǞǭǰǍǞǭȉ

ȋ ҘǓїǭǞȅǍǚǯǲ Ǩ ȚǮǋȒǛ ˲ǵ ἧșȆǦ Ǔǋ

ᴣǓƲǛ ˲ƲǛὤ ǯ ǞƲǛ ˲Ƕὕὤ ǖǮʝ˲ ȐǞǠȒ

ǚǯǯǱȒ ǒȐ 1 ₴ӭ♥ Ƴ 

ʝ˲ ȐǞ Ồǲ►ǦȑƲ ʥ ǲȏȑ ȋ șʝ˲Ǯ Ǎǚǯ

Ǔ ǞǒǪǦǦȈƲǛ ˲ȉ Ǔǋ ȳɶɑȷǵѫ ș֞ǘЊȓȒƳ ὑ

ὑ ˗ Ǯȳɶɑȷ ѫ ș̸ Ǟ 3 ᶥǵɖɩɏɶѫ

ș ỒƳ Ū ᾐ ᴣƲ Ǔǋ ᴣǓӲҘǞǭƼЋ̱

ƽƼ ˲ Ḹƽș̸ ƳǛ ˲ǵֿ ș♬ǭ ϼȹɧɒȷɆǲƼ

Ǔǋ ɨȷɆƽƼ ǞǭȂǞǋǚǯƽș ЊǞǭȉȐǍ Ƴ 

̿ǢǭƲ ǲǛ ˲ǵ Ǔǋș֞ǘЊȓǭȉȐǍǦȈƲ⁸КǲǉȒὤ ̝

ǲ֓қǠȒȏǍ͝ǞǦƳ 

ҲרȱɱɆɫɶɩǵ ǞǋǛ ˲ǯ ὑ ὑ ˗ ǵ

Ǜ ˲ Ƴ 
Ʋ

ὁǿƳ 
Ǯɨɍ

Ồ 

♥ӭ₴ 
ₓ Ƴ 

ɍɫɶɭɶȭ
ǿ 
ὡ C

ǲȏȒ
͔ 

♥3 ₴ӭ 

ɨɍ ˓ 
[ᾦҥ
ǿ]  

♥ 1 ₴ӭ 
1 ˲ ȐǞ
ỒƳ[əɶɞɖ

ɩɕ]  

ǯǵɆɧ

ɔɩ 
Ӳ CSW

ὃȑ ỒƳ 

⁸ ► 

Ḩ℅ C 

♥ 2 ₴ӭ 
᷂ ѫ
ỒƳŃ 1 ₴

Ǯʴ Ƴ 

ӣ  ӣ  

♥ ₴ 
ὡ

C П

͔[ᾦҥ
Ḍǿ]  

᷂ C 

ὑ ὑ 

⁸ ►

Ḩ℅ C 

⁸ ► 

ὑ ὑ S ˗  

S ˗  

ὑ ὑ 
Ḩ℅ C ɍɫɶɭɶȭ 
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ᾐ ᴣǯǵ ͜Ǔ ӓǞǦǦȈƲḨ℅ ȹɱȽɶǲ ǞƲḨ℅

ȹɱȽɶǵ ᾐ ᴣǓǯȉǲ șǞǭǋǖǚǯǯǱǪǦƳ 

ҲרȱɱɆɫɶɩǓ Ǟǖ Ǩ ȚǮǋȒǛ ˲ǵ șⱲ ǞǦ

Ḩ℅ ȹɱȽɶǶƲ Ǔǋ Ʋ̋ ӣǯ ƳḨ℅ ȹɱ

ȽɶǓ 1 ᶥ ǞǭǛ ˲ǵ ș ǍǚǯǯǱǪǦƳ ǵὤǵἧǰȉ

ǵṶǓ ǲǱȑɆɧɔɩǲǱȒǱǰƲ ǯǵɆɧɔɩǓṔǏǦǦȈƲ Ǔ

ǋ ᴣǒȐ ̝ Ӳ ̝ CSW ǲ ὃȑș͒ Ƴ Ɇɧɔɩǵ

ǲȉ CSW Ǔ ǠȒǱǰǵӲҘș♬ǦƳ 

ǒȐ 2 ₴ӭ♥ƲǛ ˲ǵᾦҥǿǵ₁ Ƕ ǋȉǵǵ ɨȸɞǓ

ǪǭǋǱǋǦȈƲḨ℅ ȹɱȽɶǵ ᾐ ᴣǵҿȈǲȏȑ᷂Ḣ

Ҳ ȹɱȽɶǵѫ ș ỒƳ᷂ ǮǶѫ ǵɆɧɔɩǓ ǏǡƲ̋

ӣǵҞ ș֓ ǲƲǛ ˲Ʋ᷂ Ʋ Ǔǋ ᴣƲ ᾐ

ᴣǯ̲↓ȉȯȠ̝ ș ǴȒǓƲѫ Ƕ ǞǋǯǵǚǯǮƲ1 ₴Ȃǰ

Ǯѫ ʴ ǯǱȒ ūƼ Ǔǋ ɨȷɆƽƼ ǞǭȂǞǋǚ

ǯƽƼ ǵẎẀǜ ƽș ǞƲȯȠ̝ Ǯ ḸВ Ƴ 

ʺ ӣǒȐƲǛ ˲ǵᾦҥɉɶȸș ȅǏƲǞǪǒȑǯ̸ ǲ֝ȑ ȈȒ

ṑǵȂǍǓ ǋǵǮǶǱǋǒǯǵҞ ș♬ǭƲ ɨɍɑɨș ˓ǞƲᾦ

ҥ ˗ ǵѫ ș ỒǠȒƳǛ ˲Ƕ̸ ǲǶ֝ȑ ȇȉǵǵƲ

ʴҘǵ Ǔ ǞǋǚǯƲ ȓȋǠǖɝȷȉẉǋǚǯƲ ǵ̸ › Ǔ Ǐ

Ȑȓǡ ҲǓα ǠȒǚǯǱǰǓǉȒ ŬƼЋ̱ ƽƼ ˲ Ḹƽ

Ƽ Ǔǋ ɨȷɆƽƼ ǞǭȂǞǋǚǯƽƼ ǵẎẀǜ ƽ

ș Ǟ ḸВ Ƴ 

ᾦҥ ˗ ᴣǯǵ ȑ ȑǮǶƲǛ ˲Ǔᾦҥǲׄǘǭǵ

ș֞ǘЊȓȐȓǱǋ ἧǓǉȑƲȅǦƲǍȅǖǋǒǱǋǚǯǓ Ȇ Ǳȑ˗

КǮǵɆɧɔɩǓṔǏȒƳǛ ˲Ʋʺ ӣƲ Ǯ ǞֻǋƲ ὡ

ȹɱȽɶǮП↓ ͔ș֞ǘȒǚǯǯǱǪǦƳП ͔ǵ ȉƼ˹Ƕᾦҥ

ǵ ǮǶǱǋƳǞǪǒȑǯᾦҥǲׄǘǦ șǞǦȂǍǓ ǋƽǯǵ ͔

ǮǉǪǦ ♥ 5 ₴ Ƴ 

͔ș֞ǘƲǛ ˲Ʋ Ʋʺ ӣǮ Ǟֻǋᾦҥ B Ḍ˗

ǿǵ ǲẀ Ƴ̸ Ǔ ӴǱКὦǲǱǪǦǚǯȉǉȑƲǛ ˲ǵ ˍǓ

ᾜǱǖǱȑƲʣ ǖǋǖǚǯǓṔǏȒƳB Ḍ˗ ᴣȉʣ ǖǮǔǦǚǯ

șʴⱲǲ ȑ ȑș Ȇ ǴǭǋǪǦƳȅǦƲɠɉȽɨɱȮ ǲƲḨ℅

ȹɱȽɶƲ ὑ ὑ ˗ ǵ ᾐ ᴣǓǯȉǲ ǠȒ

ǲȉƲʣ ǖǋǪǦǚǯș ǵʴⱲǲ֝ȑʣǙǭǋǖǚǯǮƲʣ ǖǋ

ǒǱǋǚǯǿǵǼȑ ȑȉǮǔȒȏǍǲǱȑƲᾜǞǡǫ ѝǵ ș֞ǘЊ

ȓȐȓȒȏǍǲǱǪǭǔǦƳ 

ǒȐ 7 ₴ ǪǦ ᷀Ʋ ϼǮǶƲȢɧȢɧǠȒǚǯǓǉȒȉǵǵƲ

ᴣǵ͝ǞǲȏǪǭᾜǞǡǫўȑ ǏǓǮǔȒȏǍǲǱǪǭǔǭǑȑƲɆɧ

ɔɩȉȂǯȚǰǱǖǱǪǭǔǦƳ3 ǒ ǲ 1 ᶥǵɠɉȽɨɱȮ ǲǛ ˲Ʋ

Ǔ ȅȑƲǛ ˲ǵ șВ ǞƲʝ ǞǦᾍꜘǓǮǔȒȏǍƲ

ǞǱǓȐ ș ǪǭǋȒƳȅǦ ȉǛ ˲ǵ Ǔǋș֞ǘЊȓȒǚǯǓǮ

ǔȒȏǍǲǱȑƲ ƵǛ ˲Ǳȑǲ șǞǭǋȒǚǯș ὑ ǲ֞ǘ Ȉ

ȐȓȒȏǍǲǱȑƲ ǯǵ ȉר͜ ᵎǞǭǔǭǋȒ ŭɠɉȽɨɱȮ

Ƽ Ǔǋ ɨȷɆƽƼ ǞǭȂǞǋǚǯƽș Ƴ 
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ᾦ ɵ ȹɱȽɶƲᾦҥ ˗ Ʋӣ Ǔ ǞƲǛ ˲ǵɉɶ

ȸǯᾦ ϼǵ ȈȒ Ҙǯǲ ֻǓǫǖȏǍ șᶫǪǦ˗͈ 

 

˗͈ǵ   ̈♥ӭ ↄ ᵣ ǵ Ƴὤר ǶỎ(ɏɶɆҽҵ)Ʋ (ᾦ

ҥ)Ʋ ặ ἶ ǯǛ ˲ǵ ˲ὤ Ƴ Ṉș ↓ ǞƲרל Ǯ

Ʋᶥⱥ Ǯǵɨɍɑɨș ǭ Ǟ ὁǲ ȒƳADL Ƕ Ǟǭǋ

ȒǓƲ ↓ǵ ̱ Ǔǋǯ ǓǋǓ ἭǞƲɩ ⱥ Ǯ Ǔ

ǋǵ ș֞ǘȒƳ ♥Ʋʝ ὤ ǲⱥₒǠȒǓƲƼ Ǔ ǏǭἬǓǍȅǖ

ǘǱǋƲ ǓǠǗǲїǭǚǡǍȅǖ ǢǱǋƲ̱ ǵɎɧɱȷǓ ǖҲ̸ȉ

Ʋ˿˗КὦǓ ǏȐȓǱǋƽ ǵ ǵǦȈƲ ὖș̢Ǎ˿˗ǵ Ƕ

ǞǋǯѨ ǞↄșǦǦȚǧƳ 

Ǜ ˲ǶƲП↓ ǵ ǲᾦǔǦǋǯǋǍ ǨǓ▌ǖƲᾦ ҲǵǦȈ

ɍɫɶɭɶȭǵ Ǔǋ ►ǵᾐ ᴣǲ Ƴ Ǔǋ ͪβ ₓǵ֝♬

șǠǠȈȐȓȒƳ ǖǵӣ ǲ ǞƲɨɍɑɨ ș֞ǘȒƳ ǒȐ

ӭ₴♥Ʋ Ǔǋ ͪβ ₓ ǵ ș̸ ǞǭȉȐǋ 2 ǵ

ₓș֝♬ƳǛ ˲Ƕ Ǔǋ Ǯǵᾦҥș₁ ǞǭǑȑƲɍɫɶɭɶȭǒȐ᷂

Ḣǵᾦ ɵ ȹɱȽɶǲǫǱǓȒƳ 

֗

ǺЕ̱ Ǳ

ɵ̓Ǧ

ȐǏǏǮₓ

ǵ Кὦ 

ǖǵӣ Ǯɨɍɑɨ ș֞ǘȒ Ʋ̋ ӣǓǛ ˲ș ǟᶥⱥ

ǒȐ ǵ Ḹș♬ǦƳ ŪƼӣ Ḹ ͑͒ ƽǲȏȑ ͑ș ȈƲ

ᶥⱥ ӣ ǒȐ Ḹ ͑ ֗Ǻ ȳɜɨɶƲɨɍɑɨȳɜɨɶǓ

͑ǜȓȒ Ƴ 

ǒȐ 1 ₴ӭ♥ƲɍɫɶɭɶȭǒȐǫǱǓǪǦᾦ ɵ ȹɱȽɶ

ǵ ►ǵᾦ ᴣǓƲǛ ˲ǵɉɶȸȋ ǵȠȹȷɟɱɆșǠȒƳ ūƼЋ

̱ ƽƲƼ ˲ ḸƽƲƼᾦҥ Ḹƽș Ƴ 

ᾦ ɵ ȹɱȽɶǵᾦ ᴣǓֿ ǞƲ ὡ ȹɱȽɶǲǭ

͔ș֞ǘȒƳ Ʋ Ǯ ǒǱ șדǋїǢǱǋƲ Ҙǵ Ǯ

ǵǚǯșֿ ǲ ǍǵǓᶩ Ʋ ҥרǓǉȑ ǏǱǓȐ̸ șǠȒǯ ȓǓ

ǟȋǠǋǚǯ ǓȖǒǪǦƳǛ ˲ǯ ὡ ȹɱȽɶǵ ȩȤɱȹɧ

ɶǯᾦ ɵ ȹɱȽɶǵᾦ ᴣǓ ǞǉǋƲǠǗǲᾦҥș Ǡǵ

ǮǱǖƲʝὑ ǵ ș ǞǦ ǓȏǋǯǵҞ ș֞ǘƲᾦҥ ˗

ǲ ș ỒǠȒƳ ŬƼЋ̱ ƽƲƼ ˲ ḸƽƲƼᾦҥ ḸƽƼ

Ǔǋ ɨȷɆƽƼ ǞǭȂǞǋǚǯƽș Ǟ ḸВ Ƴ 

ǚǵ ȉ ǖǵӣ ǵɨɍɑɨǲǶ ǲ 1 ᶥ ǪǭǑȑƲᾦҥ

˗ ǒȐǵ Ḹ ͑ǵ͒ șǍǘƲӣ ǵȹɧɒȷɆǓƲɨɍɑɨ

Ǜ ˲ Ƴ 
3 ♥

Ʋ ὁǿƳ 

♥ 
Ǯɨɍ

ỒƳ 
ᶥⱥ Ńǒǒ
ȑǫǘӣ

ǿ Ḹ ͑ 

♥3 ₴ӭ

Ǔǋ Ǯ
ᾦҥ [ ḹὑ

]  

♥ 1 ₴ӭ 
ɍɫɶɭɶȭ
ŃᾦɛɂǵȠ

ȹȷɟɱɆ 

ὡ C
ǵ ͔ 
Ńᾦҥ

Ồ 

ϼ 

ᾦҥ  

♥ 2 ₴ӭ 
Ǜ ˲ Ǔǋ
ǲʝὑǵ Ǭ

ǔŃǛ ˲ǯ
ϑВ  

ᶥⱥ  

ᾦɛɂ 

ɍɫ-ɭ-ȭ 

ϼ 

ᾦҥ  
ɍɫ-ɭ-ȭ 

ᾦɛɂ ᾦҥ  
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ǲȏȒ ͔ǒȐ Ǔǋǵ ǲ ǠȒ Ḹș ͑Ƴ ŭƼ Ǔǋ

ɨȷɆƽƼ ǞǭȂǞǋǚǯƽș Ƴ 

♥ ₴ӭǓǦǨƲǛ ˲Ƕ ɵ ǵ Ǔǋǲǫǋǭ ǬǔǓї

ỒȈȒǓƲדǍȏǍǲ ǓҲǒǢǱǒǪǦȑƲ̸ Ǯʝ↓ǲ˘ǫǵҲ̸Ǔ

ǧǪǦȑǠȒǚǯǮǋȐ Ǩș ǢȒǚǯȉǉǪǦƳ ȹɱȽɶǵ

͔ǵ ȋᾦҥ ˗ ǵȠȹȷɟɱɆș֓ ǲƲƼɟɠȋ ș

Ȇǭǵ̸ ǵ˿ ș ǲǫǘȒƽƲƼǚȅȈǲ̜ șǯȒƽƲƼǋȐǋȐǞǦǯǔ

ǵȷɆɪȷǵ ș ǏȒƽǱǰǲ֝ȑ ȚǧƳᾦҥ ˗ ǵ

► ᴣǓƲǛ ˲Ǔʝὑ ș ǨƲ ǓǋǲᾍǠȒ ȉ♬ǦȽȢɝɱȮ

ǮƲǛ ˲ǯ Ǔǋǵ ǲǫǋǭВ ǞǦƳ ŮƼ Ǔǋ ɨ

ȷɆƽș Њ Ƴ 

ȅǦƲᾦҥ ˗ ǮǵȮɩɶɕɭɶȭ֓қǲȏǪǭƲֿ ǟ Ǔǋǵ

̎ ǯ˧ ǠȒǚǯǮƲ ѝǲֻǍ˿˗Ƕ̲ǒș ǏȒ ̝ǯǱǪǦƳᾦ ǲ

ׄǒǪǭǵὕ ǮǶƲ̸ șǞǱǓȐƲ ѝǵǮǔǭǋȒ ѝǯ Ǳ ѝș

ǞǭǋǪǦƳΈ↕̸ ȋ›ḹǵὕ ǲ ǔƲὕ ϼǒȐǵ ͔ș֞ǘǭᾦ

ҥǠȒʣǮǵ ș ǔƲᾦҥ ᴣǵҞ ș֞ǘǱǓȐ ȑ ȑș ǘǦƳ 

ɍɫɶɭɶȭȋᾦ ɵ ȹɱȽɶƲᾦҥ ˗ Ǔ Ǟǭ

ǲǉǦȒʴǮƲ ᷀ǵ ѝǵ ǲֻ ǞǭǋȒ˿˗ǵȢɟɶȶș ǭȒȏ

ǍǲǱȑƲ ϼǵ ǒǋ̸ ș ȈȐȓǱǋ ș ǽȏǍǲǞǦƳ 

♥ ₴ӭ♥ǵ ᷀Ʋ Ǔǋ ǵᵺ ᴣǯǞǭᾦҥǞǭǋȒƳ ḹǲὑ

ǠȒȅǮȶɥɔȱɶȿǓЊȑƲ ḹКǵ ṑ ș ǪǦƳ ůƼᾦҥ Ḹƽ

Ƽ Ǔǋ ɨȷɆƽƼ ǞǭȂǞǋǚǯƽșᾦҥϼǯ ḸВ

Ƴ 

ᾦ ɵ ȹɱȽɶǵᾦ ᴣǓὑ ǲ ḹ ᵂșǞƲᾦҥϼǯǛ

˲ǯǯȉǲ șֻȖǢǭ ǵ șǠȒǱǰȠɓȽɶɓȧɫɶșǞǭǋ

ȒƳ ŰƼ Ǔǋ ɨȷɆƽƼ ǞǭȂǞǋǚǯƽǵ Ƴ 
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Ǜὤ ǵ᷀ὁ ǲЊǪǦȯȠɜɋɶȶɡɶǓ⁸ ǲ ǕƲḨ℅ C Ǔ Ǔǋ ȳ

ɶɑȷ˗ ǲǛ ˲ǵ Ǔǋǵ ǲǫǋǭҞ ǞǭǋȒ˗͈ 

 
 

˗͈ǵ   Ǯ˧ ˗ ǲȏȒ ẆωǮ Ǔǋș ǠȒǚǯǯǱ

ǪǦ ר ᷀ Ƴ ὁǮʰ ǯ ȐǞǭǋǦǓƲ Ƕ 10 ₴Ѽǲ̀

ǞƲ ǯ˘˲ ȐǞƳǛ ˲ǶƲADL ǲǶ ǲᵂ ǶǱǋȉǵǵƲẕ

ǓǉȑƲ ǓǋǲȏȒ ǓǋǲȏȑƲ ǞǓ ǭȐ

ȓǡƲ ǓǱǘȓǷ ҲǮǔǱǋƳ ɨɍɑɨș֞ǘǦ Ǯ

Ǔǋǵ ˧̂ǡȆ  

ǶƲƼǚǵἧǶ̲ȉǮǔǱǋǵǧǒȐƲЋǭקȑǵ˲ Ǔʫ ǞǭǉǙ

ǱǋǯǋǘǱǋȚǮǠƽǯƲǚȓȅǮǛ ˲ǵ ǵʝ Ồ ǵ ΏșȆǭ

ǔǭǑȐȓǦƳ ǲ 1 ᶥǵ ֞ ǓᴷʝẆїǠȒ ̝ǯǱǪǭǋȒƳ 

 ȫɶɏɶȻɱǧǪǦ Ǔ ǵǦȈ˺ Ǔⱳ ǲǱȑƲǒǫƲ ǲЊ

ǠȒⱳ Ǔ ǟǦǦȈƲ ǜȓǦǛ ˲ǵ ǓǦǨȅǨ ȑ ǦǱǖǱȒ

ǯ ǟǦ ǵȯȠɜɋɶȶɡɶǓ⁸ǵ Ǔǋ ǲ ǞƲ⁸ ► ǓḨ

℅ C ǲǫǱǋǧƳ 

 

֗

ǺЕ̱ Ǳ

ɵ̓Ǧ

ȐǏǏǮₓ

ǵ Кὦ 

Ḩ℅ Cǵ ᾐ ᴣǓǛ ˲ǿǵ ǔ֝ȑǯƲȫɶɏɶȻ

ɱǮǉȒ ǵЊ ϼșȯȠɜɋɶȶɡɶǯǯȉǲ ȓǭ ǔ֝ȑș ǋƲǛ

˲ǵ ǲǫǋǭ Ƴ ŪƼЋ̱ ƽƲƼ ˲ ḸƽƼ

Ǔǋ ɨȷɆƽƼ ǞǭȂǞǋǚǯƽ ǲ ЊƳ 

Ǜ ˲ǒȐƲ ǓǋǱǖǱȒǯʝ˲Ǯ ǠȒǵǓʥὄǯǋǍǚǯș

ǔƲəɶɞɖɩɕȳɶɑȷǵ șǠȒǯƲѫ ș Ƴ Ǔǋ Ӣѝ

ὑș֞ǘǦƳḨ℅ ȹɱȽɶǓƲ ὑ ὑ ˗ ǲǫǱǋǧ

ǓƲ ὑ ὑ ˗ ǒȐ Ǔǋǵ ǵ ǓǉȅȑǱǖ

Ҟ șǞǭȂǞǋǯǵ͒ ǓǉǪǦǦȈƲḨ℅ ȹɱȽɶǓ♥

ș ǍǚǯǯǱǪǦƳ ūƼЋ̱ ƽƲƼ ˲ ḸƽƼ

Ǔǋ ɨȷɆƽƼ ǞǭȂǞǋǚǯƽș  

ὑ ὑ ˗ Ǔᾱὁ˺ ˗ ǯ ǞƲȳɶɑȷ ѫ

ș̸ Ʋѫ ỒƳ 

Ǥǵ Ʋ̋ ӣǵ ǵ Ḹș♬ȒǦȈƲǛ ˲ș ǟʺ ӣǒȐ

ǵ Ḹș♬ǦƳ ŬƼӣ Ḹ ͑͒ ƽǲȏȑ Ḹ ǵ

͑ș ȈƲʺ ӣǒȐǶ Ḹ ͑ Ǔ ͑ǜȓȒ Ƴ 

ȳɶɑȷѫ Ồ♥ǵɠɉȽɨɱȮ ǲǑǋǭƲ ὑ ὑ ˗

֗ǺḨ℅ ȹɱȽɶǵ ᾐ ᴣǯƲᾱὁ˺ ˗ ǯǓƲǛ

Ǜ ˲
18 ₴Ѽ

Ƴ Њ
ǲȏȑ 

ʝ˲ Ȑ

Ǟǲ 

Њ ϼǲ
ᵂǞ ǔ

֝ȑ 

ɠɉȽɨɱȮ ǲ

ḸВ ƳḨ℅ Ǔ
Ǜ ˲ǵ ϑǲ
ǞƲ ὑ ὑǯ

˗ ǲҞ  

[əɶɞɖɩɕ] ỒƳ

ὑ ὑǵ͒ ǲȏ
ȑḨ℅ Ǔ♥  

ȳɶɑȷ ѫ ̸
ǲǉǦȑƲʺ ӣǲ

Ḹ ͑ ȈȒ 
 

Ḩ℅Cᾐ ᴣ 

ȯȠɜɋ 

Ḩ℅ C 

ὑ ὑ 

ӣ  

Ḩ℅ C 

S ˗  ὑ ὑ 

Ḩ℅ C 

ὑ ὑ S ˗  
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˲ǵ ǲǫǋǭƲʣ ǵŪƲūǵ ḸșВ Ƴ șǶǟȈǦᾱὁ˺ ˗

ǒȐƲǛ ˲Ǔ ₡ Ǳ̝ șǒȖǠǚǯǓǮǔȒǚǯǒȐƲƼ ►Ƕ

ȖǒǪǭǋȒǖǢǲƲ ȅǗȓǮ ҲǞǱǋǮᶩǪǭǋȒƽǯǋǍṶǓʣǓ

ǪǦǓƲǚȓȅǮǵ ǵʴǮǛ ˲ǵ ș ǭȐȓǭǋȒḨ℅

ȹɱȽɶǵ ᾐ ᴣǒȐƲ ǓǮǔǭȉКὦǓ̢ǪǭǋǱǋ ר

ẕ ǲ ǠȒ ǯƲǚȓȅǮȋǪǭǔǦǚǯșǤǵ ȑǲǱȐǮǔȒǓᾜ

ǞǮȉẀȖȓǷ ˍǞǭǞȅǍǚǯȋ ȅǗȓǮǶǱǖ Ǔǋǲ

ȏȒȉǵǮǉȒǚǯș ǞƲǤǵȏǍǱḹ ǮǰǵȏǍǱ șǠȀǔǒ

ǲǫǋǭᾱὁ˺ ˗ ǯ ὑ ὑ ˗ ǵ ᾐ ᴣǲҞ ș

ǞǦƳ ŭƼ ǞǭȂǞǋǚǯƽƼ ǵẎẀǜ ƽș  

 Ҟ ș֞ǘǦᾱὁ˺ ˗ ǓƲ ǠȀǔ˗ ǲ ǋ șǠȒʴǮƲ

♦ƵǲǛ ˲ǯǵ ͜ǓǍȅǖ֝ȓȒȏǍǲǱǪǭǔǭǋȒƳ 

 

 


